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　プロローグ







　はっきりと五ご感かんに残るその夢は、深い眠ねむりには似つかわしくない。だが男は夢の中で、さらに相応ふさわしくないつぶやきを口の中で繰くり返した。眠る死体の語る言こと葉ば。眠る海に沈しずむ、眠る魚たちの言葉。

　その廃はい城じようの崩くずれた一いつ角かくに、大男が横たえられていた。近くに転がっているのは粗末な道具ではあったが、その傷きずに当てられた布、包ほう帯たいの様子はしっかりとしていた。建物はかろうじて雨風はしのげるものの、人が住んでいる気け配はいなどあるはずもない。せいぜいが、放浪者が仮宿にしている程度の荷に物もつが、隅すみに整ととのえられているだけだった。荷は少なく、いつでも立ち去れるようになっている。

　大男は動かない。厳いかつい表情が多少は和やわらいで見えるのは、眠っているせいだろう。呼吸には危なげなところはない。傷は、胸につけられたもののようだった。見かけからは重傷だが、手当てが施ほどこされているせいか落ち着いている。

　どの季節にでも草むらに隠れているような虫が、その男の横を跳はねた。朝の光を受けて、建物の床からのぞいている草が湿しめっている。

　その男から離れた場所に、老人が腰を下ろしていた。小柄だが、うずくまる背には肉がついている。老人は肩を落としているようだった。うつむいて、なにもない床の一点を、なにかの重大事のごとく見つめている。短く刈り込んだ髪に、汗が浮かんでいた。しわだらけの口元には、搔かき傷のような皮肉な跡あとが見える。

　老人が、口を開いた。

「ベスポルト。ベスポルト・シックルド。その名を汚けがした逐ちく電でん者しや」

「わたしに……罪があると？」

　答えたのは、大男のほうだった。動いたわけではない。寝転がったまま顔の位置をずらしもせずに、ただ声だけを返した。呼吸も変わらない。

　もっとも老人のほうも、わずかに口を開く以外のなにもしていない。ただなんらかの確信を持って、分かり切った問答を予定通りになぞるように、続けていく。

「戦わぬ戦士はその義務を捨てた。罪がある。罪があるぞ、ベスポルト」

「そのために、マリオを遣つかわせた？　分かっていますね。わたしは召しよう喚かんに応こたえた……そして、そのために」

「そのために？」

「…………」

「言わずとも良いさ。マリオは報告してくれたよ。お前が捨てようとした娘。水すい晶しよう眼がんに封ふうじられている魔ま神じん。あれがお前の、八年間の答えなのか」

　躊ちゆう躇ちよの滲にじむ、わずかな時間。

　大男が口調を変えた。

「わたしの助けを得たいならば、フリウには手を出すな……」

「もう遅いさ。すべては整えられてしまった。マリオが村からもどってきた。その村に、その娘がいたそうだ。村がハンターを呼んで、マリオを狩ろうとしているらしい」

「…………」

「偶然に追いかけてくるのさ、ベスポルト。お前は賢かしこく振ふる舞まおうとしたのだろうが、無む駄だだった」

「…………」

「お前が意識を取りもどすまでには、もう少しかかるだろう。うわごとではなく話をしたかったがな。時間がないようだ。追ってきているのはお前の娘だけではない。黒こく衣いも、ほうってはおくまい。あの娘のことを」

「わたしを起こせ……わたしを」

「まるで生きた亡者だな、ベスポルト・シックルド。お前の身体からだはマリオに運ばせる。抵抗はできまい。その娘を手に入れられるのは、わしだけということになる」

「わたしの娘は……復ふく讐しゆうなどしない……頭の良い子だ……」

「賢き者が愚おろかな真ま似ねをしないというのなら──」

　言いかけて、老人は初めて頭こうべを巡らせた。だが、男を見たわけではなかった。やはりなにもない、別の一点を見つめて、つぶやく。

「わしらが巡り会った、この境きよう遇ぐうとはなんだというのだ。これこそ、賢けん者じやの発狂から始まったのではないか」

　それは海底で蠢うごめく、低温の生物たちの震ふるえ声。

　語られたからといって潮流を変えることもない。だが泡あぶくとなり、波を揺ゆらす言葉。







　第一章　スタンディング・ギィルティ

　　　　　（罪人たちの夜）







　ペン先が折れ、紙にインクが飛び散るのを、彼は驚おどろきもせずただ見つめていた。替かえのペンはない。つまりは、報ほう告こく書しよは書けないということになる。

（ペンがなければ借かりればいい──）

　どうでもいい心ここ地ちで、彼は独ひとりごちた。頭を抱かかえて、事じ務む机づくえに突つっ伏ぷす。紙とインクの香かおりが鼻についた。机は、古くなった書しよ見けん台だいを──多分どこかの学校から──大量に引き取ったもので、事務所に几き帳ちよう面めんに並ならべられている。無む論ろん使いにくい。夜中にひとりで書しよ類るいを書くには向いていない。もともと、達たつ筆ぴつさを買われて警けい衛えい兵へいの職しよくに就ついたようなものだが、だとしたら、才さい能のうに見合った環かん境きようを整ととのえてくれても良さそうなものではないか？　皮ひ肉にくな心地で笑えみを浮うかべる。そうだ。それならば報告書くらい書いてやれる。細さい大だい漏もらさず、なにもかも。

（いや……報告書というより、始し末まつ書しよか、これは）

　思い直して、笑みを消す。

　辺へん境きようの事じ件けん。中央は、これを報告書として提てい出しゆつすることを命めい令れいしてくる。だからといって、帝てい都とがこの辺境に興きよう味みを持っているということでもあるまいが。誰だれのために書くものかは知らないが、どのような事件であっても、報告書は必ひつ要ようとなる。

　一週間ほど前のことになるか。帝都の特とく殊しゆ部ぶ隊たい、黒こく衣いを案内し、ヌアンタット高地の村へおもむいた。事じ由ゆうは不明だったが、その任にん務むは村にいるとある男を逮たい捕ほすることだった。黒衣が中央から五人も派は遣けんされてきたこと以外には、どうということもない任務に過すぎなかったが。その結果はどうなったか。

　村は壊かい滅めつした。黒衣も全ぜん滅めつ。多数の村人が死し傷しようし──その犠ぎ牲せい者しやの数を確かく認にんすることすらできないほどの惨さん事じが発生した。その事故の参さん考こう人にんとして、ひとりの少女を保ほ護ごすることとなった。少女は、この事故で養よう父ふを失うしなっており、保護はおおむね、的てき確かくな処しよ置ちだったと言えなくもない。

　これを書けばいい。のだが。

（……書けないよ）

　彼は机にうつ伏ぶせたまま、額ひたいを左右に振ふった。ごつごつした机の表ひよう面めんが、肌はだに食くい込こんだようにも思えるが、どうということでもない。しばらくそれを続け、そして、

（書けない。こんな途と方ほうもない噓うそは書けない。無む理りだ）

　独ひとりごちる。それが罪ざい悪あく感かんからではないことは、自分でも重じゆう々じゆう承しよう知ちだった。

　サリオン・ピニャータは顔を上げた。壁かべにかけられた古い時計は、午前二時のあたりを示しめしている。あまりあてにはならない時計だが、数日前、誰かが時じ刻こくを直していたのを見た記き憶おくがあった。今のところは正確だろう。

　彼は意いを決けつすると──インクの染しみが広がった、なにも書かれていない報告書をあとに席を立った。




「つまりだな。人生ってのは、たとえるなら椅い子すのようなもんだ」

　天てん井じよう近くを漂ただようその羽はねの生はえた青白い人じん精せい霊れいは、得とく意いげに腕うで組ぐみし、のんきな声をあげていた。

「椅子、普ふ通つうは座すわるだろ？　だがそれを食しよく卓たくにして飯めしを食う奴やつもいる。積み重ねてバランスを取って、曲きよく芸げいにする奴もいる。だが椅子は椅子だ。テーブルより高い位置に座る椅子なんざ、ありゃしない」

　早口にまくし立てられるその人じん生せい訓くんは、どんな時でも煩わずらわしいことには違ちがいなかったが、今以上に腹立たしく感じる環かん境きようもないだろう──少なくとも、フリウはそう確かく信しんしていた。部へ屋やの隅すみで膝ひざを抱かかえて顔を埋うずめていても、声は締しめ出すことができない。鍵かぎのかけられた扉とびらからは逃にげ出すこともできず、やたらと天井に近い位置にある窓まどから、わずかな月光が差してくるだけで、ほかに明かりもない。途と切ぎれることのない人精霊の声に眠ねむることもできず、つまりは……考えたくもないことを考えることでしか、時間を過ごすことができない。

（……眠ったら、悪い夢を見るだけかな）

　だが夢ならば、起きれば忘れることができる。

　肌はだをひっくり返すような悪お寒かんや、なにもしていないのに高まる動どう悸きの音、涙なみだを出し過ぎた涙るい腺せんの痛いたみ、壁かべに寄よりかかったまま血の通わなくなった腕、そして、考えまいとしても記憶に蘇よみがえってくるあの光景……それらから、たった数時間でも逃のがれることができるのならば。眠りはひどく魅み力りよく的てきに思えた。

　あの光景……

　きつく目を閉とじて、身体からだを震ふるわせる。

　眼がん帯たいで閉じられた左眼。その暗くら闇やみを、強きよう烈れつに意い識しきする。その眼めが開いた時に見えたものが、どうしても忘れられない。

　呼こ吸きゆうが荒あれる。汗あせが噴ふき出る。何日も着き替がえていないことを思い出し──部屋の隅すみから動けないのだから、どうしようもない──、その不ふ快かい感かんにさらに寒さむ気けを覚える。

　と、人精霊──スィリーは、ひどく驚おどろいたような声で、きょとんと言ってきた。

「……なんだ。俺おれの言こと葉ばに感動したのは分かるが、どうも奇き怪かいな感かん激げきの表現だな、小こ娘むすめ」

　顔を上げずに、フリウは囁ささやいた。天井近くにいる精霊に、ぎりぎり聞こえる程てい度どの声こわ音ねで。

「悪いけど、黙だまってて」

「うむ。静かにしていよう。ところで人生だが、人生ってのはたとえるならよく回るコンパスのようなもんだと思わねっか？」

　声は締め出すことができない……

　それでも耳をふさげば、声は遠ざかった。

　部屋は居い心ごこ地ちの良いものだった。正直、あの警衛兵に連れん行こうされてきた時には、牢ろう屋やか、まあそういった類たぐいのものを想像していたのだが。扉とびらには鍵がかかっている。開けようと試ためしたこともなかったが。日に一度、そこを開けて制せい服ふくの女が入ってくる。辺へん境きよう警衛兵の制服だが、なんとはなしにその女は、警衛兵ではないように感じられた。単に、こちらの気を落ち着かせるための係かかりといったところか。彼女は当たり障さわりのない言葉をかけてはこちらの反はん応のうを待つが、数分ほども沈ちん黙もくが続くと、部屋を出ていく。あとは、たまに食事がとどけられる。それ以外には、特になにもない。机の上に、画用紙とクレヨンがあるのはどういうことなのだろうか──最さい初しよは分からなかったが、何日か経たって、ようやく分かった。自じ白はくを促うながすための小道具だろう。ノートとペンでないのは、ペンで自じ殺さつを図はかる犯人がいるからに違ちがいない。

　ふと、その画用紙に誘さそい出されそうになり、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、やめる。なにを自白するというのだ？　そもそも、あの警衛兵がすべてきちんと見ている。彼女が告白しなければならないことなどひとつもない。

　村で起きた、大だい殺さつ戮りく。それをしたのが彼女であると、彼が知っている。生き残った村人たちが知っている。八年前の事件が再さい発はつしたことを、誰もが知っている。

（……あたしがいたから、あんなことになったんだ）

　吐はき気けがする。この部へ屋やに入れられてからものを食べていないため、することといえば胃い液えきを吐くことだけだった。それでも──吐いても、泣いても、暴あばれても、なにをしても、自分のしたことは変わらず、自分がどういった人間であるかも変わらない。

　力が抜けて、耳をふさいでいた手がゆるんだのだろう。耳みみ障ざわりな声が聞こえてしまった。

「つまりだな、コンパスってのは一回転で十分なんだぁな。しかしそいつをぐるぐるといつまでも──」

　ぐるぐるといつまでも。

　涸かれた胃液を吐こうと前まえ屈かがみになり、フリウ・ハリスコーは、自分が闇やみの中で大回転している悪夢を──起きながら──見ていた。




「やあ」

　夜や番ばんのルキエに挨あい拶さつし、サリオンは扉とびらを示しめした。

「いいかい？」

「……隊たい長ちょうにどやされるぞ」

「慣なれてるよ。それに、隊長はわめき立てたりしない。いびるだけさ」

「そうだな。ま、好きにしろよ」

　ルキエはテーブルいっぱいに広げたカードで、相変わらずのひとりゲームから顔を上げもしない。本来なら夜番は、ふたり一組でしなければならないのだが──村の一件の事じ後ご処しよ理りに、隊の半数を使わざるを得なかったため、極きよく端たんに人ひと手でが足りなくなっている。少女ひとりがいるに過ぎない留りゆう置ち部屋ならば、ひとりでも構かまわないという、隊長の判はん断だんだった。もっとも、

（明日からは、そうではなくなるんだろうけどね……）

　うんざりとうめいて、サリオンはルキエからキーを受け取った。フリウとふたりで会えるのは、恐おそらく、今夜が最後になる。

　鍵かぎは簡かん単たんなものだった。とはいえ、こじ開けようとして開けられるものでもないが。フリウのような念ねん術じゆつ能のう力りよく者しやならば、簡単に出ることができただろう。逃とう亡ぼうというものが、あまり現実味のない考えだとしても、可か能のうであったことには違いない。

（フリウがそういう力を持っていることを報ほう告こくしなかったことは……絞しぼられるだろうな、きっと）

　だが、そんなことはたいしたことではない。くだらない説せっ教きょうの時間が一時間になるか、二時間になるかの差さだ。

　扉を開けると、部屋は無む人じんに見えた。ぎょっとするが、すぐに気づく。フリウは、部屋の隅すみにうずくまっていた。あまりに小さく見えたため、分からなかったが。

「…………」

　彼が入ってきたことが分からないわけではあるまい──が、彼女は顔を上げようともしてこなかった。壁かべに頭を押おしつけて、奇き怪かいな声をあげている。気道になにかが詰つまったような。

　ふと思い浮うかぶのは、前に一度だけ、この部屋で自殺を試こころみた被ひ疑ぎ者しやがいたことだった。その男は数かず限かぎりない留置経けい験けんを持っていたのだが、なぜか十七回目のその留置で思い切った。彼はクレヨンを喉のどに詰まらせて死のうとして失敗し──

「フリウ！」

　思わず、叫さけんで、駆かけ寄よる。背はい後ごで、ルキエが扉の鍵をかける音が聞こえた。思わず、舌した打うちする。

（あの馬ば鹿か……鍵をかける前に中を見ないのか。すぐに医者を呼よんでもらわないと）

　が、彼自身も少女のもとに駆け寄ることを優ゆう先せんした。丸まったフリウの背せ中なかに触ふれて、陰かげに隠かくれた彼女の顔をのぞき込もうとする。

「……え？」

　不ふ意いをつかれたような声をあげて、彼女はきょとんとこちらを見返してきた。

　なにもなかったらしい──ただうめいていただけか。酸さん素そ欠けつ乏ぼうの症しよう状じようも、毒どくによるショック反はん応のうも、なにも見受けられない。ただ。

（ひどく……やつれてる？　たったの一週間で……）

　彼女と顔を合わせるのは、一週間ぶりになる。その変へん貌ぼうは予想以上だった。

　水分を失うしなった少女の顔色は、有あり体ていに言って、ひどいものだった。ほとんど食事を摂とっていないとは聞いていたが──意識を失った時に何度か、無理に食べさせることはできたらしい──、食べた物の大半は吐はいてしまっているのかもしれない。髪かみも服もひどく薄うす汚よごれていて、最初に見た時の潑はつ剌らつさはどこにもない。焦しよう点てんすら合っていない右眼を見つめて、そして左眼を隠かくす眼がん帯たいを見やる。隊たいの誰だれも、この子の身体からだを洗ってやろうと提てい案あんしなかったことは驚おどろきだった。

（くそ、ミスマリーも……こんな時のために雇やとわれてるんだろうに！）

　パートで働いている女性職員を罵ののしったあとに、自分でも驚くほどに口くち汚ぎたない言こと葉ばをいくつか付け足して、フリウへと向き直る。

　彼女の服も、記き憶おくが確かならば、一週間前と変わっていないように思えた。

「ひどいな……誰にも世せ話わされていないのか？」

「…………？」

　彼女は首を傾かしげ、なにかを囁ささやいたらしかった。衰すい弱じゃくして声がかすれており、それが言葉だったのか、単たんなる音付きのため息だったのか聞き取れない。視し線せんはいまだ関係のない方向を漂ただよっており、こちらを認にん識しきしているのかどうかすら不明だった。

「フリウ……」

「本人は起きてるつもりらしい。まあ人生をうまく喩たとえている。そんな気はする」

　と……

　音もなく漂い降おりてきたのは、人じん精せい霊れいだった──名前は忘れたが。彼は腕うで組ぐみしたまま、もっともらしく重い声で続ける。

「だが人生を語るというその一点を除のぞけば、つまりはまあ、瀕ひん死しだぁな、これ」

「フリウ！」

「久しぶりだな、お前。どこに行ってたんだ？」

　ぐったりしているフリウを抱だきかかえ──答える意い味みはないと分かっていたが、サリオンは気楽な様子の人精霊に告げてやった。

「あの村だよ。もどっていた。事じ後ご処しよ理りのために……ぼくが行かないわけにはいかないだろう。村に数人を残して、隊はついさっき帰き還かんした。でも、くそ、無理を言ってでも残ってれば良かった」

「おう。さっき表でどやどや騒さわがしかったのが、それか」

「そうだよ。大騒ぎだ。これからもっと大騒ぎになる」

　そのことも頭が痛かったが──

　こんな子供を、精神的に追いつめた状態で放ほう置ちしてしまった。悔かい恨こんが胸むな元もとを締しめる。が、もうどうしようもない。

「どういうことだん？」

　ふらりと前に回って、人精霊。サリオンはフリウの頰ほおを軽く叩たたいて、彼女の反応を待った。口をゆっくりと動かしているが、水を求めているのだろうか？　見回してみても、部へ屋やには水みず差さしも水すい筒とうもない。

　それへのやつあたりも兼かねて、サリオンは口走った。

「隊たいは事じ後ご処しよ理りに、村に行った。そして……生き残った村人から、あの村でなにが起こったのか、すべて事じ情じよう聴ちよう取しゆした。ぼくが隠かくしていたことも、全部」

「ん？　お前なんか隠かくしてたのか？　噓うそはいかんと俺おれは思う」

「仕し方かたないだろう──本当になにがあったのか、ありのまま報告したら、この子は即そつ刻こく」

　と、叫さけび出しそうになって口をつぐむ。

　死し刑けいか？　公開処しよ刑けいか？　帝てい都とへの移い送そうか？　どれかは分からないが、大差はない。彼女は大事故の原因になっただけではなく、黒こく衣いに反はん逆ぎやくしている。

　かぶりを振ふって、彼は続けた。

「ぼくには、彼女をかばう義ぎ務むがある。結局のところ、黒衣を村に案内したのはぼくだし、それに……」

　扉とびらの鍵かぎが、音を立てて開いた。

　鍵は無む論ろん、外からしか開くことはない。

　ひとつしかない鍵を持っているのはルキエ。彼が開けているということになる。いや、わざわざこんな時間に彼に命令して鍵を開けさせようとする人物に、心当たりはひとりしかいなかった。

　入ってきたのは、中年の男だった。当人は体重が増えたことを気にしているらしいが、年ねん齢れいからすれば相そう応おうなところではあるだろう。辺へん境きよう警けい衛えい兵へいの制せい服ふくをピンひとつに至いたるまで定てい型けいにそろえていた。この真夜中であっても、公こう務むであればそれを整える。そんな、男。

　隊長と、その後ろで気まずそうに顔を伏ふせているルキエが連れ立って入室してくるのを、サリオンは横目で見つめていた。ふと見回すと人精霊の姿すがたはなかったが、どこかで聞いているだろう──そんな気がして、続きをつぶやく。

「明日になったら、フリウはもっと厳げん重じゆうな牢ろうに移うつされることになる。警備も増えるだろう。もう会えないかもしれないから、そのことを言っておこうと思って……来たんだ」

「いや、今からだよ、サリオン」

　よく通る太い声で──当人は誇ほこりにしているそのバリトンで、警衛兵長は告つげてきた。その目は冷たく、夜の温度をさらに下げた。

「その凶きよう悪あく犯はん罪ざい者しやを、牢に移す。遂すい行こうしたまえ、サリオン・ピニャータ」




「あまりにひどいんじゃないか？」

　言われて彼女は理り解かいできないというように──長いまつげをこすりあわせるように瞬まばたきしてみせた。警衛兵の制服を着て、ただ椅子に座っているだけなのだが、そんな時にも妙みように肉にく感かん的てきに胸むな元もとを締しめてそれを強調している。彼女はそれを自然にできた。いや、というより彼女がどれだけわざとらしかろうと、今さら気にする者もいないと言うべきか。

　つまりは、ミスマリー・エレントは、そんな女だった。もう一度、今度は不ふ意いを突つかれたのではなくこちらにきちんと見えるように角度を変えて、目をぱちくりさせてから、

「なにが？」

「フリウ・ハリスコーのことだ」

　サリオンは苛いら立だたしく言い直して、鼻で息を吹ふいた。朝になって警衛兵詰つめ所しよでは、同どう僚りようたちがそれぞれのペースで仕事を始めていた──大声は出したくないが、感情がどこまで抑おさえておけるか自分でも分からない。ただでさえ、ミスマリーに話しかければ詰め所内の数人か、あるいは全員が耳をそばだてるというのに。

　長い髪に手を当てて、彼女はさらに聞き返してきた。

「ああ、留りゆう置ち部べ屋やの？」

「さっき、牢のほうに移された」

「あら、そうなの」
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「どう見ても、ひどい状じよう態たいだったんじゃないか？　彼女の世せ話わは頼たのんでおいたはずだろう」

「しようとはしたわよ。あの子がさせてくれなかったのよ」

　と、気楽に肩かたをすくめ、

「それに……まあそれでも無む理りにでも着き替がえさせなくちゃと思って眼がん帯たいを外したら」

　そこまで言って彼女は、陽気な表ひよう情じようを少し切り替えた。唇くちびるに指先を当て、厄やく払ばらいのような仕し草ぐさをしてから、

「正直、気き味みが悪くて」

「そういうことは聞きたくなかったな」

　刺さすように告げて、サリオンは彼女の机の上に手をついた。体重をかけると、みしりと音が軋きしみ──なにかの警けい告こくのように感じられて、彼は心持ち身を退ひいた。声をひそめ、続ける。

「君は味方だと思ったから……」

「味方よ。友達だものね？」

　笑う彼女に、もう一段階退いてから、サリオンはうめいた。

「頼みたいことがあるんだ」

「なぁに？　わたしじゃ牢には行けないから、身の回りの世話はもう無理よ」

　こちらが退いた分、彼女が顔を突つきだす形となっている。サリオンは咳せき払ばらいした。

「それはぼくがなんとかする。それよりも、隊たい長ちようがなにを考えてるのか知りたいんだ」

「自分のことよ。ほかになにかある？」

「そういうことじゃなくて、今回のフリウの件けんをどう処しよ理りするつもりなのか、それが知りたいんだよ」

　本来ならば、非常に簡かん単たんな案あん件けんではある。それほどの選せん択たく肢しがあるわけでもない。

　事件に関して、大量の証しよう人にんがいるのだ──生き残った村人たち。その全員が、一いつ致ちしてフリウの罪つみを証明するだろう。手続きを取って、司し法ほう局きよくに送るだけで事足りる。恐おそらく、フリウは極きよつ刑けいになる。

（でも……ぼくが当事者として、うまく正反対の証言ができれば、もしかしたら裁判の流れも変わるかもしれない。証しよう拠この集め方次し第だいでは、刑を軽けい減げんできる可か能のう性せいも）

「……サリオン？」

「えっ？　ああ、すまない」

　長く考え込んでしまったらしい。首を振ふってそれを振り払はらい、

「とにかく、頼むよ。あの子のことは、その、なんとかしてやりたいんだ……」

「ふうん？」

　と、彼女は椅い子すに背せをもどすと、急に右手の爪つめの形が気になりだしたとでもいうように、眺ながめ始めた──軽く、置おき土産みやげのように目め配くばせを残して。

　それが了りよう解かいの合あい図ずなのだろう。と、半はん信しん半はん疑ぎながらもそう思う以外に希望もなく、サリオンはその場を離はなれた。フリウを放ほうっておくわけにはいかない。医者も手配したほうがいいだろう。診みせられるかどうか分からないが、いざという時に声をかけられる診しん療りよう所じよをいくつか見つけておかなければならない。できれば……非ひ合ごう法ほうなものも含ふくめて。

（やらなけりゃならないことは、いくらでもある）

　足早に詰め所を出、そして。

　彼はそこで立ち止まった。

　廊ろう下かは右側通行と決まっていた。が、自みずから決めたそのルールを完全に破やぶって、堂々と中央に警衛兵長が立ちふさがっているのを見て、唾つばを飲む。

　警衛兵長は、蛇へびのようにこちらを見やると──そしてまた蛇の吐と息いきのように、奇き怪かいな音とも思える言こと葉ばを発してきた。

「サリオン・ピニャータ。朝一番に出頭することを命じておいたと思ったのだがな」

　そんな奇き妙みようなイメージが湧わいたのも、後ろ暗い思おも惑わくを抱かかえていたせいだろう。それは命取りになりかねない。歯がみして、自分の心の内が隠かくし通せることを祈いのりながら、サリオンは敬けい礼れいした。

「はい……隊長」

「来たまえ」

　こちらの返事を聞く前に身体からだの向きを変え、隊長室へと向かうその男の背に、険けん悪あくな視し線せんで呪のろいをかけながら──本当にかかってくれればいいのにと毒どくづきながら、サリオンは後に続いた。




　この街には、何度か来たことはあるはずだった。無む論ろん、このような場所に入れられたことはないが。

　硝しよう化かの森に入るための装そう備びの調ちよう達たつ。そして狩かることのできた精せい霊れいを買い取ってくれる相手は、街に数すう軒けん、精霊取とり扱あつかい業ぎよう者しやとしての免めん許きよを持った商しよう人にんがいる。無免許の者もいるらしいが、わざわざ免めん状じようを見せびらかして商売をする業者もいないので、誰が無免なのかはフリウには分かりかねた。あるいは、全員無免許だったのかもしれないが。

　年に数度。父に連つれられて降おりた街。村の者にとっては名前などなく、ただ街と呼ばれている。高地の村と、ふもとの街。世界はそれだけで、ほかにはない。ただ……遠くに、帝てい都とがあるという。世界の中心たる、巨きよ大だいな都。

（そこに……行きたかったんだっけ。あたし……）

　黒くろ々ぐろとした天てん井じようを見上げて、フリウは独ひとりごちた。声は出せない。力も入らない。なにも見えすらしなかったのかもしれないが、とりあえず天井だけは見えている。

　場所を移い動どうしたらしい、ということは分かった。が、あまり変わらない。寝ている場所が、多少粗そ末まつになった程てい度どか。やはり天井近くに小さな──さらに小さな窓まどがあり、そこから明かりが入ってきている。

（なんで行きたかったんだっけ……覚えてないけど……なんか……とても良いことがそこにあるって思ってたんだ……）

　いったいなにがあるというのだろう。

（あたしみたいな子に……そんなのあるわけない……）

　世界のどこにも。

　天井の暗がりが目の前に落ちてきそうな、今いるこの場所にしか、自分はいられない。

（ほかに行く場所がないんだから……身体からだが動くはずがないよね……）

　睡すい魔まが忍しのび寄よってくる。

　つい先せん刻こくまで、眠ねむることができなかったというのに、今はその猛もう烈れつな倦けん怠たい感かんに抗あらがうこともできなかった。その代わりに、もう吐き気は感じない。夢を見る時間が待っている。きっとまた、あの光こう景けいを見ることになる。

　天井付近に、見覚えのある人精霊が輪わを描えがいて飛びながら、なにやら途と切ぎれずしゃべり続けているようではあったが、それも聞こえてはこない。

　もう自分に聞こえる声などありはしない。

　彼女は目を閉とじて、そして心臓の鼓こ動どうが緩ゆるやかに解ほどけるに……任まかせた。




　詰め所にもどる頃には、昼を過ぎていた。

　さらに、耳に残った警けい衛えい兵へい長ちようの声が消えるのも待たず、片づけなければならないことをこなしているうちに夕方が近くなる。本来の仕事は後回しになってしまったが、仕し方かたがない。歩き回り、疲ひ弊へいした身体を引きずるようにして詰め所にもどってくると、待っていたのは甘あまい声だった。

「ハイ、サリオン」

「やあ」

　手だけを上げて、ミスマリーに応こたえる──彼女はもう勤きん務む時間外のはずだが、待っていてくれたらしい。彼女は、いつものようにわずかに半歩分ほど余よ計けいに近寄ってくる間ま合あいで微笑ほほえんだ。

「随ずい分ぶんと忙いそがしそうにしているわね？」

「この仕事はいつも忙しいよ」

「干ほされてる人が、馬ば鹿かなこと言わないの。まあ、一いつ所しよ懸けん命めいだから、神様がご褒ほう美びをくれたのかもね。良い知らせを持ってきてあげたわよ」

　いつものように半歩退ひこうとしているところに聞かされて、サリオンは動きを止めた。とどまったほうがいいのだろう。彼女に顔を向けると、ミスマリーは上じよう機き嫌げんに指を振った。

「隊長さんだけど。あの子の処しよ遇ぐうに関しては、だいぶ温おん厚こうなことを考えてるみたいよ。まあなにをやったのかは知らないけど、やっぱり子供だし、情じよう状じよう酌しやく量りようというか責せき任にん能のう力りよくのあるなしが──」

「温厚？」

　およそあり得えないことを耳にして、サリオンは聞き返した。が、彼女はしごく当然とばかりにうなずくと、

「なんか、呼ぶとか言ってたわよ。うん、呼ぶんだって。たいした刑けい罰ばつのようには聞こえなかったけど」

「うん？」

　意味が分からない。呼ぶとは、なにをどこから呼ぶのだ？　視し線せんだけで問いかける。

　だが、それを理り解かいできないのは、こちらが悪いらしい。少なくとも彼女はそう言いたいようだった。ミスマリーが歯は痒がゆげに顔をしかめるのが見えた。

「だから、呼ぶんだって」

「呼よぶって、なにを」

　彼女は結けつ局きよくのところ、はっきりとは覚えていなかったのだろう。しかし、それでも、それを示しめすような単たん語ごのひとつふたつを記き憶おくしていた。

　それをひとつずつ聞かされるたびに、体温が下がるのをサリオンは自じ覚かくした。冷ひや汗あせが、声を小さくする。

　そして。

「……なんだって？」

　理解した時には、口から出せるのは、かすれ声だけになっていた。




「やあ」

　夜番のダンテスに声をかけ、夜食の入った包つつみを掲かかげてみせると、彼は顔をほころばせた。牢ろうの扉とびらの前に警けい棒ぼうを立てかけると、こちらに向かってなにか気の利きいたことでも言おうと──

　したのだろう。恐おそらく。だがそれより早く、サリオンは包みをいきなり床ゆかに落とすと、驚おどろいたようにそれを視線で追ってかがみ込んだ夜番の後ろ頭に、警棒を叩たたきつけた。

　声もなく失しつ神しんした同どう僚りようの身体をまたいで、扉の前に駆かけ寄より、やはり今夜もカードから顔を上げないルキエの首くび筋すじに、もう一撃、警棒を打ち据すえる。テーブルからカードが散らばり、その上に雪な崩だれ落ちるように、ルキエが倒れた。

（ふう……）

　息をついて、汗をぬぐう。サリオンはすぐにルキエのポケットを探さぐると、大きな造つくりの鍵を見つけ出した。キーの番号と牢の扉にある番号とを見み比くらべて、急いでその鍵を使おうと、錆さびた鉄てつ製せいの扉へと向かう。

　牢の鍵にガタがきていることは周しゆう知ちだった──鍵を差し込み、角度を変えてねじってもうまく回らない。じれったく扉の表面を小こ突づいて、サリオンはもう一度試ためしてみた。今度は回りはするものの、留とめ金がねが外れない。これは、わざとこういう仕掛けになっているのかもしれないと、みなで話したことがある。仲間が犯人を脱だつ走そうさせようと鍵を入手できても、開け慣なれた人間にしか開けることはできないのだ。

（脱走……？）

　手元が狂くるい、バネが弾はじけるような音とともに、鍵が開いた。

　が、すぐに扉を開けようという気にはならず、混こん乱らんした頭の中で繰くり返す。

（ぼくは、なにをやろうとしてるんだ？）

　もう用はなくなった鍵を床に捨ててから、改あらためて自分のしたことを見回してみる。気を失うしない、倒れている同僚ふたり。通路に散らばったカード。虚むなしく転がった夜食の包み。近くの食料品店の袋ふくろに詰めてある──中身は机の上にあったペン立てと辞書だが。

「もはや正しよう気きではないようだな、サリオン」

　通路に響ひびいた声は、自分が発したものではないかとも思えた。が、違った。

「こんなことではないかと思っていた」

　もったいつけた口調で、いかにも物もの々ものしく表れたのは警衛兵長だった。一階からの階段を、足音を立てて下りてくる。足音はひとりのものだけではなかった。姿すがたを見せた警衛兵長の後ろには、数人、警衛兵が──全員見知った同僚が──ついている。全員一様に驚きを隠せない様よう子すではあったが、隊長だけは、あくまで予想の範はん囲いだという態度を崩くずさなかった。

「我々は、適てき切せつな処しよ置ちを行わなければならない。そういった役職の者だ。個人的な感情で、それを覆くつがえすことはできない、サリオン」

　別べつ段だん、珍めずらしいことだとは言えない。

　サリオンは陰いん鬱うつに独りごちた。今ここに、手の長いピンクの猿が歌いながら通りかかったところで、隊長は予定通りだと公こう言げんするだろう。それが信しん頼らいを集める術すべだと信じている。

　もうひとつ。裏切った部下をつるし上げるのもまた、その術のひとつだろう。

「適切な処置か」

　警棒を拾い上げ、うめく。

「……また帝都から黒こく衣いを呼ぶことが、適切な処置だというのか？」

「もともとは、彼らが蒔まいた種たねだ。彼らに引き渡す」

「フリウを、裁さばきのない処しよ刑けいに送り込むつもりか。正式な手続きを無む視しして……ろくなケアもできないように隔かく離りして」

「ミスマリーは民みん間かん人じんだ。あまりにも危険な犯罪者の世話をさせるわけにはいかん」

「彼女があんたの愛人だからだ」

　口走ってから、相手の顔をにらみ据すえる。

　警衛兵長はうろたえて部下たちの顔を見回したようだったが、誰もが知っていることである。誰もどうという顔を見せるわけでもない。それを、どういった解かい釈しやくをしたのか──敬けい愛あいする隊長はそのような不ふ倫りんなど為なすわけがないという完かん璧ぺきな信頼とでも受け取ったのではなかろうかと、サリオンには思えた──、警衛兵長はすぐに落ち着きを取りもどした。

「口を慎つつしめ、サリオン・ピニャータ──」

「慎んできたさ、ずっと。八年間も。あんたの下についてから、ずっとだ」

　サリオンは、数人の同僚が立ちふさがる通路へと、一歩踏ふみ出した。そのままの気き勢せいで続ける。

「ていの良いことを言って、要ようはフリウが怖こわいんだろう──彼女がその気になれば、村で引き起こしたことをそのまま、この街でもできるんだからな。あんたはそれが怖いから、黒衣にすべて任せようと」

「良かろう。もう一度言わなければならないようだな。できれば、みんなには伏ふせておきたかった。君の報ほう告こく書しよに、噓うそがあった点について──」

「だったらなんだ。あんたは噓をついたことがないとでも言いたいのか」

　叫んで、壁に向かって警棒を一いっ閃せんする。軽けい鋼こう製せいの先せん端たんが、通路の壁に傷きずをつけた。不ふ快かいな音が密みつ閉ぺいされた中に響ひびき渡わたる。

「ああ、噓をついたとも。当時六歳の子供が、その両親を含ふくめた十八名もの犠ぎ牲せい者しやを出した事故の原因となった、なんて記録を残すつもりはなかった。だが、多分それがいけなかったんだろう……八年前に、適切な処置とやらが行われるべきだったのかもしれない。いったいなにが適切なのかぼくには分からなくて、ぼくは逃にげたんだ」

　警棒の先を上司に向けて、サリオンは声を絞しぼり出した。

「もういい。いつまでも同じところを巡じゆん回かいするだけの運命なんてのはもうまっぴらだ。いいか、適切な処置なんてものはくそくらえだ。ぼくは彼女を逃がすぞ」

　こうまであけすけに言われるとは思わなかったのだろう。気け圧おされた様よう子すで、だが自じ尊そん心しんでその場に踏みとどまって、警衛兵長は声をあげた。

「凶きよう悪あく犯はん罪ざい者しやの逃亡を幇ほう助じよするというのか？」

「違う。ぼくが独どく断だんで彼女を逃がすんだ。どこまでも逃がす。同じところになんていやしないぞ──いいか、どこまでも、だ」

「そんなことをしたところで罪は消えん。いや、むしろ」

「償つぐなう方法があるのか！　そんなものがあるのか。今回の死者は、前回を上回る二十七人だ──それを償う方法があるのか！」

　力の限りわめき立てて。

　そして、沈ちん黙もくが不ふ意いに訪おとずれる。

（……これが、力の限げん界かいってことか）

　同僚たちの、同情の──いや憐れん憫びんの眼まな差ざしを見返して、サリオンは力なくうめいた。どのみち、説せつ得とくできるような理り屈くつだと思っていたわけではなかったが。

　それでもそれは、思いだった。どうしようもない、想そう念ねん。

「……君は疲つかれているようだな、サリオン」

　さまざまな欠点はあるにせよ、警衛兵長という男の、場の空気を読む才さいは大したものだった。もはや犯罪者に思い入れて逃とう亡ぼうを図はかる裏切り者ではなく、狂くるったことをわめくだけの錯さく乱らん者しやとなった自分に、憐あわれみに満ちた声こわ音ねで言ってくる。

　サリオンはかぶりを振った。険けん悪あくに告つげる。

「当たり前だ」

「休んだほうがいい。なんなら、わたしのリゾートを使うかね？　恋こい人びとでも連つれて──ああそうだ。この前断ことわった見合いがあっただろう。彼女は非常に残念がっていた」

「先方にはちゃんと、ぼくが中央府から一時赴ふ任にんしてきているだけで、いずれ帝都にもどるはずだなんて大おお噓うそを訂てい正せいしたんだろうな？」

　言って、笑う。もうそんな話は笑うしかない。

「……サリオン」

　警衛兵長は、いかにも忍にん耐たい強い態たい度どで言ってきた。その目め尻じりが引きつっているのは誰から見ても分かるとして、当人は気づかないのかもしれないが。

「君にはどうにもできんよ。わたしにもな。帝都に連絡をつけた。黒衣が来る。今件に関して、詳しよう細さいなレポートも欲ほしがっている……君が」

「ぼくがそんなものを書くと思ってるのなら、どうしようもない愚おろか者ものだな、あんたも」

　その言葉は、途と中ちゆうでかき消された。突とつ如じよ起こった騒そう音おんによって。

　ただごとではなかった。建物が揺ゆれるほどの破は砕さい音おんである。石せき材ざいが軋きしみ、柱が砕くだけるほどの。爆ばく音おんや轟ごう音おんといったものとは違ちがう。なにかを押おしつぶすような、文字通りの破砕音だった。音は、すぐ近くから響いている。

　続けて吐はきかけていた罵ば声せいを吞のみ込んで──サリオンは、ぞっとしながらその音の発はつ生せい源げんを悟さとっていた。いや、誰にでも分かっただろう。牢ろうの中からだった。

　慌てて、駆かけ出す。鍵は既すでに開いている。重い扉をなんとか開ける頃にはもう音は鳴りやんでいたが、そのことがなおさら不安をかき立てた。中を見やると。

　内部はひどい有あり様さまだった。壁が一枚、剝はがれている。半地下にあるこの牢の、唯ゆい一いつの明かり取りの窓がある面を、根こそぎ引き裂さいた様子だった。無む論ろん、壁を砕くだいたとて、その窓を広げたとて、天井近くにあるその出口から出られるわけでもないが──

　床には剝がされた壁がねじれて積み重なっていた。身軽な子供なら、天井近くの出口まで登っていける程てい度どに。

　なんにしろ、牢の中にフリウの姿すがたはなかった。

「よお」

　と。牢の中をふらふらと飛んでいた人精霊が──今まさに、その大穴から外に出ようとしている人精霊が、こちらを振り向いて、気楽に言ってくる。

「目もつ下か、話わ題だい沸ふつ騰とう中ちゆうの小娘だが……なんか逃げ出す気になったみたいだぞ」

　そして、あっけに取られる人間たちを後しり目めに、そのまま外へ出ていった。







　第二章　クライベイビー

　　　　　（そこがはじまり）







　真実などというものは足あし下もとにあったに違ちがいなく、噓うそもまたそこにあったに違いなく。だから歩くことに意い味みがなかったとしても──夜の街はどこまでも人が逃にげるようにできている。

　走っているつもりでも身体からだはついてこなかったが、どこかに風は感じていた。風ふう景けいが後方へと通り過ぎ、それまでいた場所を背中の向こうへと葬ほうむり去さっていく。逃とう亡ぼうとは、それを始めたならばもう立ち止まることはできない。本ほん能のうの告つげるまま、彼女は腕うでを身体に巻まき付けて歩き続けていた。

「思うに──」

　頭の後ろから聞こえてくる声は、幻げん聴ちようではなかった。くるくると、なんのためにか分からないが旋せん回かいを繰くり返す人じん精せい霊れいが気楽に言ってくる。

「人生を意味のあるものにしようなんて連中は、身体についた蚤のみを飼かい慣ならして芸をさせようと言っているのとおんなじことだ。つまりはまあ、なにかを買いかぶってるってことだぁな」

　動どう悸きの理由も分からずに、ただ脈みやく拍はくと呼こ吸きゆうだけは速くなっていく。視し界かいは歪ゆがみ、鼻び孔こうの奥おくにある正体不明のわだかまりを吐はき出すこともできないまま、彼女は先を急ごうと、ひたすらに前方へともがき歩いていた。

「どってことのないものを、後ご生しよう大事にしていくしか、幸福になる方法なんざありゃしないってわけだ。いいじゃねえか。皮を剝はげばずるべたの脂し肪ぼうと血と腸ちようの詰つまったナマモノの分ぶん際ざいで、夏に備そなえてダイエットするのさ。そいつを馬ば鹿かにする資し格かくが誰だれにある？」

　そもそも、どうしてこんなことになったのか。

　そのことも分からない。自分は、あの村からは一歩も出られないはずではなかったのか？　目が覚さめれば相あい変かわらず、父の建てた掘ほっ建たて小ご屋やにいるのが正しい。今の自分はどこにいる？

　夜の街。その空を見上げる。建物の屋根が連つらなる隙すき間まに星。視し線せんを下ろせば、人の列。それほど多くもないが、道を行く通行人たちがいる。知っているようでもある、まったく知らない光こう景けい。

「んで、なんの話だったっけか？　そうそうつまりだな小こ娘むすめ。人生に目的なぞ必要ないが、しかし一いつ貫かん性せいはあるべきだ。牢ろう屋やから脱だつ獄ごくしたのなら、もう使われていない地下通路だか、逃とう走そう用の気き球きゆうだか、そういったものがあって然しかるべき──あ、小娘、なんでいきなり速度が上がる？」

　さらに肺はいをいじめるように駆かけ出すと、あるはずのない、わけの分からない風景はまたもや後ろに消えた。また視し界かいに現れるのが、村ではない夜の街──同じくあり得えない景け色しきだったとしても。




　腫はれ上がったほおがひどく重く、顔面の血けつ管かんがちぎれたのではないかと思えるほど激はげしく脈みやく打うっている。その小こ刻きざみな打だ撃げきに苛さいなまれながら、サリオンは椅い子すの上で、動けない身体をなんとか動かそうともがいた。椅子の背に、両腕をくくりつけている手て錠じようが虚むなしく音を立てる。もう八年も勤つとめた、慣なれた警けい衛えい兵へい詰つめ所しよの拘こう置ち室しつ。部へ屋やの真ん中に置かれた椅子に固定され、彼は唇くちびるを嚙かみしめて視し線せんだけを左右に這はわせた。ふたりの同どう僚りようが、床にあぐらをかいて雑ざつ談だんしている。

「お前たち、ちゃんと見み張はってろよ」

　息を吐く。サリオンはゆっくりと、言こと葉ばを吐き出した。

「……見つかったら、どんな罰ばつを受けるか分からないぞ。隊たい長ちようは、ひどく虫の居い所どころが悪いだろうからな」
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「…………」

　ふたりとも、すぐには答えてこなかった。

　被ひ疑ぎ者しやと無む用ような会話をすることは禁きんじられている──が、その決まりのせいではあるまい。躊ちゆう躇ちよしながら、それでもなにか言うべきか迷っている同僚たちに、サリオンは苦く笑しようした。

（はっきり態たい度どを決めたらいいじゃないか……？　手錠までかけて拘こう束そくして、ぼくを気き遣づかってるふりなんてする必要はない）

　声には出さなかったが、伝わらなかったことはないだろうと彼には思えた──同僚たちも、同じことを思い浮かべたに違いないのだから。

　なんにしろ、そのひとりが言ってきたのは、ごく短い当たり前の一言だった。

「お前の立場ほどには悪くならないさ」

「……だろうね」

　うめく。と、もうひとりが、さらに一歩踏ふみ込んでこようとした。声には、心配する気け配はいが感じられないでもない。

「どうしてこんな馬ば鹿かげたことをしたんだ、サリオン」

　ぐるりと前に回って、かがみ込んでくる。こちらの顔をのぞきながら、彼は続けた。

「……大量殺さつ戮りくの犯はん人にんになった子供に同情したからといって、それを逃にがそうなんて、正しよう気きの沙さ汰たじゃない」

「しかも実際、あの娘、牢から逃げ出しちまった」

　相あい棒ぼうの調子に合わせて、もうひとりも不安げに声を震ふるわせる。

「あれは、お前の責せき任にんだとは言えないが……犯人を逃がした責任をなすりつけるために、あの隊たい長ちよう、全部お前の仕し業わざだってことにしかねないぞ」

「今なら、まだ間に合うかもしれない」

　こちらがなにを言う隙すきもなく──

　目の前に差し出されたのは、鍵かぎだった。手錠の鍵。

　その小さな金きん属ぞく片へんを、よりはっきりとこちらに見えるよう近づけて、同僚は……いや、つい先刻まで同僚だった男は、あとを続けた。

「お前があの娘を捕とらえるんだ。それしかないだろう。あの娘も、お前には少し気を許すかもしれないし──」

「そう言えと、隊長に含ふくまれたのか？」

　サリオンは押おし殺ころした声で、それだけ聞き返した。目の前をちらついていた鍵が、手品のように──同僚の手の中に消える。

「わざわざ自分から孤こ立りつするようなことはするなよ、サリオン」

　彼は、ため息をついたようだった。踏み込んできた分を退ひいて、声も多少冷ひややかになっている。

「俺おれたちだって、仲間を拘こう束そくするようなことはしたくない……お前は、将しよう来らいを棒ぼうに振ふろうとしているんだぞ？」

「未み来らいを失うしなうよりはマシだ」

　サリオンは即そく答とうした。同僚の顔が、怪け訝げんそうに歪ゆがむのを見返しながら──

「ぐるぐると……同じ場所を回るよりは……なんだっていい」

「サリオン」

「回りたい奴やつは回っていればいい。ぼくは、もう、同じことは……嫌いやだ」

「サリオン──」

「聞いてくれ」

　サリオンは、顔を上げた。鍵を手にしたまま、同僚が顔を近づけてくる。

　その瞬しゆん間かんを待っていた。身体を椅子に固定されたまま、できる限かぎり足を跳はね上げる。うまく足首が相手の首に絡からんでくれるかどうかは、半分以上、賭かけだった。ブーツのつま先が警衛兵のえりに引っかかった幸運に感謝して、しゃにむに力を入れ、なんとか引き寄よせる。

　もがきながらサリオンは、同僚の首を両足で挟はさみ込んだ。声をあげて暴あばれる相手を足だけで押さえつけ、頸けい動どう脈みやくを締しめ上げるために股またに渾こん身しんの力を込める。警衛兵の悲ひ鳴めいが──うめき声に変わる頃ころ、もうひとりの同僚が驚きよう愕がくの声をあげた。

「サリオン、お前いい加か減げんに──」

　それ以降は叫さけばずに、警けい棒ぼうを抜ぬいて打ちかかってくる。それを、真正面に見つめながら──

　サリオンは首を縮ちぢめ、歯を食いしばった。避さけようがない。食くらうしかない。

　警棒の一いち撃げきは、椅子ごと彼を床に転てん倒とうさせた。警棒で打たれ、そして床に落下する二度の衝しよう撃げきの中で、サリオンが意い識しきしたのはとにかく、同僚の首を絞しめている足を外してはならないということだけだった。失しつ敗ぱいは言いい訳わけにならない。なにもできないことを言い訳にはできない。

　……フリウ・ハリスコーを助けたいのならば。

　倒たおれた彼をさらに打ち据すえる警棒には、それほどの力は入っていなかった。躊躇ためらいがあるのと、倒れた分、低い位置にいる自分を打ちにくくなっているせいだろう。意識を失わないために頭をかばおうと、うつ伏ぶせになりながら、サリオンはきつく目を閉とじた。声は出さない。が、意識の中に叫びが響ひびく。

（ぼくはどうしようもない……つまらない男だよ、フリウ・ハリスコー）

　気道を絞められ、空気を求めてあえぐ警衛兵の爪つめが、彼の身体のあちこちをかきむしるのを感じていた。服の上からでは人間の──特に男の爪などさほど通りはしないが。その懸けん命めいさが、肌はだを粟あわ立だたせる。

（それでも……理由は分からない。君に関かかわってしまったんだ）

　肩を、背中を打つ警棒の打だ突とつも、気がつけばそれほど感じなくなっていた。気を失いかけているのかもしれない。夢む中ちゆうになりすぎたのかもしれない。サリオンは笑えみを浮かべた。意識の闇やみにあふれ出す言こと葉ばが多すぎて、身体の外部にある苦痛などなにも感じない。

（でも君だって特別な子供なんかじゃない。ただの……ただの泣く子供だ。ぼくと同じ。ただ泣くだけの……）

　泣くしかない。

　償つぐなうことのできないものを背せ負おってしまった。あとはなにもできない。泣くしかない。泣いて死ぬか、あるいは──

　泣きながら、生きていくことしか。

　サリオンは目を開けた。

　足の間にいる同僚は、もう動かず、ぐったりと手足を伸のばしている。口から大量のよだれを垂たらして、完全に意い識しきを失っていた。サリオンはゆっくりとした動どう作さで、失しつ神しんした男の身体を解かい放ほうすると、床から……椅子から立ち上がった。

「お、お前……」

　もうこちらに打ちかかることも忘れた警衛兵が、顔面を蒼そう白はくにして、後ずさりする。警棒で、こちらを指さし示しめしながら、

「て、手錠……が、どうして外れてるんだよ？」

「…………？」

　自分でも分からないことを問われて、サリオンは右手をあげた。手錠は確かに外れていた。ずたずたに裂さけた手首から流れる血が、関節が外れて奇き妙みような方向に曲がっている親指を伝って、空間に赤い糸を垂たらしている。

「うわあああっ！」

　なにかに恐きよう怖ふを感じたのだろう──

　同僚が、警棒を構かまえて突とつ進しんしてくる。サリオンは半歩外に踏み出して避よけながら、飛び込んでくる同僚の腕うでに左腕を絡からめた。そのまま、関節を取って敵の身体を床に叩たたきつける。

　警衛兵として、ごく普通に訓くん練れん内容に入っている取とり押おさえ術じゆつに過すぎないが、訓練以外でそれを使ったのはほとんど初めてだった。

（どうしようもなく泣きながら生きて……そして……たまに……）

　身体からだの下に押さえつけた同どう僚りようがあげる悲ひ鳴めいを、ぼんやりと聞きながら、サリオンは少女に呼びかけていた。

（たまに、泣くことを忘れるんだ、フリウ・ハリスコー……）

「ぼくは君に……会いに行くよ、これから。だから──」

　サリオンは独ひとりごちると、折れた腕を抱かかえショックで痙けい攣れんしている同僚から、扉とびらを開ける鍵と警けい棒ぼうを取り上げて──そして、ようやく復ふつ活かつしてきた身体の痛いたみに顔をしかめた。




「思うにだな」

　人じん精せい霊れいは、まったく理り解かいできないというように眉み間けんにしわを寄よせ、

「お前さん、なにがしたいんだ？」

「なにって……」

　本当に、どうしたいのだろう。

　自じ問もんして、フリウは頭を抱えた。もう立ち上がることもできないほど疲つかれ果はて、路ろ地じの陰かげにうずくまって。なにができるというのか。とりあえずは──

　彼女は顔を上げた。あたりを見回す。

（どのくらい歩いてきたのかしら……）

　それすら、ろくに見当がついていなかった。ふと気がつけば、ごみに埋うもれた細い裏うら道みちの中に倒たおれ込こんでいた。眠っていたのだろう──起き上がろうとしても身体が自由にならず、中身のないゴミ箱に取りすがって、なんとかその場に座すわる姿し勢せいになった。息はしている。頭の中にはなにも浮かばない。どこも痛まず、思い出そうとすれば、幼おさない頃ころに覚えた歌を思い出すこともできる。

　ごく、平へい静せいだった。

　瞬まばたきをする。フリウは眼がん帯たいに覆おおわれた左眼に指先で触ふれると、右眼だけで人精霊を見上げた。青い虫のような──と言えばスィリーは怒いかり狂くるうだろうが──人ひと影かげは、何事にも束そく縛ばくされることなく、虚こ空くうに浮いている。

　それは腕うで組ぐみし、しかめっ面つらで、説せつ教きようのポーズを作っていた。よほどの子供、それこそ幼児にでも言って聞かせるようにゆっくりと、言ってくる。

「牢ろうに入れられた。で脱だつ獄ごくした。これはまぁ、納なつ得とくできるが──」

「できるんだ」

「だって当然のことだろう」

「そう……かなぁ」

「自分でしておいて疑ぎ問もんを持つな。なんで俺おれがお前のしたことを正当化してやらにゃならんのだ」

「正しいこと……なんてしてないよ、あたし」

　フリウはうめいて、両腕を股またの間に挟はさみ込み、背中を丸めてうつむいた。散らばっているのは空からの容よう器きや瓶びんばかりで、都つ合ごうの良い答えをもたらしてくれそうなものも見あたらない。ごみは道中に広がっていたが、もとは一角のごみ捨て場に集めてあったらしい。それが回収されず、あふれて、いつの間にかこうなったのだろう──こうなってもまだ、捨てにくる者がいるのだろうか？　どうでもいい疑問ではあったが、フリウには気になって仕し方かたなかった。一目見て、ここにはもう捨てられないと気づくことはなかったのだろうか……気づいていてなお、あふれたごみの上にごみを重ねるというのなら、それは。

　それは。

　続く言葉を思いつかずに、彼女はかぶりを振った。

（スィリーなら、なにかうまいことを言うのかもね）

　首を傾かしげて左右のバランスを崩くずし、ゆったりと時計回りに回転を始めている人精霊を見やって、苦く笑しようする。人精霊はうまく言うだろう。そしてすべてを無意味なものにするだろう。彼の言うことはすべて無意味。言こと葉ばにされた瞬間に、なにもかも無む価か値ちになる。

「あたし……」

　なにを言うつもりもなかったが──ため息は自然と言葉になった。彼女は気にせずに、あとを続けた。どうせ言葉は無価値なものでしかない。

「やっぱり、もどったほうがいいのかな。あの牢ろう屋やにもどってさ。それで」

「うむ。道どう徳とく的てきだな」

「もどったら……あたし、どうなるんだろ」

「そりゃ、牢獄だから死し刑けいだろう。経けい済ざい的てきだからな」

「そうなんだ。でも、それでも、そのほうがいいの……かな」

「知らん。しかし手て間まは省はぶける」

「…………」

　なにも答えようがないが。胸の中に疑問だけは浮かんでくる。

「死ぬなんてことさえ、手間を省くって程てい度どの意い味みしかないのならさ……あたし、どうしたらいいのか分からないよ」

「うん？」

「あたしのしたことっていうのはさ。あんなに……たくさん……村の……」

　嘔おう吐と感かんに声が詰まるが、吐き気そのものにも、ここ数日ですっかり慣なれていた。喉のどの奥おくがなま暖あたたかい空気で押おし広げられるそのままに、続ける。

「たくさんの人を、死なせちゃったんだよ、あたしのせいで」

「そだな」

　あっさりと、人精霊。

　あまりに素そっ気けない声に、さすがに吐き気も消えさる──頭に血が上るに任まかせて、フリウは声を荒あららげた。

「なに、それ」

「どれ？」

　きょとんとしているスィリーに向かって立ち上がろうとするが、衰すい弱じやくと疲ひ労ろうとでどうしようもない。その場に座ったまま、フリウは視し線せんだけ人精霊に突つき刺さした。

「なんでそんな気楽なのよ。人が、こんな、どうしようもなくて──」

「そうは言っても、今さら誰が生き返るってもんでもなし、仕し方かたないだろうと思うが」

「だからって！」

　とうとう叫さけびだしてから、その先が再び、ため息に紛まぎれて消える。

「そうだね……あんたなんかに怒おこったって意い味みないし……人に怒れるような立場でもないよね」

　どうにもならないことだ。

　まさしく、どうしようもないことだった。改あらためて自じ覚かくして、嘔吐感を通り越こした絶ぜつ望ぼうが目の前をくまなく塗ぬりつぶしていく。それは我われ知らず顔面を覆おおっていた自分の手のひらに過すぎなかったが、それをどかすことはできそうになかった。

（どうしよう……）

　考えれば考えるほど、それは底のない淵ふちなのだと思い知らされる。

（あの時、何人死んじゃったんだろう……人数なんて関係ないのかもしれないけど。ひとりが許してくれないのなら、千人に恨うらまれたって同じだよね。きっとあたし、どうしようもなく間ま違ちがったことをしたんだ。でもあの時は、どうしたらいいのか分からなかった）

　殺されたところで償つぐなえない。誰だれがどんな裁さばきを下したところで、もう許されることはないのだろう。

　しかも、それすらを拒こばんで逃げ出してしまった。

「……なんで逃げたんだろ」

　ふと、言葉が漏もれる。フリウは繰り返すように、独りごちた。

「怖こわかったわけじゃ、ないよ。というより、なにがなんだか分からなかった。でもなんで逃げたんだろう。じっとしてれば良かったのに。そうすれば……そうだね、手間が省けたんだろうにね」

「まあ、誰も彼もが賢かしこく振ふる舞まえるというわけでもねっからな」

　余計なスィリーの一言は聞き流して──ついでに、耳に入ろうとしていた物音まで聞き流そうとしていたことに気づき、我われに返る。

　痛いたいほどに背せ筋すじが引きつるのを感じた。振り向く。ごみの路ろ地じの行き先は、行き止まりだと思っていたのだが、そうではなかったらしい。積み上げられたごみ山の上から、こちらを見下ろす人ひと影かげがあった。

　すぐに分かる。警けい衛えい兵へいの制せい服ふくだった。手には警棒を構かまえている。無む表ひよう情じように、目にも口にも、なにも表さず、そこにいた。月光が後ろから拒きよ絶ぜつした平面を形作っている。人ではなく、ただの壁かべのように。

　それがなにを意味する表情なのか、とっさにフリウは判はん断だんしかねた。ただ反はん射しや的てきに、身体からだは立ち上がろうとしていた。足が地面を突き放そうとしていた。

　本能が、逃げだそうとしている。

（なんで逃げるの……？）

　分からないまま、彼女は立ち上がっていた。それは抗あらがいようのない衝しよう動どうだった。疲つかれ切って動けないはずの身体を跳はねさせるほどの──

　警衛兵が口にくわえているなにかを吹ふいた。甲かん高だかい音が夜の道に響ひびき渡わたり、空気も静せい謐ひつであった路ろ地じ裏うらに、俄にわかに人の気け配はいが増える。駆け込もうとしていた路地の出口から、そして呼よび子こを鳴らした警衛兵の背はい後ごから、次々と似たような格好の男たちが姿すがたを見せた。全員で何人いるのかは、正直分からなかった。だが、数人という程てい度どではない。まだほかに隠れている者もいそうな気配ではあった。

　あっという間に逃げ場を失うしない、フリウは身体に腕を巻き付けて左右を見回した。前後に上下を加えても同じことだったろうが。完全に取り囲まれている。

「あー……」

　つぶやいたのは、スィリーだった。

「つまり俺が言いたいのはだ、小こ娘むすめ。脱獄するからには捕つかまらんほうがいいぞ、ってぇことで……あまりに当たり前すぎて小娘が忘れてるのではないかと思えたんでな。まあいいか。忘れてくれ」

「……うん」

　警衛兵たちは、なにやら隊たい形けいのようなものを組んで、その中のひとり──太った中年の男が、物もの々ものしく咳せき払ばらいしてから声をあげてくる。その男が最年長というわけではなかったが、最も偉えらぶっているのは疑うたがいなかった。

「無む駄だな抵てい抗こうはやめるんだ、フリウ・ハリスコー」

「いやなんの抵抗もしてねっけど」

　うめいたのは人精霊だったが、男はこちらに対して続ける。

「つまらん抗こう弁べんも聞きたくはないものだ。それは君の立場を悪くするだけで、なんの得もないと言わせてもらう」

「あたしは──」

「動くな！」

　男の声は、唐とう突とつに怒ど声せいに切り替かわった。

「妙みような動きを見せれば、重大な公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいとして、緊きん急きゆう的てきな措そ置ちを取る。君にかけられた罪ざい状じようは、それほど重いものだ。その自覚がないわけではなかろうね？」

「…………」

　出かけた息も押し込めて、フリウはそのまま立ち尽くした。整列した警けい官かんたちの手にある警棒が目につく。

「君のこの一週間の態たい度どは、従じゆう順じゆんに反省し、好ましいものだったと報ほう告こくを受けている……非常に残念だ。君は自みずから、自分の罪を上うわ塗ぬりしてしまった。非常に残念だ」

　彼は繰くり返した。
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「君はわたしが知る限かぎり、最も凶きよう悪あくな犯はん罪ざいを犯おかした人間だ。なんの罪もない村人を理り不ふ尽じんに虐ぎやく殺さつし、村を破は壊かいし、そしてなにより……黒こく衣いを殺さつ害がいした」

「…………」

　息を吸すうだけ。気が遠くなるような、しかし短い時間を、フリウは肺に送り込んだ空気の量で計はかっていた。精せい一いつ杯ぱいふくらんだ肺は、肋ろつ骨こつの中で静かに破は裂れつしようとしている。内ない臓ぞうが破れるより先に、彼女は息を吐き出した。それは沈ちん黙もくの時間だった。

　すぐに、男があとを続ける。

「君が救すくわれる方法はただひとつ。裁きを受けることだ──」

「処しよ刑けいなんてものは、ただの処刑だ。救われる方法なんかなにもありはしないよ、フリウ」

　と。

　それを発したのは、警衛兵のひとりだった。ざわ、と怪け訝げんそうに、警衛兵たちが互たがいの顔を見回す。

　その中で、身じろぎひとつせず、誰とも顔を見合わせなかった者がいる。自然と、その警衛兵だけが群むれの中から孤こ立りつした。

　彼は──

「どうやってここに──」

　うめき声をあげる男を無む視しして。

　現れたのは、サリオンだった。

　特になにをするわけでもない。人ひと垣がきの向こうから、そのまま間を通り抜ぬけようとする。すれ違ちがう瞬しゆん間かんに、彼がうめくように発した声は、それまで得とく意いげに話していた男の顔色を変えさせた。

「詰つめ所しよに見み張はりが三人以上残っていたら、逃げられなかったでしょうね。でも、お笑いだ……そんな女の子ひとりを、辺へん境きよう警けい衛えい兵へいが総そう出でで追い立てて。そんなに怖かったんですか」

　男が、すぐさま言い返す。

「彼女は異い常じような能のう力りよくで大量虐殺を行った凶暴犯だ。総そう員いん出動は妥だ当とうだろう。やはり君は、冷れい静せいな判はん断だん力りよくを失っているようだな」

　サリオンはただ、鼻の角度を変えただけだった。そう見えた。どうやら、鼻で笑ったらしい。かすれた声こわ音ねで、つぶやくのが聞こえてくる。

「ぼくはとても……クリアーですよ、隊長。とても、ね」

　彼はその男、隊長を押しのけるように前に出ると、そのまま、こちらに近づいてきた。周まわりの警衛兵たちは一歩も動けず、ことの成り行きを注ちゆう視ししている。サリオンはやがて、こちらのほんの数歩手前で立ち止まって、眉まゆを下ろした。

　なにか考え込むように一度、上下の唇くちびるをこすりあわせてから、言ってくる。

「ぼくは君を死なせることなんてできない。君が死を選ぶのなら、それを見過ごすこともできない」

「そんな！……なんで──」

（なんで、あんたなんかが）

　無む関かん係けいの警衛兵などが、そんなことを言うのか。

　そこまで叫ぶよりも早く、彼はあとを続けてきた。

「聞かせたいことがある。いいかい、フリウ。なにを思ったっていいけど、この場では反はん論ろんは要いらない。ただ聞いて欲ほしい」

　前に聞いた彼の声と変わらない、どこか弱々しいが──だが決定的に違う、断だん固ことした口く調ちようで、

「フリウ。君の両親を死なせたのは、このぼくだ」

（え……？）

　彼の言い出したことは、どう考えたところで、突とつ拍ぴよう子しもないものだった。意い味みを捉とらえそこねて、めまいを覚える。

　その揺ゆれる意い識しきの中で、彼の声は続く。

「八年前、君が精霊を暴ぼう走そうさせた時……立ち会っていた警衛兵のひとりがぼくだ。覚えてはいないかもしれないけれど。あの事じ故こが起きて、暴れる破は壊かい精霊を消すためには、君を殺ころすしかないと、ぼくは判はん断だんした」

　八年前の記き憶おく。そんなものは、曖あい昧まいな印いん象しようでしかない。あの凄せい惨さんな結果を把は握あくして覚えておくには、自分は幼おさなすぎたのだろう。後になり、義父の話や、そして村人たちの遠とお巻まきな視し線せんから、それを推すい測そくするしかなかった。

「君の両親が、それに反対した。でも破壊精霊は村を蹂じゆう躪りんして、もう手がつけられない状じよう態たいだった。いったんは災さい害がい源げん──君だ──から離はなれるために村はずれまで逃にげたものの、急いでなんとかしなければならないと思った……ハリスコー夫ふ妻さいと押おし問もん答どうになって、ぼくは彼らに言ったんだ。周りを見ろ、何人も死んでる、これをこのまま放ほう置ちして、あなたたちは責せき任にんが取れるのか。ってね」

　サリオンはそう言うと、ひどく皮ひ肉にくに笑ってみせた。目だけが笑わない、笑えない苦く笑しよう。それは泣き顔にも似ている。

　考えてみればそれは、あの日、サリオンと出会った──いや再会したということになるのか？──時に見た表ひよう情じようと同じだった。彼はずっとその表情を見せていた……

　今もまた、そのまま続ける。

「卑ひ怯きようなことを言ったものだと思うよ。彼らは承しよう諾だくした。ぼくは彼らを押しのけて、君のところに行った。君の頭ず蓋がいを警棒で一いち撃げきするためにね。でも、結けつ局きよく狙ねらいが外れて、君は死ななかった。気き絶ぜつしたんだ。それで、精霊は消えた」

　彼から目をそらして、フリウは空を見上げた。こんな時に、話題を壊こわしてくれそうな人精霊の姿すがたがどうしてか見あたらない。どこかに逃げたのか。もともと、あの人精霊は自分には無関係な傍ぼう観かん者しやに過すぎないのだから、いつどこで消えたとしても不ふ思し議ぎはないが。

　視線をもどすと、サリオンはそこにいた。話は変わらず、続いている。

「不ふ謹きん慎しんかもしれないけれど、うまくいったと思ったよ。君を殺さずに済すんだ。そしてハリスコー夫妻のもとにもどったら、彼らはいなくなっていた。崖がけから身を投げてたんだ」

　彼はもう笑っていなかった。笑えみでもない、怒いかりでもない、悲しみでもない、無表情でもない、すがるでもない、押しつけるでもない──

「どう言ったらいいんだろうね。ぼくは誰も殺さなかった。それは事実だ。でも、どう言ったらいいんだろうね……」

　──すべてを失うしなった顔だった──

「その場に立ち会った警けい衛えい兵へいで、生き残ったのはぼくだけだった。ぼくは、それらしく報ほう告こく書しよを作ったよ。そして、八年が経たった。あの日のことを何度も何度も悪あく夢むに見ながら、八年間が」

　──が、なぜそれを失ったのか、悟さとっている顔でもあった。それはどこに表れていたのか、眼めか、声か、仕し草ぐさか、フリウには分からなかったが。

　あるいは確かく証しようは、彼自身ではなく、その背はい後ごにいる警衛兵たちにあったのかもしれない。サリオンはもう、そちらを見もしない。

「フリウ……また、大おお勢ぜいの犠ぎ牲せい者しやが出た。それは君の力がもたらしたことだ。この事実は変えられない。でも、君だけでやったわけじゃない。ぼくだって、一いつ端たんを担かついでいたには違ちがいないんだ。ぼくらは結局、同じ立場にいるんだよ。君と同じだ。ぼくももう、ここにはいられない」

　そうつぶやいて、彼は、左右を視線で示しめした。彼が指さしたのは、周囲を取り囲かこんでいる警衛兵たちだろう──彼のいる場所、彼のいた場所。彼はそこから現れて、今はそこにいない。

　さらに近づこうとしてくるサリオンは、彼を見つめる奇き異いの眼まな差ざし、仲間だった者たちの視線など存そん在ざいもしていないかのように、ただこちらだけを見つめていた。彼が手を差さし出してきている。なにがあったのかは知らないが、傷きずだらけの右手を。ずたずたに裂さかれて、肉がえぐれ、血の固まったその指先は震ふるえていた。

　顔を見る。なにを見たところで、心の内など分からない。分かるはずがない。彼の意い図となど分からない。彼を信しん頼らいできる材料などなにひとつない。確かなものなどなにもない。

　彼の顔を見る。

（あるはずが……ないじゃんか）

　たとえ八年間かけて築きずき上げたものであっても、たった数時間で崩くずれ去さる。それを見たばかりではないか？　それを──

「それを……そんな、これだけのことで作れっていうの？　そんな、話だけでさ」

　自分のつぶやきは、誰にも理り解かいできたはずはない。

　少なくともフリウは、そう思いながら声をあげた。

「そんなの無む理りだよ……あんたは父さんじゃないもの。ここはあたしの村じゃないもの」

「そうだ。君はこれから、君の知らない場所に行くんだ」

　サリオンの表情は変わらなかった。じっと、こちらを見み据すえたまま、そして傷だらけの手を差し出したまま、

「ぼくがいっしょに行く。なにが見つかるのかは分からないけど。でも……行く。ぼくらは多分、ふたりでひとつの輪わの上にいるんだろう。そんな気がする」

　指の先は、やはり震えている。

　彼が怯おびえているのかと、そう思ったのは数秒のことだった。そうでないことは、すぐに分かった。

　触ふれられることを待っているから、震えているのだ。

　そんなことには根こん拠きよがない。理り性せいが拒こばんでくるのを感じる。が、それを読みとったようにサリオンはすぐにあとを続けてきた。

「ぼくだって、なにを信じていいのかなんて分からない。君を信じていいのかどうかも分からない。でもねフリウ、信じるに値あたいしないことを信じる、それだけが本当の意い味みで、信じるっていうことなんだとぼくは思う」

「待て──」

　と。

　それまで、呆あつ気けにとられて声も出せずにいた例の男──どうやら隊たい長ちようらしい──が、隙すきを見つけて前に出てきた。なにかに取り残されまいとしてか、どこか必ひつ死しの口く調ちようで、言ってくる。

「行くだと？──サリオン、黙だまれ。どこに行けるというのだ？　いいか、お前たちがともにいたいというのならいいだろう。ただし、牢ろうの中でだ」

「貴き様さまが黙れ」

　振ふり返ることもなく、視し線せんすらそらさずに、サリオンが告つげる。

「フリウを恐おそれている限かぎり、お前らにはなにもさせない。消えろ」

「サリオン、お前は──」

　言いい争あらそいを聞きながら、フリウは頭の後ろに手をやった。そこには眼がん帯たいの結むすび目めがある。

　手間を省くならば……なにもかもやめてしまったほうがいい。

　だが。

「退さがって！」

　フリウは叫さけぶと、手早く眼帯を外した。あらわになった水すい晶しよう眼がんを見て、警衛兵の何人かが小さな悲鳴をあげ、後こう退たいするのが見える。身体からだのあちこちの傷がずしりと痛いたみを増すのを感じながら、フリウは左眼の瞳ひとみに、指先を突つきつけた。

　そして、続ける。

「水晶眼は不ふ滅めつなんだって。あたしが死んでも残る。ずっと。でも、だからって指で突いても無ぶ事じだってわけじゃない。この眼ね……壊こわすと、中にいる精せい霊れいが出てくるの」

　その言こと葉ばの意味を理解した者が、どれだけいたかは分からない。だが少なくとも気け圧おされて、あえてこちらの警けい告こくに挑ちよう戦せんしてこようとする警衛兵もいないようだった。サリオンはそれを分かっているというように、特にあたりに警けい戒かいもせず、こちらの後ろに回って、そっと肩かたに手をかけてくる。

　あえて突とつ撃げきの命令を出そうとしているように見えたのは、隊長だけだった。その隊長に向かって、顔を突き出す。実際に殴なぐられたように、男はわずかにのけぞった。釘くぎを刺さすつもりで、フリウはゆっくりと続けた。

「……封ふうじられていた精霊が、門を通らずに外へ出る時、ものすごいエネルギーを出すのは知ってる？　父さんが言ってた。あたしの目が潰つぶれたりしたら、大だい爆ばく発はつが起きて山が一個なくなっちゃうって。だから転ぶなって……たまに転んでたけどさ」

　もう誰も、動こうとしない。

「道を開けて」

　彼女が告げると、あっさりと人の群むれが割われた。夜の道が開かれ、警衛兵の壁かべの中から外へ、続く道ができる。

　こんなにも、あっさりと。

　サリオンの手で背中を押おされ、その道を通っていこうとする。と、目の前にまた唐とう突とつに、青い小さな人ひと影かげが現れた。

「よお」

　小さな手をあげて、人精霊が挨あい拶さつしてくる。

「……どこ行ってたの？」

　聞くと、スィリーはごく気楽に上を指さした。

「あー。なにやら間ま抜ぬけな役人どもが、上空を包ほう囲いすることを忘れてるようなんでそっちに退たい避ひしたんだが、それ以上に間抜けな小こ娘むすめがなぜかついてこんようなので、もどってきたところだが」

「あっそ」

「しかしもどってみると、役人どもはさらに上をいく間抜けだったようだぁな。なんでこいつら、堂々と逃にげる犯はん人にんを捕つかまえようともしねえんだ？　特とく赦しやか？　記念日か？　どいつの赤あかん坊ぼうが初めて『パパ』とかしゃべるようになったんだ？」

「…………」

　振り返る。

　警衛兵たちはずらりと並んで、こちらを見ている。たいした距きよ離りではない。全員が、こちらの視線を避さけて身体を斜ななめにしたり、下を向いたり、あるいは完全に背を向けたりしていのが分かるほどだった。

　彼らはこのまま家に帰るのだろう。なんとはなしに、フリウはそれを意い識しきした。彼らはこのまま帰る。そして、きわどかった今夜の捕とり物ものを思い出話にでもして、また明日から日常を過ごす。

　隊長だけが、凄すご味みを増した眼でこちらをにらみつけてきていた。だが、やはりその場から一歩も動いてはいない。その眼には怒いかりとともに、別のものが同どう居きよしているのが見て取れる。恐怖と、そしてもうじきそれから解かい放ほうされる安あん堵どと。

　もうじき──自分が去れば。

　刹せつ那な。

　フリウは念ねん糸しを解とき放はなった。拳こぶしを固める隊長の手首へと、思し念ねんの糸が絡からみつく。同時に奇き怪かいな向きへと曲がろうとするその腕を押さえて、彼の喉のどから悲ひ鳴めいがほとばしった。金かな切きり声ごえをあげて、そのまま地面に倒たおれる。

「フリウ！」

　サリオンが、慌あわてて叫んだ。抱きかかえるようにして、制せい止ししようとしてくる。

「やめるんだ、いきなりなにを」

「畜ちく生しよう！」

　フリウはサリオンの腕には逆さからわず、ただ念糸に力を入れた。

「なんで怖こわがるのさ──そんなことするわけがないんじゃんか──なんで怖がるのさ──！」

「フリウ！　そんなことをしてる場合じゃない、フリウ！」

　サリオンに引きずられながら、罵ののしり続ける──警衛兵たちの並ぶ路地から離れ、夜の闇やみに紛まぎれ、街の中へと逃げていく。やがて念糸も途と切ぎれ、隊長の苦く悶もんの叫びも遠く聞こえなくなってくる。が。

　警衛兵たちは最後まで呆ぼう然ぜんとこちらを見ながら、誰ひとりとして追いかけてこようとはしなかった。







　第三章　タイト・スクィーズ

　　　　　（旅の入り口）







「現実的なルートは、アスカラナンを目指すことだと思う……その国こつ境きようが一番近いからね」

　サリオンの言こと葉ばを聞きながら、フリウは目の前に広げられた地ち図ず帳ちようをじっと見下ろしていた──地図帳の上に置かれた彼の指先は、恐おそらく自分たちの現在位置を示しているのだろう。包ほう帯たいに覆おおわれた右手ではなく、左手の人差し指である。

　見たこともなかった自分のいる国の形を見て、フリウはなんとはなしに顔をしかめた。

　その警けい衛えい兵へいは……いや、彼はもう警衛兵の格好はしていなかったが、それでもまだ職しよく業ぎよう的てきな空気を捨て去ることができているわけではない。とまれ、サリオンはあとを続けた。

「国境越ごえは楽なことではないけれど、結けつ局きよくはそれしかないと思う。正せい規きの手続きなしに、隣りん国ごくに入るんだ」

　彼が声をひそめたのは、宿にいる、ほかの客を気にしてのことだろう。彼は律りち儀ぎに個室を二部へ屋やも取って、しかも彼がフリウの部屋に話しに来ることも、その逆も拒きよ絶ぜつした。恐ろしく生き真ま面じ目めなのか、ほかに理由があるのか知らないが、なんにしろ結局、そのせいで他人の耳を気にしながら、密みつ出しゆつ国こくの話をこんな食堂でしなければならない。

（……変な人だよね、考えてみたらさ）

　声に出さず、つぶやく。

（考えなくても、変な人だけど）

　あの夜、街を脱出する手て際ぎわは素す早ばやかった。警衛兵から逃のがれると、あらかじめ街の外に隠かくしてあったらしい金と荷に物もつだけを持ち、数日歩きづめに歩いて街を離はなれた。つまりは、彼はそれなりに脱出の準備をしていたということになる。彼についていくまま、この街かい道どうの宿にたどり着き、そして一夜明けてようやく彼が地図帳を見せてくれた。道中、彼がずっと眺ながめながらしかめ面つらで思案し、見せてくれといくら言っても応じてくれなかった地図帳である。

　そのサリオンの出した結けつ論ろんというのが──先ほどの言葉であるらしい。

　フリウは、小さく息をついた。

「あのさ」

「ん？」

　聞き返してくる彼に、聞く。

「アスカラナンて、なに？」

「知らないの？」

　彼は驚おどろいたようだった。よほど意い外がいなことだったのか、眉まゆが片方だけ不ふ均きん衡こうにつり上がる。少なくとも、普ふ通つうに驚いただけではこんな奇き妙みような顔は見せまい──フリウはそんなことを思いながら、彼の次の言葉を待った。

　サリオンは地図帳の別のページを広げると、かなり大おお雑ざつ把ぱに描えがかれたものであるらしい、海に囲まれた、鷲わしのような形をした島を示しめしてみせた。

「これが、大陸全図だよ。帝てい国こくは、ここからここまで──」

　と、その大陸とやらの下半分、かなりの面積を指でたどってから、その上にぽつんとへばりついた、小さな囲みのところで指先を止める。

「ここが、アスカラナン」

「随ずい分ぶん、小さいんだね」

「そうだね。でもこの小さな国家が、経けい済ざい力りよくで国外をも支配している」

　また、次々と指の位置を変えて、サリオンは続けた。

「ディモンコースト、氷海リトホーフル、アルハラの旅一族が巡めぐる土地、ほかにもいろいろ……全部を、商売上の契けい約やくでまとめてしまっているんだ。商人の連合でね。アスカラナンは、商人たちが支配しているんだよ。あとは寺じ院いんがね」

「寺院？」

「古い寺院だよ。アルハラの聖地ジルオージラを発はつ祥しようとする。何十年か前まで、大陸支配者の任にん命めい権けんすら持っていたんだ。寺院の長おさは神に祝しゆく福ふくされているとかで不ふ思し議ぎな力を持っていて……って別にそんなことはどうでもいいか。なんにしろ、帝国と対等の力を持っているのが、隣国アスカラナンってわけさ」

「ふうん」

　フリウはうめくと、彼の指先をどけて、その小さな国の囲み──とはいっても、それが実際にどれくらいの広さなのかよくは分からなかったが──をのぞき込んだ。確かに、アスカラナンと書いてある。

　そして、視し線せんをほんの少しずらすだけで、地図の別の場所に記しるされている、別の文字が瞳ひとみに映うつった。帝国の、東とう端たん。

　イシィカルリシア・ハイエンド。

　地図の上では、ただの丸い点でしかない帝てい都と。帝国の中ちゆう枢すうであり、帝国そのものでもある……名前しか知らないが。

　と、サリオンの声で、フリウは我われに返った。

「問題は、路ろ銀ぎんなんだ」

「え？」

　聞き返す。彼は重々しく吐と息いきすると、地図帳を閉とじて鞄かばんにしまい込んだ。

「途と中ちゆうで立ち寄った村で、服とか移い動どうに必要なものとかを買ったろう？　おかげですっからかんなんだ」

　当たり前のように、彼が言うが──

　フリウは、眼がん帯たいに覆われていない右眼を瞬しばたたいた。意い味みがよく分からなかった。

「な、ならなんで、わざわざ個室を二部屋も取ったのよ？」

「いくらなんでも、君ひとり大部屋に泊とまらせるわけにはいかないじゃないか」

　これもまた、サリオンは当たり前だとばかりに言ってきた。しばし考え込んで、もう一度聞き直す。

「……ふたりで部屋を取るっていうのは考えなかったの？　そのほうが安かったと思うけど」

「…………」

　彼の沈ちん黙もくは、感かん覚かく的てきには長引いた。それほどの時間ではなかったのだろうが。躊ちゆう躇ちよの印しるしだろう。ほおをかいて、わずかに視線をずらしながら言ってくる。

「こんなこと、話しにくいけど」

「う、うん」

「どう言ったらいいのかな。その、女の子のにおいがね、残ってる部屋で眠ねむろうとすると……」

　彼は言葉を探してさまよった後のちに、こちらを見やってあとを続けた。

「うなされるんだ。ひどく」

「へ？」

「自分が寝る部屋でなくても、部屋にしばらくふたりきりにされたりしたあとでもね。部屋にもどって眠る時に、なんだか……具ぐ合あいが悪くなる」

「なにそれ。病気？」

　そうとしか聞けずに、そうと聞く。フリウはまじまじと、彼の顔を見やった。冗じよう談だんを言っているようには見えない。困こん惑わくして顔を伏ふせ、聞き取りづらいうめき声を発してくる。

「うう……そうかもしれない」

「今までも、ずっとふたりだったじゃない」

「普ふ段だんはそれほどでもないんだけど、とにかく閉へい鎖さされたところにふたりきりにされたりするとね。悪くなるみたいなんだ」

　語る彼の顔色は悪く、ひらたく言えば、仮け病びようを使ってなにかを休もうとする子供にそっくりな様よう子すではあった。もっともサリオンの言っていることが、噓うそだと思えたわけでもなかったのだが。

　フリウはゆっくりと、聞いてみた。

「恋こい人びととか、いなかったの？」

「いたこともあるけど、長続きしなかった。当たり前だけどね」

　と肩かたを落として、ぐったりと言ってくるサリオンを見つめ、フリウはうめいた。胸中で、

（……やっぱり、変な人だ）

　断だん定ていする。

　彼は軽くかぶりを振ると、話題を変えたかったのか、やや焦あせったような口く調ちようで言こと葉ばを被かぶせてきた。

「とにかく、ぼくの考えとしてはだ。ここからちょっと離はなれたところなんだけど、ぼくの従妹いとこの嫁とつぎ先さきがあるんだ。大きな家でね。金を借りられると思う。北へ行くのなら通り道になるし……」

「…………」

　そのことに対して、フリウはなにかを言おうと口を開きかけた。自分でも、なにが言いたいのかは分からなかったが。結けつ局きよくそれは、分からないまま塞ふさがざるを得なかった。頭上から目の前に、音もなく現れた小さな人じん精せい霊れいの登場によって。

「謹きん聴ちよう」

　自分の身体からだよりも大きい、なにか真新しい紙切れを丸めて抱かかえながら、その人精霊は半はん眼がんで声をあげた。

「ふたりきりとかなんとか、ひたすら俺を人数に入れ忘わすれてるよーな不ふ届とどきな連中に、俺がわざわざ耳みみ寄よりな情じよう報ほうを持ってきて人生においてなにが大切なのか諭さとしてやろうと思っている」

「人生はどうでもいいから、耳寄りな情報って？」

　フリウが聞くと、スィリーはその紙をテーブルに落とした。

「若い連中はみんなそう言う。まあいいか。つまりだな。実に簡かん単たんなこった。短期で一発。ボロ儲もうけ」

　自然と広がったその紙の、一番大きく書かれた文字とまったく同じことを、人精霊は口にした。

「狩かりだ」




「でも、変な話じゃない？」

　その紙切れ──狩りの参さん加か者しやを募つのる広告──を広げて掲かかげながら、フリウは首を傾かしげた。宿を出て、その広告に記しるされている村に向かって数時間、歩き続けながら同じような話題を繰くり返している。

「硝しよう化かの森からこんなに離はなれたところで、野の良らの精霊が出るなんて」

　村に近づくにつれ、耕たがやされた茶色の土が増えてくる。季き節せつ外がいのため作物はないが、ひなびた蔦つたや雑ざつ草そうがまばらに生はえて、冷たい風に身を縮ちぢませていた。

　平地には馴な染じみがなく、フリウはその平へい坦たんな道を靴くつで踏ふみしめ、空間の広さに視し線せんの落ち着く先を失っていた。見回すだけで、単調な風景がいくらでも広がっている。空は遠く、むやみに薄うすい。

「でも、村は実際に被ひ害がいを受けているから、ハンターを募ぼ集しゆうしてるんだろう？」

　と、サリオン。包帯を巻いた右手を抱だくようにして、少し遅おくれてついてきている。

「む？　なにやら俺の功こう績せきにケチをつける小娘の存在が看かん過かされようとしていないか？」

　離れたところを飛んでいたスィリーが、音もなく近寄ってきて声をあげた。

「まあ良し。人生とはつまり、成功者への妬ねたみと失敗者への蔑さげすみに挟はさまれた凡ぼん人じんどもの葛かつ藤とうゲームだ」

　それは無む視しして、フリウは改めてその募集広告の文面を読み直した。小さく声に出して、

「……急きゆう募ぼ。村に危き害がいを及およぼす怪かい物ぶつを撃げき退たいした者に謝しや礼れいを用よう意い。狩りへの参さん加か者しやは下記の日時までに村まで来られたし」

「精霊だとは限らないよ。大きな獣けものとかかも」

　あまり気乗りしないのか、暗い声こわ音ねでサリオンが言ってくる。

　それは確かにあり得ることのように思えたため、フリウはうなずいた。が、

「どっちにしても、お金が入るのならいいじゃない」

「そうだけど。フリウ、君、本当に狩りなんてできるのか？」

「できるわよ。あたし、何年も狩りをしてたんだから……父さんとさ」

　どうしても声がかすれるのは、自分でも分かっていた。広告を折おり畳たたんで、ポケットにねじ込む。

「それに、ハンターは何人も集めるみたいだし。どうせこんなところに迷い出てくる精霊なんて、たいしたやつじゃないでしょ」

「ん？　今なにやら俺のことを不当に誹ひ謗ぼうしなかったか？」

　ふらふら近寄ってきてうめく人精霊を、やはり無視してフリウは続けた。

「ハンターが集まるとさ、結けつ構こう面おも白しろいんだよ。変な人ばっかりだから。セヘクの爺じいちゃんって知ってる？　有名なハンターだったらしいんだけど、あたしが物もの心ごころついた頃ころには、もう引退してたの。変な爺ちゃんでさ。奥おくさんが何人もいたんだって。この世に男と女は同じ数いるっていうけど、きっとサリオンの恋こい人びとになる分は、爺ちゃんとこにいっちゃったんだろね」

「年ねん齢れいが全然違ちがうじゃないか」

「……爺ちゃんの一番若い奥おくさん、サリオンより若いよ、きっと」

「げ」

　どうやらそれはかなりの衝しよう撃げきであったらしく、相当に本気と思おぼしいうめき声をあげてから、サリオンは言い直してきた。

「その爺さんは、今も元気なのかい？」

「ううん。死んじゃった」

「人生は、死ぬ前に、大切な儀ぎ式しきがある──」

　スィリーが物々しく腕うで組ぐみし、つぶやくのが聞こえてくる。

「葬そう式しきじゃないぞ。あきらめる、て儀式だ」

「爺ちゃんあきらめてなかったわよ。ひとりでも多く道連れにしてやるから斧おの買ってこいって騒さわいでたんだから。ベッドから起きられなかったから誰だれも相手にしてなかったけど、でも代かわりに棺かん桶おけに斧入れてあげたっけ」

「……なるほど、変人だ」

　妙みように納なつ得とくした様子で、サリオンがうめく。誰も手入れすることがないため、すっかり苔こけむした老人の墓のことを思い出しながら、フリウは嘆たん息そくした。

「絶対あれ、そのうち夜中に墓の下から斧持った爺さんが甦よみがえるんだって、すごく怖がったような記き憶おくがあるなぁ」

「分かるような気がするよ」

　苦く笑しよう混じりの、サリオンの声。

　と。

「愚ぐ者しやだけが、死し者しやの復ふつ活かつを恐れる」

「…………」

　意い識しきの隙すき間まにすっと差し込まれるように、耳に飛び込んできた人じん精せい霊れいの言こと葉ばに、フリウは呼こ吸きゆうを止めた。

　一いつ瞬しゆんだけ、足を止める。またすぐに歩き出したが。下りる場所を見み失うしなってわずかにさまよった自分のつま先を見下ろして、彼女は独ひとりごちだ。

「そうだね。死んだ人が生き返るわけがないもんね」

「とにかく」

　苦しげに、サリオンがつぶやくのも聞こえてくる。

「……その村にまだ手て配はい書しよが回ってきていないことを祈いのるよ」

　以後は、誰もなにも言わず──人精霊は別として──、その日の陽ひが落ちる頃、その村は見えてきた。




　村は静かで、なにか問題を抱かかえているようには見えなかった。まばらな民みん家か、納な屋やに厩うまや。すべて造つくりもしっかりしており、少なくとも生活に困っている気け配はいはない。暮くれかかった夕陽に溶とけ込こむように、その光と、光によって作られた影とはそれほどの差を持ってはいなかった。

　なんにしろ──

　その外れにぽつんと立ちつくして、フリウはつぶやいた。広告を手に、

「どこに行けばいいんだろ。やっぱり、村長とか、そういう人のところかな」

「その広告の主は？」

　聞いてくるサリオンに、フリウは既すでに何度も目を通した文書を、丁てい寧ねいに読み返した。

「……書いてないみたい」

「ずさんだなぁ」

「やっぱり村長だよ、村長。ねえ、あんたちょっとそこら飛んで、それっぽい家とか人とか探して──」

　言いながら、ぐるりと見回して。

「……あれ？」

　目当ての相手を見つけられず、フリウはきょとんと瞬まばたきした。人精霊の姿が、どこにもない。

　唇くちびるを突つき出すようにして、サリオンに告げる。

「いつもいらない時にはいるくせに。どこか行っちゃったみたい」

「え？　ついさっきまでそこに──」

　彼が、指をさした先には。

　汚よごれた身なりの少年が、ひとり地べたに腰こしを下ろしているだけだった。長い髪かみもくしゃくしゃに乱れて、ひどく絡からまり合っている。毛け質しつが、というより、単にほったらかしにしてそうなったのではないかと見えたのは、とにかく、襟えりぐりの極きよく端たんに伸のびた服のせいなのではないかとフリウには思えた。そんな格好のせいか、ひどく幼おさなく見える。が、恐おそらく自分と同じ年くらいだろう。

　子供がそんな場所にいたとしても、それほど不ふ思し議ぎなことではない──

　が、それでも驚おどろいたのは、間ま違ちがいなく数秒前にそこを見た時には、その少年の姿などなかったからだった。

　彼は、開口一番、言ってきた。

「金を払はらいな」

「え？」

「返して欲ほしけりゃさ」

　と、懐ふところから、拳こぶし大だいの水すい晶しよう玉だまを取り出してみせる。緑色の靄もやを内部に封ふうじ込めているが、それ以外には陰かげりの筋すじもない、透とう明めいな真しん球きゆう。

「水すい晶しよう檻おり？」

　言わずもがなのことを、フリウは聞き返した。緑色の靄は、内部に精せい霊れいを封じ込めている証あかしでもある。

　くちゃくちゃと口を動かしながら──よく見れば、彼は鶏にわとりの足のようなものを持っていた。食事中らしい──、じっとこちらを見ているその少年と、しばらく目を見合わせて。

　フリウは、唐とう突とつに気づいた。

「スィリーを封じちゃったの？」

「大枚はたいて手に入れた、有ゆう形けい精霊用の水晶檻だ。試ためしてみたんだが、思ったより悪くないらしい」

　そんなことを淡たん々たんと告つげて、少年は地面から腰こしを上げた。食べ終わった鶏を適当に捨てて、尻しりをはたきながらあとを続けてくる。

「いらねえんなら、俺のものだ。人精霊なんざ、売れるのかどうかしらねえけど」

「ちょ、ちょっと」

　さらにようやく理り解かいして、フリウは声をあげた。近づこうとし、そして少年の向けてきた視し線せんに躊ちゆう躇ちよして足を止めて、

「ひょっとして、あなた、ハンターなの？　精霊の」

「だったら、なんだってんだ」

「いや、あの、ええと……その、その人精霊なんだけど」

　しどろもどろに、言こと葉ばを紡つむぐ。が、後ろから肩かたを引かれたと思うと、サリオンがゆっくりと前に進み出た。静かに、告つげる。

「とりあえず、それを返してくれないか？」

「あんたらのものなのか？」

　少年は、水晶檻を乗せた手のひらを少し上にあげた。

　サリオンが、それを受け取ろうと手を伸のばす──と、少年は素す早ばやく、手を引っ込めた。さほど大事そうにでもなく、水晶檻を抱かかえ込こんで、

「封じてもいない精霊をどうしようと、こっちの勝手だろ。欲ほしければ買い取れよ。それか、取り上げるんだな」

「うーん……」

　心底困ったような声をあげて、サリオンは右手を差し出した。包ほう帯たいに包まれている右手を。

「手て荒あらなことは苦手だし、仮に得意だったとしても、この手じゃね」

「だろうな。だから──」

「だから、穏おん便びんに解かい決けつしよう」

　サリオンに勢いよく両足を払われて、ほとんど真まっ逆さかさまに、少年が転てん倒とうする。勝ち誇ほこった表ひよう情じようそのままに地面に激げき突とつして、悲ひ鳴めいをあげる間もなくその手から水晶檻がこぼれ落ちる。

　地面を転がってきて、つま先にぶつかって止まった水晶檻を、フリウは拾い上げた。倒たおれたまま目を見開いている少年の形ぎよう相そうは見み物ものではあったが、恐おそらく、自分も似たような顔をしているのではないかと思えた──平然としているサリオンを後ろから見上げて、ふと、自分が口を開けていたことに気づく。

　短い罵ののしりを残して、少年はすぐに立ち上がると村の中へと走り去っていった。それを見送っていると、サリオンが振り向いてくる。

「ひょっとして……」

　心持ち後ずさりして、フリウはうめいた。

「サリオンて、気が短い？」

「まあ、あまり上じよう品ひんな育ちだとは言えないかな。下町じゃ、こんな程てい度どの喧けん嘩かは日にち常じよう茶さ飯はん事じだったしね」

　苦く笑しようしながら、もう見えない少年の後ろ姿を一いち瞥べつする。が、彼はそんなことはどうでもいいというように肩をすくめ、包帯の手で口元を押おさえて聞いてきた。

「で、そろそろ出してあげたほうがいいんじゃないかな」

「うん。そうなんだけど」

　フリウは水晶檻を目の高さまで上げて、内部をのぞき込んだ。無む論ろんそこに人精霊の姿があるわけでもなく、ぼんやりとした緑色の影かげがちらついているに過ぎない。

「これ、あまり良い品物じゃないみたい」

「うん？」
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「確かに硬こう度どがあって、有ゆう形けいの精霊でも封じられるみたいだけど、念ねん糸し使つかいじゃない人でも使えるように、使うまで門は開けっ放し、精霊を封じ込めたら自動的に門が閉とじて、あとは開けられないっていうタイプなんじゃないかな。開かい門もん式しきなしに使えるっていうのは結構便利なんだろうけど、檻そのものの質は悪くなっちゃうんだよね」

「じゃあ、どうすればいいんだ？」

「…………」

　答える代わりにフリウは、念ねんを凝こらして水晶檻へと意い識しきを集中した。紡つむがれた念糸が水晶檻へと収しゆう束そくし、接せつ続ぞくされる。

　水晶に変化はない。彼女は目を閉じると、口の中で開門のための手順を繰くり返した。封ふう印いんを解とくための簡かん易い儀ぎ式しき、開門式を口ずさみ、まぶたを開くと同時、それと同調するように、水晶檻の表面に光の筋が現れる。光はすぐに大きく広がり、やがて球たまそのものが光の球となった。

　そして──

「つまりだぁな」

　声は頭の後ろから聞こえてきた。

「どの村にも、村長がいる。そこが町なら町長で、市なら市長、家なら家長、学校なら級長、山なら山長、沼なら沼長か？　人間のいるところに長がいないなんてこたぁないわけだ」

　振り返る。調子よく演説していた人精霊は、こちらの視線を見て、怪け訝げんに思ったようだった。

「ん？　なんだお前ら。とっくに終わった話題を今さら得とく意いげに語っている恥はずかしい奴やつを発見したかのような顔をしているが」

「あんたも前に引っかかったことあるんだから、学習しなさいよ。なんでこんな水晶檻なんかに引っかかるのよ」

　フリウはそれだけ言ってから、輝かがやきを失うしなっていない水晶檻をサリオンに手て渡わたした。

「持ってて。そのタイプは中に精霊がいない時は門を閉じられないし、あたしが持ってると、またスィリーが引っかかりそうだから」

「ああ。彼に返すのがいいだろうね」

「そうだね」

　うなずいて、フリウは向き直った──先ほどの少年が走り去っていった方向に。

「どこに行けばいいかも、分かったみたいだし」




　酒しゆ宴えんは、既すでに盛り上がっていた。昼から騒さわいでいたのではないだろうか──いくつものテーブルに並べられた料理や酒さか瓶びんには、空からのまま積み重ねられたものも目立った。村の女が見つけては洗い場に持っていっているようではあったが、たった数人のハンターたちが、片かたっ端ぱしからその仕事を増やしている。

「あなたがたが、最後のようですな」

　人の好よさそうな中年の男が、フリウを招き入れながら、そう言った。

「狩りには、明みよう朝ちよう出発するということになっているようです」

「……それまでは、馬ば鹿か騒ぎってわけか」

　サリオンが、小声でつぶやいている。彼は性しように合わないのか、テーブルから遠ざかって、その広間の壁かべに寄よりかかるようにしていた。

　男が──村長らしいが──、笑えみを消して言ってくる。

「相手は、危き険けんな精せい霊れいですからな。せめてもの心づくしですよ」

「危険な精霊」

　それを繰り返して、フリウは聞いてみた。

「間ま違ちがいなく精霊なの？」

「ええ……まあ、目もく撃げきした者の話によれば、とてもではないが獣けもののようではなかった、と」

「被ひ害がいは？」

　警けい衛えい兵へいらしい──のだろう、多分──口く調ちようで、サリオンが聞く。村長はうなずいて、深しん刻こくな顔をしようとしてから、ふと我われに返って不ふ思し議ぎそうに眉み間けんを縮ちぢめた。

「突とつ然ぜん、村の家に飛び込んできて、食料やら、細こま々ごまとしたものを盗ぬすんでいくようです。どういうことなのだか」

「精霊が？」

　あまり、あり得ないことのように思えた。食べ物を必要とする精霊の話など聞いたことがない。

　ひときわ大きい笑い声が響ひびき渡った。見やると、髭ひげ面づらのいかつい大男が、酒瓶を手になにやら過去の自じ慢まん話ばなしをしているらしい。その横には、先ほどの少年が所在なく立っていた。

　見回すと、集まったハンターは自分たちを含ふくめて、総員六名というところらしい。精霊を狩るには、心こころ許もとない人数ではある。もっと強力な水晶檻など、装そう備びがあれば話は違うが──

　と。

「そこでだ、この俺の、こいつの出番ってわけだ！」

　大男が、ほかのふたりのハンターを前に、ふんぞり返って大たい笑しようする。持ち出したのは、十字型をした、巨きよ大だいな機械だった。複雑な部品の集まりであるということ以外では、ボウガンに似ている。ただし矢を仕し掛かける場所はなく、先せん端たんと思おぼしき部分に、筒つつ状じようのものが何十本もついていた。

「こいつはな、攻こう城じよう戦せんにも使われたって代しろ物ものだ。どんな精霊だって粉こなみじんに打ち砕くだく！　城より硬かたい精霊がいると思うか？　ん？」

　聞き手のハンターも含めて、つまらなそうな顔で立ちつくしていた少年が、ようやくこちらに気づいたようだった。視し線せんをこちらに向け、そして、すぐにそらす。

　そのまま、ついと身体からだの向きを変えると、彼は急ぎ足で広間から出ていった。

「…………」

「──じゃあ、その精霊は、何日かおきにこの村に飛んできて……」

「サリオン」

　村長と話し続けていたらしい彼に、フリウは呼びかけた。会話を中ちゆう断だんして、サリオンがこちらを向く。

「なんだい？」

「えと、あたし、ちょっと出てくるね」

「え？……ああ」

　きょとんとする彼を残して。

　フリウは、広間から抜け出した。走らない程てい度どに急いで、玄げん関かんを目指す。豊かな農村の村長の屋や敷しきとはいっても、極端に豪ごう奢しやなものというわけではない。すぐに、玄関にたどり着いた。扉とびらを開ける。

　外はもう、すっかり日が暮くれていた。夜よ更ふけというほどの時刻でもないが、太陽の姿すがたは山の稜りよう線せんに消え、足音も遠くまで響ひびく冷たい夜気が空気の色を変えている。紫むらさき色いろの空に、星が瞬またたいていた。いつもと同じ、規則正しく並んだ光の粒つぶの中に、丸い板のような月が浮うかんでいる。目が、その明かりに慣なれるのを数秒待ってから、フリウは玄関を通り抜けた。見回す。夜の農村は静まりかえって、外を出歩く人ひと気けもない。

「おい」

「ひゃっ」

　突とつ然ぜん横から声をかけられ、フリウは飛び退のいた。見ると、玄関のすぐ横の植木にもたれかかって、少年が立っている。

　なんか愛あい想そ笑わらいを浮かべようとしながら──フリウは、喉のどから言こと葉ばを押おし出した。

「ど、どういう仕掛けになってるの？」

「人間、見える範はん囲いよか死し角かくのほうが広いんだぜ」

　ぶっきらぼうにそう言ってから、少年は鼻を鳴らした。

「そっちこそ、なんで俺をつけてくるんだ」

「えーと……」

「小こ僧ぞう、良いことを教えてやろう」

　これも突然といえば突然、いつの間にかついてきていたらしいスィリーが、頭の上から声を発した。まったく表ひよう情じようの変わらない少年に、いつも通りの尊そん大だいさで語る。

「人を追いかける奴やつには、二種類しかない。なにかをくれる奴と、盗ぬすむ奴だ」

「……どっちだ？」

　人精霊にではなく、こちらに聞いてくる少年に、フリウはあっさりかぶりを振った。

「どっちでもないよ」

「どういうことだ？」

　今度は人精霊に聞く少年に、スィリーもまた特に態たい度どを崩くずすわけではなかったが。

「むう。愚おろか者ものは常に賢けん者じやを裏うら切ぎる。そして賢者が愚か者を裏切ることなぞはないのに、愚か者は常に賢者に裏切られているものと勘かん違ちがいし続ける」

　長々とつぶやきながら、蛾がのようにふらふら上空に去っていく。

　少年は、短気な仕し草ぐさで吐と息いきした。

「話の腰こしを折られたな。なんの用だ？」

（話しづらいなぁ）

　胸きよう中ちゆうでだけうめいてから、フリウは切り出した。

「あー。あのさ。さっき、怪け我がしなかった？」

「ここを擦すり剝むいた」

「あ、ごめんなさいね……その、水晶檻は、サリオン──さっきの人から返してもらってよ。あたしが持ってくれば良かったかな」

「返してもらえなくたって、取り返す。商売道どう具ぐだからな」

「…………」

　鋭するどい眼まな差ざしでこちらを見ている少年を、彼の間合いよりはわずかに遠くから見返して、フリウはつぶやいた。

「ハンターなんだね」

「お前だってそうなんだろう」

「さっきの髭ひげの人、仲間なの？」

「親おや父じだ」

「……そう」

　言葉が止まる。声は漏もれたが。

「あたしの父さんもね、あんな感じだった……かな。話し方は全然違ちがうけど」

「そいつも狩りに参さん加かするのか？」

「え？　いいえ……もう、死んじゃった……からさ」

「そうか」

　特に感かん慨がいもなく相あいづちだけ打って、少年は植木から離はなれた。

「俺のほうのも、さっさと死んじまえばいいんだけどな」

　それだけを言い残して、玄関に入っていく。

　ひとり残され、フリウは言こと葉ばもなくその場に立ちつくしていた。と。

「どうしたんだい？」

　やや間かん隔かくを開けた入いれ違ちがいで、サリオンが姿を現す。フリウはなにも言わずに、うなずいた。

　サリオンは、特に追つい及きゆうしてはこなかったが、世間話のように言ってきた。

「そこで彼とすれ違ったよ。水晶檻は返しておいた。お礼は言ってもらえなかったけどね」

　苦く笑しようしてみせる。フリウはうつむいたまま、何度もまぶたを閉とじて開けるのを繰くり返していた。肩かたに、手が置かれる。

「……ちょっと、そこいらを歩こうか」

「うん」

　肩に置かれた手──包ほう帯たいを巻かれたほうの手だった──を軽く握にぎって、フリウは涙なみだを拭ぬぐった。




「……気にはしてたんだ。君が、あんまり普ふ通つうに振ふる舞まってるものだから」

「無む理りしてるわけじゃないよ」

　屋や敷しきから少し離れて。ふたりで歩きながら、フリウは彼のほうを見上げた。サリオンの右手を指さし、

「手、痛いたい？」

「いや、もうそうでもないな。だいぶ良くなったし、早く医者に診みせられたのが良かったんだろうね。君を診せようと思って手配した医者だったんだけど」

「ほら。サリオンだって、無理してるわけじゃないでしょ？」

「……そうか」

　サリオンは口の端はしを歪ゆがめて、微笑ほほえんでみせてくれたようだった。今までもたびたび見た、苦笑ではなく。

「考えてみたら、街を出てから急ぐばっかりで、ゆっくり話をしたこともなかったかな」

「そうだね。あたし、サリオンのことあまり知らないや」

「ぼくも知らないかな。あの人じん精せい霊れいなら、こんな時に、自分のことをよく知ってる奴やつなんていないとかなんとか、言うんだろうけどね」

　……と、また笑ってから、その笑えみは平へい坦たんな顔の皮ひ膚ふの中に消えていく。サリオンの咳せき払ばらいを聞いて、フリウは彼がなにを言い出そうとしているのか予想できるような気がしていた。彼の口が開くのを、見つめる。

「フリウ。君は、アスカラナンに行くことには反対なんだね？」

「……帝てい都とに行きたいの。イシィカルリシア・ハイエンドに」

「復ふく讐しゆうを考えることだけはいけないと、言っただろう？」

「復讐？」

　それは考こう慮りよの中にあったわけではなく、想像もしていなかった。聞き返すと、今度はサリオンが意い外がいな言葉を聞いたというように、言葉を詰つまらせる。

「話さなかったかい？　あれから、ぼくはあの村にもどった。事じ後ご処しよ理りのためにね。あの殺し屋の死体は残っていなかったんだ。それに、黒衣の死体も、四体しか……見つからなかった」

「……いなくなった人たちは、帝都にいるの？」

「少なくとも黒衣は帝都にもどる。絶対に」

　そのことだけは断だん言げんしてから、失しつ言げんだったと思ったのだろう。彼は決まり悪そうに顔をしかめて言い直してきた。

「フリウ。君は復讐を考えちゃいけないんだ。分かってくれ。君は、復讐を確かく実じつにやり遂とげるだけの力を持っているんだよ。だから、なおさら、それを使うことは考えちゃいけないんだ」

「…………」

　それへの返答は──

　できずにいるうちに、異い変へんが起こった。ぽとりと頭の上に、なにかが落ちてくる。つまみ上げて顔の前に持ってくると、スィリーがぐったりと手足を伸のばしている。

「ニアミス！　ニアミスだ！」

　声だけは元気に、わめき立てる。

「なんか飛んできたぞ！」

「え──？」

　つぶやいた瞬しゆん間かん。

　轟ごう音おんが、地面を震ふるわせた。激しい鳴動と振しん動どうが、意い識しきをも揺ゆさぶって遠くに連つれて行こうとする。それに抗あらがって、なんとか顔を上げると──少し離れた村長の屋や敷しきが変形していた。屋や根ねが吹ふき飛び、壁かべも半分崩くずれかかっている。はみ出した柱が、次し第だいに傾かたむきを増して、そのまま倒れるのが見えた。

「なに？」

「精霊だ！」

　サリオンが、うめく。制せい服ふくを捨ててもこれだけは大事に取っておいた、警けい棒ぼうを抜ぬきながら、

「襲しゆう撃げきに来たんだ！」

　駆かけもどるのに時間はかからなかった。半はん壊かいした屋敷は玄げん関かんからわざわざ入るまでもなく、広間は外からむき出しになっていた。外もひどければ中もかなりの有あり様さまで、テーブルはひっくり返り、瓦が礫れきに埋うまっている者もいるらしい。命に別べつ状じようはないだろうが、その場にいて無ぶ事じなのは、村長だけのようだった。

「き、来た──来たぁ！」

　わめきながら、彼が指したもの。

　そして、フリウが目にして、呆ぼう然ぜんとしたもの。それは。

　無事なテーブルに取り付いて、なにやら選えり好ごのみをしながら──どうやら干しぶどう入りを避さけているらしいが──袋ふくろにパンを詰めている、銀色の鎧よろいをまとった人ひと影かげだった。

「……マリオ・インディーゴ！」

　めまいを感じる額ひたいを押おさえて、フリウはうめき声をあげた。







　第四章　モンスター・ハンティング

　　　　　（狩り）







　顔を真っ赤にした大男が、わめき散らしている──朝だからといって爽そう快かいさが保ほ証しようされることなどあるはずもなく、それはつまるところ、一ひと晩ばん中じゆうがれきの撤てつ去きよに駆かり出されることも含ふくめて、ひとことで言えば、とんだ災さい難なんということだった。

　それでも。

「くそったれが！　不ふ意いを打ちやがって、あの化ばけ物もの──！」

　太い腕うでを振ふり回し、そのハンターはどうしても怒おこり足りないのか、倒たおれかけている柱をかなり強きよう烈れつに蹴け飛とばした。ただでさえ破は壊かいされ、強度を失うしなっている家屋が不安定に軋きしむ。周囲からの無む言ごんの警けい告こくを知ってか知らずか、男はさらに怒ど声せいを張はり上げた。

「こんなことがあるはずねえんだ。ふざけてる！　精せい霊れいが！　わざわざ人里にまで飛んでくるだと!?」

「だから──」

　その大男の隣となりで、自分の持っているスコップにもたれかかるような格好でうんざりと、髪かみの長い、若いハンターがうめくのが聞こえてきた。

「俺おれたちが、雇やとわれたんだろうがよ」

「そんなこたぁ分かってる！」

　仮に揚あげ足あしを取られたのだとしてもそんなことはおくびにも出さず、大男は声量をあげることですべてをごまかそうとしているようだった。

「俺が気に食わねぇのは──その──それはだな」

　と、あたりを見回し、その視し線せんが、ぴたりと止まった。こちらを見たところで。

　そして、叫さけぶ。

「なんでこんな、ガキなんぞが混じってやがるんだ！　だから、田舎いなかの連中なんぞになめられるんだろうが！」

　聞こえなかったふりをして、フリウは足あし下もとの壊こわれたテーブルを押おし上げた──上に積もっていたがれき屑くずが、音を立てて滑すべり落ちる。

　単たんに、思いつきで言っただけらしい。大男はそれ以上、特に付け加えることもなかった。怒いかりのぶつけどころを見失って、男はたまたま目についたらしい割われた壺つぼに靴くつを叩たたきつけ、とどめを刺さした。うんざりと、若いほうが口を開く。

「俺はむしろ、なんでガキがひとり足りねえのかが知りたいね」

　がれきの片づけを再開しながら、続ける。

「あんたの息子むすことかいう、あの可愛かわいげのない野や郎ろうのことだぜ？」

「……そういや、どこに行きやがったんだ、あいつは？」

　言われて初めて気づいたのか、大男がうめく。フリウもこっそりと、あたりを見回した──壊された村長の屋や敷しきで片づけをしているのは、自分を含ふくめて四人だったはずだが、いつの間にかあの少年の姿すがたがなくなっている。ついでにいえば、適てき当とうにそこいらをふらふらしていた人精霊もいなくなっていたが、それは特に気にするほどのことでもなかった。どこかにいるのだろう。どうせいたところで役に立たないのだから、どうでもいい。

（……でも、ないかな）

　小さく嘆たん息そくして、フリウは認みとめた。この村に集められたハンターたちのうち、サリオンともうひとり、若いハンターの相あい棒ぼうとが、狩かり用ようの装備や食料を受け取るため、村の蔵くらへと行っている。顔見知りがいないことで、ひどく気き後おくれしながらフリウは黙もく々もくと片づけを続けていた。

「それにしても、腹が立つ！　あの精霊！」

　憤ふん怒ぬの対象をようやく思い出したのか、大男が改あらためて声をあげた。

「突とつ然ぜん飛び込んできやがって──」

「飛んで火にいる夏の虫、が、とんだ雀すずめ蜂ばちだったってことさ」

　皮ひ肉にくたっぷりに若いハンターが告げる。精霊を弁べん護ごする義理があったわけでもないだろう。単に、怒ど鳴なるたびに作業を留る守すにする大声に苛いら立だってのことだろうが──彼はさらに、

「あれをその場で仕し留とめてりゃ、俺たちゃ英えい雄ゆうで、今ごろこんなボロ屋敷で土木作業なんぞさせられちゃいなかったんだろうがな」

　それはそうなのだろう。フリウは胸きよう中ちゆうで独ひとりごちた。村を襲おそう精霊を退たい治じするために集められたハンターだというのに、当の精霊が屋敷に飛び込んできて逃にげていくまで、なにもできなかった。当然、村人たちの態たい度どは一変した。

　ただ、違ちがうのは──

（……あれ、ただの精霊じゃないのよね）

　複雑な思いで、フリウはつぶやいた。




「別に、責めるつもりはありませんよ」

　そう言う村長の口く調ちようは冷ややかではあったが、仕し方かたのないところだろう。サリオンは苦く笑しようを嚙かみ殺して、うなずいた。

「これが、地図です……みなの話をまとめると、精霊はいつも、こちらの方角に飛び去っていくようです」

　老人は説明とともに、筋すじ張ばった指先で地図の表面を撫なでた。地図とはいっても、このあたりの地形をおおざっぱに記した簡かん単たんなもので、範はん囲いもせまい。それでも、この村にある唯ゆい一いつの地図であるというのだから文句をつけても仕方がないのだが。

　蔵の中は明るいとはいえない。見づらい地図を斜ななめから目で追いかけることをあきらめて、サリオンはゆっくり瞬まばたきして目を休めた。とりあえず、方角だけは知れた。それで我が慢まんするしかない。

「あとをつけていったりした人はいないんですか？」

　聞く。と、村長はあっさりと首を横に振ふった。

「飛んでいるものをどうやって？」

「つまりは、あの精せい霊れいがどこから飛んできているのか、正確なところは誰だれにも分からないってことですね」

「そうです……それを突つき止めてもらうことも、仕事のうちに含ふくんでいるつもりでしたが」

「聞いたことねえぜ。精霊が、硝しよう化かの森から出てきて、ましてや村を襲おそうなんてのはよ」

　と。

　それまで黙だまっていたハンターが、口を開く。黒い髪を黄色に染そめた、まだ若い男──自分より年下だろう──だが、身に着つけている防ぼう具ぐのくたびれ具合からすれば、相当に場ば慣なれしているのは間違いないようだった。

　もっとも……

（街中で見かけたなら、犯はん罪ざい者しやとして警けい戒かいしただろうな）

　口には出さずに、サリオンはつぶやいた。警官をやっていると、あらゆる人間を二種類に分ける癖くせがつく。危険な相手と、そうでない相手と。特にこのハンターが具体的な危険をはらんでいるというように見えたわけではなかったが、それでもまともな市民とはどこかずれた気け配はいを感じずにはいられなかった。特にこの若者がということではなく、恐おそらくはハンターという立場にいる者全ぜん般ぱんに共通するものなのだろうが。

「これで、信じる気になられましたかな？」

　村長が、告げる。ハンターは肩かたをすくめてみせた。

「信じるさ。あれだけ強大化した精霊は滅めつ多たにお目にかかれるもんじゃねえ。ただじゃすまねえぞ、この狩かりは」

「一応確かく認にんしておきたいのですが」

　割り込むように、サリオンは村長に問いかけた。

「あの精霊、具体的にどうすればいいんですか？」

「と、申しますと？」

「つまり、捕とらえなければならないとか、遠くに追い払はらうだけでいいとか」

「二度とこの村に来ることがないと確かく認にんできれば、あとは構いません」

　村長の答えに、ハンターが強い鼻息とともに声をあげる。

「捕らえるさ──当然だろう？　帝てい都とに持っていきゃあ、一財産になるぜ。なにしろ硝化の森に入らないで、あれほどの精霊を狩れることなんざ、そうそうあることじゃねえんだからな」

（ふうん？）

　そういうものらしい。ハンターではない自分にはよく分からないが。

「食料は、用よう意いできたもの以上は出せません。すみませんが、村の備び蓄ちくにも限げん界かいがありますのでね」

　村長は、悲しげとも恨うらめしげともつかない微び妙みような無む表ひよう情じようで、告げてきた。

「これでも、三日ほどは保もつはずですので──」

　つまりは、さっさと行けという意味のことを言って、その老人は締しめくくった。




「ひとこと言わせてもらうとだな」

　突然現れて人精霊は、開口一番言ってきた。

「お前ら、仲なかが悪すぎねぇか？」

「…………」

　きょとんと見上げて──

　足は止めないまま、フリウは首を傾かしげた。荷に物もつが重いため、そんな小さな仕し草ぐさでも面めん倒どうではあったが。

「どこ行ってたの？」

「いや、とりあえず遠くから、小こ娘むすめ一行を観かん察さつしてみるのも面おも白しろかろうかと」

「……面白かった？」

「いや特に。遠いものは見づらいということが分かった」

「良かったね」

　フリウはうなずいて、歩くことに集中した。村を出て数時間。すぐに道らしい道はなくなり、傾けい斜しやこそないものの山の獣けもの道みちと大差ないところをずっと進んでいる。

「それで終わらされても困る。いや、終わらせてなるものか」

「決意はよく分かったけど、なんの話だったっけ」

「人生はチームワークだと、小学校の教師だとか中学校の教師だとか高校の教師だとか、まあそういう連中がよく言っているのを知らねいか？」

「そんなに仲悪く見える？」

　フリウは聞き返しながら、自分の前を歩いているサリオンの背中を見やった──スィリーに今さら声をひそめるような気き遣づかいなどあるはずもなく、会話はまるっきり聞こえているはずではあったが、とりあえずサリオンは、地図を確かめながら一定の方角を保つことに集中しているようだった。全体の先頭なのだから、当たり前といえば当たり前だが。

　順番でいえば、フリウは二番手だった。残りの四人のハンターは、そのあとに続いている。

　スィリーは、それを順々に見み渡わたしてから、横目で疑うたがわしげに言ってきた。

「仲が良ければ、歌くらい歌うだろ。山道だし」

「あんた歌う？」

「断だん固ことして断ことわる。馬ば鹿かくさいし」

「あんた単たんに退たい屈くつなんでしょ。くだらないことばかりさっきから」

「うむ。いや、失しつ敬けいだろそれ」

　うめく人精霊に、割わり込こむように──

「一いち理りはあるか？」

　退屈していたのは、スィリーだけではなかったらしい。口を挟はさんできたのは、ハンターのひとりだった。肩かた越ごしに見やる──見やっても、背負っている荷物が邪じや魔までよくは分からないため、フリウは身体からだを半なかば以上振り向かせなければならなかった。それでも足を止めるわけにはいかず、おぼつかない調子で後ろ向きに歩きながら、そのハンターを見やる。

　若い二人組のうち、壊こわれた村長の屋や敷しきを片づけていたほうである。長い髪かみをひとまとめにした、細ほそ面おもての男。通常の荷物とは別に、短い鉄てつ棒ぼうの束たばを袋ふくろに入れて背負っている。棒はどれも尖せん端たんがネジ式になっており、つなげて一本にできるらしい。折おり畳たたみの槍やりか棒なのだろうが、それが精霊に通じるかどうか疑ぎ問もんではあった。

　男は──自分を見るこちらの視し線せんに応こたえてのことだろう──にやりと笑ってみせると、片眼を閉じた。

「歌わねえけどな。あんな騒さわぎがあったせいで、お互たがい名前も知らないうちに出発ってことになっちまった。俺おれはアイゼン。ニイチのハンター基地にいた」

「ニイチ？」

　聞いたことのない地名を口にして、フリウは記き憶おくを探さぐったが、結果は同じだった。が、その男──アイゼンは予想のうちだったのか、こともなげに、

「無む免めん許きよの業者が集まってるところさ。レートが良い。ここいらの、腕うでの立つハンター連中はみんなそんなところにいるんだよ」

「下したっ端ぱだけが、自分の所しよ属ぞくを自じ慢まんするってぇ真しん理りを言ってみたくて仕方がないんだが、言ってもいいか？」

「へえ……」

　スィリーの言葉は無む視しして、フリウが感かん嘆たんの声をあげる間もなく、アイゼンは自分の相棒に手を振ってみせた。髪を半分だけ染めた──のが故こ意いであるのか、単に染めてから時間が経たってほったらかしになっているのかは分からないが、そんな男である。アイゼンと、ほぼ同どう齢れいくらいだろう。ただこちらのほうが輪りん郭かくが尖とがっている分、剣けん吞のんに見えた。

「で、そいつがラズ。長いこと、いっしょに狩りをしている。剣の名手だ。氷海の剣けん士しにも引けは取らない……と言い張はってる」

　相棒が紹しよう介かいする間、そのラズとやらは眉まゆひとつ動かさなかったが、それでもそれとなく、腰こしにつけた剣けん帯たいをかざしてくれたところなど見ると、無ぶ愛あい想そうな男というわけではないのだろう。体格もしっかりしていて、素人しろうと目めにも、そのプロフィールが噓うそではない──少なくとも、大きな噓ではないのだろうと知れた。

　が……

　どうしても気になって、フリウは眉まゆ根ねを寄よせた。

「……それでどうやって、精霊を狩るの？」

　鉄棒や剣で、精霊を捕らえられるわけはない──実体化した、しかも弱い精霊ならば、傷きずつけることもできるのかもしれないが。

　アイゼンは、あっさりと肩をすくめてみせた。

「俺たちはアタッカーさ。精霊に近づいて、動きを止める。捕ほ獲かくは他た人にん任まかせだ。分ぶん担たんだよ。君だって、ひとりで狩りをしてきたわけじゃあないだろう？」

「え？」

　自分のことを聞かれるとは思っていなかったため、フリウは数秒間、言こと葉ばを失うしなった──考えてみれば、当たり前のことではあったが。動どう悸きを速める心しん臓ぞうを頑かたくなに無視して、言うべき言葉をなんとか探し当てる。

「え──あ、あたしは……ずっとふたりだけでやってきたんだけど」

「……はぁ？」

　よほど、それが珍ちん妙みようなことに聞こえたのだろう。今度はラズのほうが、声をあげてきた。

「本当なら、そいつは凄すげぇな。たったふたりで？」

　と、スィリーが割り込んでくる。

「証人として俺が証言しよう。卑ひ劣れつな罠わなで俺が捕らえられた時、この小娘ひとりしかいなかったような気がする」

　手をあげて告げる人じん精せい霊れいの言葉に、彼らの目はまだ信用しきれないものを残してはいたが、それはあえて吞のみ込こんだようだった。

「それで、あんたは？」

　聞いてくる。

「え？」

　やはり意味が分からずに聞き返すと、彼らはふたりして苦く笑しようした。

「自己紹介しようって話だったと思うんだけどな」

「あ、ええと……名前。あたし」

　しどろもどろになり、おまけに不安定な足あし下もとにつまずきそうになって、言葉が途と切ぎれる。助け船を出してくれたのは、先程からずっと先頭を進んでいたサリオンだった。

「彼女はフリウ。ぼくはサリオン。その飛んでいるのが、スィリーだ」

「飛んでいる以外に存そん在ざい価か値ちがないかのような言いぐさには異い議ぎを唱える」

　と、告げる人精霊に、サリオンは律りち儀ぎに困ったような顔をしてみせた。言い直す。

「うん……まあ。分かった。飛んだりしゃべったりしてるのがスィリー。これでいい？」

「良かろう。とりあえず異議さえ唱えておけば、転てん落らくせずに済すむ。それが人生だ」

「……で」

　と。

　アイゼンは、多少もったいぶった面おも持もちで、最さい後こう尾びにいる残りふたりへと視し線せんを回した。大げさな荷物を背負った大男と、それと同じ大きさのものを運んでいる小こ柄がらな少年が、並んでついてきている。

　話を聞いていなかったわけではないだろう。実際に、視線を待ち受けていたらしい。むやみに険悪に、じろりとこちらを見回してくると、大男のほうが口を開いた。

「なにか用か？」

「名前を聞いてるのさ」

　はっきりと刺とげのある口く調ちようで、アイゼン──

　ラズが、こちらを向いたまま、つまりは最後尾のふたりからは見えないところで舌を出している。

　見えないにしろ、気け配はいは感じたのだろう。大男が聞こえよがしに鼻で笑った。

「役立たずどもでつるんでいろよ。若わか造ぞうどもにガキがひとり。貴き様さまらなんぞ、精霊相手になにができるってんだ？」

　前まえ触ぶれもなく、アイゼンとラズとが、足を止めた。数歩ほど行きすぎてから、フリウも立ち止まる。

　自然、全体の動きも止まった。どさり──と、どうということもない音なのだが、冷えたスプーンで心しん臓ぞうをすくいだすような気配が忍しのび寄ってくるのを感じて、フリウは肩かたを縮ちぢめた。アイゼンが、荷に物もつを地面に放ほうり投げる音だった。

　袋ふくろから、鉄てつ棒ぼうを三本ほど手の中に残している。それをすべて連結して一本の棒に繫つなげてから、一振りする。風かざ切きり音おんは、鉄棒の尖せん端たんを地面に突つき立てて止まった。手を伸のばしたところから、地面までの長さ。袋の中にはまだ数本、鉄棒のパーツが残っていたが、長さにはこだわらないということだろう。

　それがどれほど有ゆう効こうな武ぶ器きなのか、フリウには見当がつかなかったが、ラズは相棒の心配をするつもりはないらしく、余よ裕ゆうたっぷりに腕うで組ぐみしたまま、アイゼンとの距きよ離りを取った。暴あばれる彼の邪じや魔まにならないように、ということか。

　大男と少年のほうもまた、足を止めていた。同じく、荷物も下ろしている。ただし大男は素す手でのまま、アイゼンと対たい峙じしていた──少年は無関心に、荷物をふたつ引きずりながら場所を空ける。

「正直なところよぉ」

　鉄棒を構かまえて、アイゼンがうめいた。

「こんなのは、くだらねぇと思うんだがな。ま、そっちも最初からその気だったようだからな」

「青あお二に才さいが、ほざいてるんじゃねえよ。役にも立たねえ連中のせいで取り分を減へらされるんじゃ、割わりに合わねえんだ。ぶちのめされる前に、とっとと失うせるんだな」

「てめ……」

　半歩、若いハンターが前に出る。が、大男は退ひかない。

　フリウは慌あわてて、うめいた。

「サリオン──」

「分かってる」

　彼は地図を懐ふところにしまいながら、それと入れ替かえるようにして、金きん属ぞく製せいの警けい棒ぼうを腰こしから抜ぬいた。

「お前たち、そんなことをしている場合じゃないだろう」

　叫さけびかけるサリオンに。

　フリウはかぶりを振ふった。

「じゃなくて、こっちのほうがよく見えるよ」

「え？」

　サリオンが、動きを止める。

　彼に向かって、フリウは手を振った。自分のすぐ隣となりを示しめして、

「ほら、ここ来なよ。どっちが勝つと思う？　あたしはアイゼンのほうかな──ていうか名前知ってるのこっちだけだし」

「……フリウ？」

　取り出した警棒を、手持ちぶさたにまたしまいながら、サリオンが近づいてくる。彼はもう一度、にらみ合っているアイゼンと大男とを見み比くらべてから聞いてきた。

「止めなくていいのかい、あれは」

「止める？　なんで？」

「いや、なんでって」

「こんなの、ハンター基地じゃ日にち常じよう茶さ飯はん事じだったよ。いや、いつこうなるのかと思って、あたしドキドキしてたし」

「えーと……」

　どうにも釈しやく然ぜんとしない様よう子すのサリオンに、ラズが声を立てて笑った──

「いつものことさ。どのみち、誰だれかが主導権を取らなけりゃならんだろう？　で、それにゃあ手っ取り早い方法がある。ただそれだけのことだ」

「いやしかしこれは」

「ほっとけって。ここで止めたって、また同じことの繰くり返かえしになるんだ」

　手助けする気はないのか、あるいは相棒のことを信じているということか、彼は気楽な調子で予言した。

「すぐ終わるさ」

「なんだ？　どっちかーが死ぬのか？　人生終わりか？　聞くぞ。遺ゆい言ごん。言っとけ」

　ぱたぱたと飛び回るスィリーを、うるさげに手で追い払はらって──

　アイゼンが、その場に唾つばを吐はいた。

「言っとくが──」

「遺言か？」

「違ちがう」

　無む造ぞう作さに鉄棒の先で人じん精せい霊れいを突つき落として、

「俺おれぁ負けたことねぇぜ、おっさん」

「そうかい。そいつはすげぇな」

　体格からしても大きな顔面に、歪ゆがんだ笑わらいを浮うかべて、大男がうめく。

「だが、はったりってのは、喧けん嘩かになる前に言っとくもんだぜ？　なってから言ったところで、負けて恥はじの上うわ塗ぬりになるだけだ」

「てめ……！」

　挑ちよう発はつに乗って、アイゼンが飛び出しそうになる──が、対たい峙じしている相手の表ひよう情じように気け圧おされる形で、それも踏ふみとどまったようだった。鉄棒を握にぎり直して、苦にが々にがしく間合いを取り直している。

「……本当に、大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

　声をひそめて、サリオンが耳打ちしてきた。フリウは、にらみ合っているハンターたちを見つめたまま、同じく周囲には聞こえないように声を落とした。

「平気よ。こんなのは、余よ興きようみたいなもんだって、セヘクの爺じいちゃん言ってたもの。怪け我がするようなことになる前にやめる……んだと思うけど」

「あのね、フリウ。できれば急いだほうがいいんだ。その……あの精せい霊れいのことで、気になることがあって」

「え？」

　いつになく──いや、相変わらずか──心労の絶えないサリオンの表情に、フリウは聞き返した。彼はさらに顔を近づけてくると、

「実は──」

「始まるぜ」

　いつの間に剣けん帯たいから外したのか、鞘さやに収めた剣を手に、ラズ。結けつ局きよく、いざという時には加か勢せいするつもりなのかもしれない。あるいは最初からそのつもりだったのか。

　こんな決けつ闘とうにはルールはない。つまるところ相手に負けを認みとめさせればそれで終わるし、認めさせられない限かぎり、いつまで経たっても問題は解決しないとも言える。

　視し線せんは外していなかったものの、注意はそれていた。改めて見やると、鉄棒を手にしたアイゼンは中ちゆう腰ごしにそれを構かまえて飛びかかる体たい勢せいを作っている。距離からして、一ひと跳とびで足りるだろう。対する大男は無む手てで、なにを気負う様子もなく棒立ちになっている。

　勝敗は、すぐに決まりそうに思えた。

　若いハンターがそれを察さつしてか、暴力の欲求にぎらついた眼まな差ざしで、また距きよ離りを詰つめようとする──

「そのままでいいのか？　おっさん」

「ああ」

　大男は、悠ゆう然ぜんとうなずいた。と、ふと思いついたというように、

「ところで、念ねんのために確かく認にんしたいんだが、お前さんたちのほうは、てめぇの出番ってことでいいんだろうな？」

「あん？」

　アイゼンが聞き返すが、つまりはもうひとりが加か勢せいするのを牽けん制せいしておこうということか。ラズが、小さく笑って剣を下ろすのが見えた。

　それに気づいているのかいないのか、アイゼンはただ肩かたすかしを食ったように顔をしかめてみせた。

「当たり前だろ。なんだってんだ今さら」

「ああ、今さらだがな。分かっているだろうが、こっちは、せがれが相手してやるよ」

「……え？」

　そのつぶやきは、誰だれがというより、全員が発したものだった。

　嫌いやな予感を覚えて、フリウは慌あわてて、あたりを見回した。大男のそばから離はなれて、あの少年がどこに行ったのか、まったく注ちゆう意いを払はらってはいなかった。

　見つけたのは一いつ瞬しゆん後のことだった。それほど離れてはいない。だが荷物を開いて、なにやら物もの々ものしい武ぶ器きを構えて、それをこちらに向けている。

「────！」

　悲鳴は声にならなかった。
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　その武器は、滑かつ車しや付つきの弓ゆみにも似ていた──が、それを数倍無む駄だに装そう飾しよくしたような格好でもあった。ただし、華か美びな装飾ではない。それらの部品がすべて実用のためのものだということは、見れば知れた。少年は小さな身体からだで、三脚のようなものを使ってそれを構えている。なにかは知らないが、飛び道具なのは間ま違ちがいなかった。数本の筒つつの尖せん端たんが、こちらを向いている。いや、それが狙ねらいをつけているのははっきりと、アイゼンの方向だった。鉄棒を構えたまま、若いハンターの顔が驚きよう愕がくに引きつっている。

　発射の引き金となっているのは、その武器の下部から突つき出したレバーであるらしい。少年の手が、それにかかっている。

「くそったれ──」

　アイゼンが、虚むなしく毒どくづくのが聞こえてきた。間に合わないのは分かっていたが。

　咄とつ嗟さにフリウは、念ねん糸しを解とき放はなった。銀色の細い糸が、巻き込まれるように少年の武器へと絡からみつく。同時──

　少年がレバーを引いた。

　金きん属ぞく的てきな、打だ突とつの音。機械の部品のなにかが弾はじけて、内部にあるなにかを打つ音。瞬しゆん間かん、光が瞬またたいた。音のない爆ばく発はつとともに、筒の先から黒い風のようなものが噴ふき出す。いや、実際に目に見えたわけではなく、ただの残像に過すぎないのだろうが。

　一瞬のことだった。飛び出した黒い気け配はいはアイゼンを貫かん通つうし、その向こうにある木の幹に収束した。空からの袋ふくろを潰つぶすような、景気の良い音が一度だけ。次に静せい寂じやく。あとは……嫌いやな音を立てて、粉こな々ごなに砕くだけた大木が地面に倒たおれる。

「…………」

　誰もが呆ぼう然ぜんとしていた。地面に倒れたアイゼンが、ゆっくりと──震ふるえながら上体だけ起きあがらせても、喚かん声せいも悲鳴も、なにもない。

　地面に倒れた武器を担かついで起こそうとしている少年の、小さな罵ば声せい以外には。

「──って──」

　長い沈ちん黙もくをそのままにして、アイゼンが叫さけびだした。

「ふざけんな！　なんだ今のは──」

「最新の武器さ。精せい霊れいにも対たい抗こうできる」

　砕けた木へと手を振って、大男が声を荒あららげる──半分泣き声の混じったアイゼンの声よりも遥はるかに大きく。

「見ただろう！　木だろうが岩だろうが、一瞬で粉々だ！　水すい晶しよう檻おりの爆発を使って、無数の鉄てつ針しんを射しや出しゆつする！　アスカラナンにはな、こんな武器がゴロゴロしてるんだぜ！　俺おれはこいつを、武ぶ器き商人から巻き上げたんだ！」

「こんなのは無む効こうだ──」

「連発もできるんだぜ」

　叫びかけたアイゼンに、ぴしゃりと、大男。もう立て直されたその武器の狙ねらいは、またもやハンターに定まっている。彼は鉄棒を投げ捨てて、立ち上がる気力もなくしたらしい。完全に腐くさって、その場に倒れ込んだ。

「弾たま数かずは……まあ言わないでおくか」

　完全になぶる口く調ちようで、大男は続けた。

「どうだ？　まだやるつもりはあるのか？　ん？」

　アイゼンにだけではなく、こちらにも向けて言ったものらしい──今後は全員、自分に従えということだろう。

　言われた通り、強力な武器であることは間違いなかった。破は壊かい力りよくだけならば、精霊にも対抗できるのかもしれない。

　が……

　フリウは順番に、全員の顔を見ていった。アイゼンはすっかりあきらめて、大の字に倒れている。ラズはまだ納なつ得とくはしていないようではあったが、それでも武器の狙いの中に入っていくタイミングはつかめずに、剣を手にしたままじっとしていた。スィリーは打ち倒された木のあたりを、ぼんやりと飛び回って、観かん察さつしている。サリオンは、啞あ然ぜんと口を開いて身動きもしない。

　大男は得とく意いげに、こちらの──誰の、というわけではなく全員の降こう参さんを待っている。そして、少年。武器を構かまえて、変わらない不ふ敵てきな無表情に、うっすらと笑えみを浮うかべていた。勝利か、満足の笑みなのだろう。

　たいしたことではない。彼らは勝ったのだから、当然のことだろう。だが。

　フリウはつぶやいた。

「……どうするつもりだったのよ」

　視し界かいがいつもより、暗いと思えたのは錯さつ覚かくだったのかもしれない。あるいは我われ知らず、いつもより顔を伏ふせていたのかもしれないし、もっと別の理由かもしれない。フリウには分からなかったが、光の足りないその視界の中心にあったのは、少年と、彼が抱かかえている物々しい武器だった。そこから視界が動かない。

「……なんだと？」

　聞き返してきたのは、少年ではなく、その父親であるらしい大男のほうだった。だが、そちらと話しても意い味みがない。フリウは無む視しして繰くり返した。

「どういうつもりだったのよ──今の、当てるつもりだったんでしょう、あの人に」

　少年に、詰きつ問もんする。アイゼンを指さして。

　大男が大笑した。

「ガキが、なにを言ってやがる」

「うるさいわね！」

　フリウは叫ぶと、少年のほうへと歩き出した。

「今の、あたしが狙ねらいを外さなければ、彼に当たっていたでしょって言ってるの！」

「てめぇがなにしたってんだよ？」

　煩わずらわしげに──ただし視し線せんをそらして、少年が聞き返してくる。同時に、武器の砲ほう口こうをこちらに向けようと──

　した瞬しゆん間かん、フリウは再び念ねん糸しを解とき放った。

「こうしたのよ！」

　念糸は武器の胴どう体たいに絡からみつくと、そのまま力を伝えた。念糸の触ふれたところから、軋きしむ音を立てて武器がふたつに砕くだけ折れる。ねじ切れた武器はバランスを失うしなって、そのまま倒れた。武器を抱えるとともにそれにもたれかかっていた少年が、いっしょに転てん倒とうする。

「な──！」

　絶句して、大男が叫さけぶのが聞こえてきた。

「なにしやがる！　二丁しかねえんだぞそいつは──」

「念糸能のう力りよく!?　念糸使いなのか？」

　こちらの声は、ラズがあげたものらしい。

「どうしてくれるんだクソガキ！」

　見やると、大男がこちらに突とつ進しんしてくるところだった。厳いかつい顔面を真っ赤に染めて、両手をあげて摑つかみかかろうとした瞬間、横からタックルしたサリオンとともに地面に転がる。勢いそのまま摑み合いとなるふたりを後しり目めに、フリウは少年のもとへと進んだ。

　完全に破は損そんした武器をかき集めようと無む駄だな努力をしている彼を見下ろして、フリウはきつく閉とじて固まりかけていた唇くちびるをゆっくりと引き剝はがした。こちらの気け配はいに気づき、慌あわてて後ずさりしようとする少年の髪かみを摑んで、それを目の高さまで引っぱり上げる。

　震ふるえる肺はいを無む理りやりなだめて声を吐はく。

「……彼を死なせる気だったの？」

「死にたくなきゃ避よけりゃいいんだよ──」

　引っぱられる髪を両手で押おさえて、彼──フリウは思い切り、それを突つき飛ばした。尻しり餅もちをついた少年に飛びかかる。

　なにがどうというわけではなかった。ただがむしゃらに敵を摑み、そして引きずり倒し、倒されることを何度も繰くり返す。数秒か、数分か。どれほど続いたのかは分からなかったが、どちらかといえば数秒のほうが近かったのだろう。何度目かにようやく、彼の上に馬乗りになって喉のど元もとを押さえ込むと、フリウは絶ぜつ叫きようした。

「あんたなんか──どうせ誰も殺したことなんかないくせに──！」

「なんで分かるんだよそんなことが！」

「あんたみたいな奴やつこそ、今のうちに死んじゃったほうがいいんだから！」

「大きなお世せ話わ──」

　苦痛から逃のがれようと、こちらの手首を摑んで喉から外そうとする彼の握あく力りよくの強さに悲鳴が漏もれかけるが、それでもフリウの指は外れなかった。自分でも分からなかったが、指の先に刺とげでも生はえてそれが刺ささったかのように、固まった指はびくともしない。

　彼が、なにかを言おうと口を開いたが、それは言こと葉ばにならなかった。あるいは、単たんに息を詰つまらせただけだったのかもしれない。彼の顔が見る見るうちに紫むらさき色いろに変化していくのを見下ろして、フリウはさらに力を込めた。手を外すことをあきらめた彼の拳こぶしが、何度も顔面を叩たたいてくる。痛いたみは感じたが、それほどのものでもなかった。明らかに、彼は力を失うしなっている。この少年のほうが、自分より体重も体力もあるのは疑うたがいないところだったが、酸さん欠けつ状じよう態たいではそんなものだろう。酸欠──

　ぎょっとして、フリウは手を離はなした。首から上に昇のぼっていた血液が一気に下がって、さらに視界を暗くする。それとともに悪お寒かんが走った。咳せき込む少年を見下ろしながら。

　と、背はい後ごから声が聞こえてきた。振り向く。

「フリウ」

　大男を地面に組み敷しいて──警けい棒ぼうで首筋を完全に押さえつけた体たい勢せいで、サリオンが、ため息混じりに言ってきたところだった。

「……彼が、君をこの隊たいのリーダーにすることを認めてくれたようだよ」




「リーダー？　あれか？　愚おろかな部下を大おお勢ぜい抱かかえて心労しこたま抱えつつ死ぬ時だけ先頭にいる。ところで小こ娘むすめ、その無む言ごんで向こうのほうを指さすのは、なんだかあっち行けと言われているようで気まずいぞ」

「あっち行ってて」

「小娘は気き遣づかいが足りん」

　ぶつぶつとぼやきながらも、指さされた方向へと去っていくスィリーを見送って、フリウは息をついた──村を出てから第一夜。野営地から少し離れて、明かりだけはぎりぎりとどく林間地にいる。

「それで、サリオン……話って？」

「ああ」

　サリオンは、背後のハンターたちを気にするように少し見てから、彼らが聞いていないと確かく認にんしてあとを続けてきた。

「あの精せい霊れいのことだよ。本当は、話そうかどうか迷ってたんだ。変に希望を与あたえるようなことになってしまうのも、どうかとは思ったし……」

「どういうこと？」

　聞く。彼はうなずいた。

「あれは、あの時、その……君のお父さんを連つれ去った精霊なんだろう？」

「うん……」

　フリウは、複雑にうめいた。

「厳げん密みつには、精霊じゃないんだけど。でも精霊には違ちがいないかな。なんていうか、中に人が入ってるのよね」

「え？」

「いや、あんまり気にしないで」

「ああ……それで、村の人たちが言っていたんだよ。あの精霊、村を襲おそってなにを盗ぬすんでいったか」

「食べ物でしょ？」

　目をぱちくりしてから、フリウは聞いた。サリオンが沈ちん痛つうに、かぶりを振ふる。

「食べ物と、あと……布と、裁さい縫ほう道どう具ぐ」

「裁縫道具？」

「どういうことだと思う？」

「…………」

　考える時間は、それほど必要なかった。なんとはなしに思い出すのは、あの精霊──マリオ・インディーゴが最初に現れた時に、彼女が服を着ていなかったことだが、それとは関係あるまい。突とつ如じよ思いついて、思わず叫さけぶ。

「まさか？」

「うん。怪け我が人にんを治ち療りようする……のに必要なものなんじゃないかって思う」

　サリオンはさらに声の調子を落として、顔を近づけてきた。昼間、少年に殴なぐられたせいもあって、あまり近くで見てもらいたくはなかったのだが。

　なんにしろ彼は気にすることもなく、言ってきた。

「だとすると、いろいろつじつまが合うんだ。空を飛べる精霊が、こんなところで村を襲って食べ物を手に入れているのも、どこかで動かせない怪我人を介かい抱ほうしているんだとすれば」

「それ……父さんのこと？」

「彼が生きている可か能のう性せいがある」

　うなずいて地図を取り出し、サリオンは続けた。

「怪我人を匿かくまっているってことは、どこか風雨をしのげるところだ。それも、ある程てい度ど清せい潔けつさを保たもてるところ。村からそれほど離れてもいないはずだよ。少なくとも隣となり村むらよりも、あの村に近い場所なんだと思う……わざわざ遠い村を襲う意い味みはないから。ただ」

　と、顔をしかめ、

「もちろん……ただの希望的観測で、まったくの見当外れかもしれない」

「でも──」

　フリウは身を乗り出すと、彼の手から地図をひったくった。広げて、見やる。

「絶対、絶対そうだよ。うん……きっと。どこが怪あやしいかな」

　焦あせる視し線せんがあちこちを探すが、もとより地図にはたいした情じよう報ほうは記しるされていなかった。大まかな地形と方位、そして──

「……廃はい城じよう？」

　明らかにあとから、サリオンが印しるしをつけたものらしい書き込みを見つけて、フリウは読み上げた。

「精霊が飛び去った方位とは符ふ号ごうしている。城といってもそれほど大きなものではないようだけど、隠かくれ家がにはうってつけだろうね」

　彼の声は沈しずんでいた。こちらを落ち着かせようとしているのはすぐに分かる。が、冷静になどなれるはずもない。

「父さんが……生きてる……！」

「……かもしれない」

　静かに付け加えるサリオンのことは無む視しして、フリウは、その地図を抱だきしめるように両手で抱かかえ込こんだ。







　第五章　コナンドラム

　　　　　（ひとつの難関）







　精せい霊れいとは、なんなのか。

　それは突とつ発ぱつ的てきに生しようじた。硝しよう化かの森とともに現れた。その発生を予言した者はなく、その発はつ祥しようを把は握あくした者すらいない。

　それは無む尽じん蔵ぞうに拡大した。硝化の森はゆっくりとではあるが確実に広がり、そしてその森には精霊が生まれ続けている。

　それは人の理り解かいを拒こばんだ。精霊がなにか。それを答えられる者はいない。

「ひょっとしてさ」

　思いつきで、フリウは問いかけた。

「あんたに聞けば分かるわけ？」

　と、頭の上で気楽に浮ういている人じん精霊に聞く。スィリーは、問われて初めて思いついたというように目をぱちくりさせた。見上げたその人精霊のちょうど背はい後ごに、月が見えた。傾かたむいた精霊の羽の尖せん端たんがぴったりと、月の縁ふちをなぞっている。

　やがて、スィリーは考え深げにうめき声をあげてきた。

「……さあ」

「まあ、期待してたわけじゃないけどさ」

　軽く嘆たん息そくして、視し線せんを下ろす。

　フリウは、円えん座ざで並ならんでいる男たちを──右みぎ隣どなりにいるサリオンを除のぞいて──順じゆん々じゆんに見やった。言うべきことは分かっているのだが、それを納なつ得とくさせられるかどうかは定かではない。

（……でもさ）

　言いい訳わけのつもりで、つぶやく。

（仕し方かたないよね）

「だから、あたしたちが追ってるその精霊っていうのは、普ふ通つうの精霊とはちょっと違ちがうの。つまり、その、殺したりしちゃ……駄だ目めなのよ」

「普通の精霊とは違う、ときたか」

　優やさ男おとこ然ぜんとしたその顔を苦く笑しよう混まじりに歪ゆがませて、アイゼンが声をあげた。隣の相あい棒ぼう、剣けんを抱かかえて地面に座すわっているラズと一いつ瞬しゆんだけ視線を合わせてから、続ける。

「そもそも、普通の精霊ってやつを見てみたいもんだ。いいか、嬢じようちゃん──」

「俺おれたちは何体もの精霊を捕とらえてきた」

　合あい図ずもなしに、勝手に相あい棒ぼうの言こと葉ばを継ついだのはラズだった。アイゼンも申し合わせたように、さらに続く。

「奴やつらは化ばけ物ものだ。そもそも生き物じゃない。なんなんだか分からない。しかもすこぶる強力だ。ちょっとでも気を抜ぬけば、あっさりとこっちの首を持っていく」

「いや、それほどでも」

「お前じゃない」

　余よ計けいな謙けん遜そんを入れたスィリーに、律りち儀ぎに言い返してから、話の腰こしを折られた沈ちん黙もくを咳せき払ばらいで濁にごし、

「……あの村に現れた精霊は、今まで俺たちが見た中でも最大の代しろ物ものさ。手て加か減げんしてどうこうなんて相手じゃあねぇぞ」

「ええと」

　困り果ててフリウは、言葉を詰つまらせた。どう説明したものか分からない。すべてを話してしまえば良いのかもしれないが、どういう形で話を進めても、話せないことに突つき当たりそうではあった──ここ数週間に、自分の身に起きた出来事。考えてみれば、あの精霊は、いや精霊使いマリオ・インディーゴは、すべての発ほつ端たんだった。

（どうしよう）

　我われ知らず、服の胸むな元もとを握にぎりしめていた拳こぶしをゆっくりと開く。

　と。

　その手を軽く、叩たたいてくる指先があった。見やると、サリオンが少し身を乗り出して、口を開こうとしている。任まかせておけ、ということなのだろうが。

　彼は、くぐもったような、低い声を発した。

「そう。あれは怪かい物ぶつだ──悪いが、君たちにどうこうできる相手じゃない」

「なんだと？」

　気け色しきばんだのは、アイゼンとラズではなく、もう一組のハンターだった。親子だという。実際に顔色を変えたのは父親だけで、少年のほうは特に関心もない様よう子すで、口を尖とがらせてあさっての方向を向いている。

　だがその父親にしろ、サリオンが視線を向けると黙だまり込んだ。大男が言葉を吞のむのを確かく認にんするための時間だろう。その一いつ拍ぱくをしっかりと置いてから、彼は続けた。

「あなたご自じ慢まんの武ぶ器きは、さっき十分に見せてもらいましたよ。あれの射しや程ていはそう長くない。そうでしょう？　ちゃんとした威い力りよくを発はつ揮きできるのは、十歩以内ってところじゃないですか？　忘れてはいないでしょうが、あの鋼はがねの精霊は空を飛びます」

　大男が、図ず星ぼしを突かれたのが傍はた目めにも知れた。顔面を怒ど張ちようさせたまま、喉のど仏ぼとけだけを上下に一度震ふるわせるのが見えた。

　相手になにも言わせないまま、サリオンが嘆息し、両手を広げる──

「だが、ぼくらには、対たい抗こう策さくがある」

「念ねん糸しか？　そんなもの、精霊相手にゃ一いち時じしのぎにしか──」

　サリオンは広げた手を、こちらに向けた。

「彼女は念糸使い。そして、精霊使いでも……ある」

「サリオン!?」

　触ふれられたような心ここ地ちで、フリウは眼めを見開いた──眼がん帯たいに覆おおわれていない右みぎ眼めだけを。口をついて出た言葉にも、喘あえぎが混じった。

「な、なに言ってんのよ。あたしのは──」

　彼の腕うでを摑つかんで抗こう弁べんするが、サリオンはまったく聞いた様子もなく、ただハンターたちを見み据すえているようだった。

　そのハンターらは、きょとんとこちらを見返してきている。

「精霊使い……？」

　ゆっくりと、アイゼンが指を上げた。その先が、こちらの頭上──くるくると回っているスィリーに向かったところで、止まる。

「……それか？」

　サリオンは即そく答とうした。

「いや。そんなのは違ちがう」

「そうかぁ……ほっとした」

「貴き様さまら、他ひ人とを指さして、それだのそんなのだの、母親に聞かれて叱しかられないと思ってないだろな」

　半はん眼がんでうめく人じん精霊のことは、とりあえず無む視しして。

　フリウはさらに囁ささやきかけた。

「サリオン──」

　が、彼はあくまで先を続けるつもりのようだった。こちらには答えないまま、足あし下もとに広げた地図を示しめし、

「精霊が隠かくれ家がにしているのは、恐おそらくこの廃はい城じようだ──明日には着くだろう」

「根こん拠きよは？」

「根拠？」

　ハンターに問い返されて、サリオンが肩かたをすくめる。

「距きよ離りと速度、かな」

「そうじゃない。なんで精霊が、その城に隠れていると分かる？」

　剣けんを抱かかえて、目つきを鋭するどくしたラズに、サリオンはそれほど時間をかけず返事を返した。

「方角はそちらで間ま違ちがいない。で、それ以上遠くに行けば、別の村のほうが近い。あの精霊の目的がなんなのかは知らないが、わざわざ遠い村を襲おそったりはしないだろう」

「……筋すじが通ってないとは言わねぇけど、あんたら、なにか知ってることを隠してるように見えるぜ？」

「君だってなにか隠してることくらいあるだろう？　子供の頃ころの恥はずかしいあだ名とか」

「…………」

　沈ちん黙もくは、ぎりぎりのところまで、険けん悪あくに傾かたむきかけたように思えた。が、なんとかそこでとどまったらしい。ラズが、音を立てて鼻息を吐はきながら、

「別にいいんだけどな」

「そちらがそう言うのなら、あんたらに従うが」

　と、こちらはアイゼン。腰を上げて、少し離れた場所にある自分たちの荷に物もつのところへと向かいつつ、言ってくる。

「その話の流れだと、どうやら俺おれたちに出番はなさそうなんだが」

「君が働かなかったとしても、君に給料を払はらうのはぼくじゃない」

　サリオンが告つげると、若いハンターも苦く笑しようした。

「違ちげぇねぇや」

　そのまま、ラズとふたりで離れていく。

　親子は、なにを言うでもなく、もう立ち去っていた。やや遠い木こ陰かげでようやく落ち着いて、寝ね床どこを作り始めている。子供のほうが、ひとりで。

　黙だまったままフリウは、その少年が手て際ぎわよく毛布を広げるのを眺ながめていた。標準よりやや瘦やせたその少年は、名乗りもせず、また誰だれも彼の名前を呼ばないため、いまだに名前も聞いていない。父親のほうは、名乗ったのかもしれない──が、よく覚えてはいなかった。さほど興きよう味みもないが。

　肩かたを叩たたかれ、我われに返る。サリオンだった。

「さ、フリウ。寝床を作ろうか」

　見上げて──見上げながらわずかに視し線せんを外して、フリウはうめいた。

「サリオン、あたし、あの精霊は、もう──」

　彼は、笑ってみせた。

「分かってる。二度とあんなものは解かい放ほうしちゃいけない。あの力に頼たよろうなんて思っちゃいけない」

　聞きながら、その言葉はどこか空くう虚きよに耳の奥おくへとこだました。彼の言こと葉ばとはまったく別のことをふと思い浮うかべる。

（サリオンは、なんなんだろう……）

　彼は、何者なのか。

　ただの辺へん境きよう警けい衛えい兵へい。恐おそらくは、もう警衛兵ではない。ほんの数週間前までは、顔も知らない他人に過すぎなかった。その彼が、突とつ然ぜん現れて、彼女を知っているという。八年前の、彼女自身すらろくに覚えていないような事じ件けんのことを持ち出して、彼がそれまで持っていたもの──平へい穏おんな生活や、仕事や、仲なか間まや、安全や、とにかくなにもかもを投げ出し、今、彼は自分といっしょにいる。

　今もまだ、赤の他人であることには違いない。あの夜、彼はこちらに手を差し伸のべてきた。思い出せなかったが、自分は、あの手を握にぎっただろうか？

（どうだったかな）

　記き憶おくが曖あい昧まいというわけではない。ただ、思い出せることと思い出せないことの差が、あまりにも極きよく端たんだった。

　なんにしろ、彼は変わらない表ひよう情じようで、あとを続けてきていた。聞いていないつもりでいたのだが、彼の言葉を理り解かいできていたことが自分でも不ふ思し議ぎではあった。

「ただの方ほう便べんだよ。とりあえず明日までに、ぼくと君だけであの精霊をどうすればいいのか考えないと……」

「うん」

　うなずきながらも。

（……そんな案、ないよ）

　考えても無む駄だだ。それは分かっていた。

　結けつ局きよくのところ、本当に精霊に対たい抗こうしようと思えば、こちらも精霊を使うしかない。精霊とはそういうものだ。

　だとすれば──

（覚かく悟ごを決めないと、いけない……）

　マリオ・インディーゴが、父を連つれ去ったのだ。取り返すためには、彼女と戦うよりほかないだろう。

　そのための、武ぶ器き。

（──に、なるの？　これは）

　眼帯の上から、閉とじた左眼に触ふれる。その指先に、どこか冷たい感かん触しよくを覚えたような気がして、フリウは肩を震ふるわせた。




「ほほう」

　いつものように、空中で器き用ようにあぐらを組んで、スィリーがつぶやくのが聞こえてきた。

遠方を眺ながめつつ、

「あれが、その城か」

　と、振ふり向いて、

「この台詞せりふ、何度目だ？」

「八回」

　フリウは即そく答とうした。

「くそっ。まただ」

　大男が、舌した打うちして毒どくづくのが聞こえてくる。左右を見回して、当たるものが見あたらなかったのか、地面を蹴けって唾つばを吐はき出した。

　その唾を避さけるようにして──というほどその大男が近くにいたわけでもなかったが、アイゼンが顔を背そむける。

「見えるのに、行けないとはな」

　若いハンターはぐったりとそううめくと、天てん上じようを──そろそろ南なん中ちゆうしようとしている太陽を見上げた。

「夜明け前から歩いて、ろくに近づけもしないうちにこの時間だ。この分だと、着くのは日にち没ぼつ以後になるぜ？」

「夜間に狩かりは無む理りだ」

　言わずもがなのことを口にしたのは、ラズだった。これも半なかばやつあたりなのだろうが、手に持っている短刀で、下草を切り払はらって道を広げながら、

「食料はなんとでもなるが、ぼやぼやしてる間にまたあの精霊が村を襲ったりすれば、あの村長、それこそ後あと金きんは払えないとか言い出しかねんぞ」

「ンなことになったら、力ずくでも──」

　と、わめき出す大男を遮さえぎるように、サリオンが声を発した。

「そこまでだ。別のルートを探そう」

「なんでまたお前ら、いちいち遠回りすんのかね。こっから行くのが一番近いと思うんだが」

　当然のような顔をして言ってくるスィリーに、フリウは嘆たん息そくした。彼が浮ういている下方を指さして、告げる。

「あたしたちは飛べないのよ」

　彼女の指先には、大地に開いた大口のように崖がけが広がっていた。その向こうに──遥はるか向こうに半分崩くずれかかった砦とりでが姿すがたを見せている。

「だが、理り屈くつに合わんぞ」

　くるくると錐きり揉もみ状じように回りながら近づいてきて、人じん精せい霊れい。

「誰も入れないような城なら、そもそも誰が建てたんだ？　地べたを這はいずるしかない哀あわれな生き物でも通れるような道があるんだろ。どっかに」

「あったのよ。地図にはね」

　うんざりと──何度も繰くり返した説明を、もう一度うめく。その地図を見下ろしながら、サリオンが続けた。

「最初に行った道がそうさ。ただ……橋が落とされていた。誰かがそうしたのか、もとから落ちていたのかは知らないけど」

「確かに、あの精霊には必要ないものだろうからな。なにしろ、飛べるんだ」

　皮ひ肉にくたっぷりに、大男が言ってくる。

「──で、どうするんだ？　昨日きのうはさぞかし頭の良さそうなことをほざいておいでだったが。当然、崖を飛び越こえる名案もお持ちなんだろうな？」

「…………」

　その沈ちん黙もく。サリオンは、恐おそらく無む視ししようとしたのだろう──が、肩をすくめると彼は崖がけ下したをのぞき込んだ。

「素人しろうとが下りられるような高さじゃない。できたとしても、ついでにまた登るとなると、それこそ何日もかかりそうだ」

「別ルートを探すしかないってわけだ。あるかないか分からんが」

「砦に入り口をふたつ作る馬ば鹿かはいないさ。で、その橋が落ちていた。見み込こみは薄うすいな」

　アイゼンとラズが、交こう互ごにぼやき始める。最後にアイゼンが、聞いてきた。

「いっそ村にもどって、あの精霊がまた襲しゆう撃げきしてくるのを待まち伏ぶせするっていうのはどうだ？　村に多少の被ひ害がいは出るだろうが」

「駄だ目めよ！」

　反射的に叫さけんでから、フリウは口をつぐんだ──が、きょとんとこちらを見つめるハンターたちに、躊躇ためらいながら告つげる。

「……人のたくさんいるところで精霊を暴あばれさせたりしたら……駄目だよ」

「それはまあ、そうだが」

　困り果てた面おも持もちで、誰かがうめく。恐らくはラズなのだろうが、地面に目を伏ふせていたため、よくは分からなかった。

「じゃあ、道を探すか」

　ざわざわと──当て場所のない不平を口に、ハンターたちが道を引き返していく。フリウもきびすを返しながら、いまだ同じ場所で浮かんでいるスィリーに声をかけた。

「行くよ」

　スィリーが言い返してくる。

「ひょっとしたらお前らも飛べるかもしれん、とか考えたけど無理か？」

「無理……いや、そうでもないかな？」

　もしかして──と思ったわけでもないが、もう一度、崖下をのぞき込む。

　風が渦うず巻まくだけの、広い空間が下方へと続いている。谷底は森になっていた。なにかの動物がいるのだろうか？　この閉とざされた世界には。

　そんなことを考えていると、スィリーが小さくつぶやいてきた。

「とりあえず試ためしてみると、人じん生せい観かんになにがしかをもたらすかもしれんな」

「その何秒後かには、人生終わっちゃうだろうけどね」

「フリウ？」

　呼びかけられて振り向くと、サリオンだった。ほかのハンターはもう姿すがたがない。

「……どうしたんだ？」

　聞いてくる彼は、奇き妙みようなほどに不安げな表情を見せていた。しばらくぽかんと見上げてから、ふと気づく──自分がここから飛び降りるとでも思ったのだろうか？　彼は。

　フリウは苦く笑しようして、というより苦笑しようとして鼻をこすってから、口を開いた。

「なんでもないよ」

「はぐれないようにしないと」

　と、彼がもと来た道を示しめして、つぶやく。フリウはうなずいて歩きかけたが──また足を止めると、声をひそめた。

「これ……やっぱり、マリオがあたしたちを近づけまいとしている、ってこと？」

「かもしれないね」

　彼もまた小声で答えてくる。

　心臓がひとつ──それまでも絶たえず鼓こ動どうを繰り返していたには違ちがいないというのに、明らかにそれまでと違うリズムでひとつ、大きく打つのを感じて、フリウは囁ささやいた。

「じゃあ、やっぱり父さんが生きていて、マリオが閉とじこめてるって──」

　が、サリオンは平静だった。静かに、優やさしい声で念ねんを押おしてくる。

「そういうことかもしれないし、もっと別の理由があるのかもしれない。希望を持ってもいいけど、期待し過ぎるのはどうかな。あの時の、彼の傷きず……ぼくには致ち命めい傷しように見えたよ」

「……あたしだって刺さされたよ」

「胸と肩かたとじゃ随ずい分ぶん違うよ。それに、君の傷でさえまだちゃんとふさがっていないだろ？　こんなところで、まともな治ち療りようなんてできるとは思えないし」

「…………」

　口をつぐむ。

　サリオンの嘆たん息そくが、耳に入った。

「ごめん。でも、君をひどく落らく胆たんさせることになりそうで、怖こわいんだ」

「分かってる……ありがと、サリオン」

　軽く頭を左右に振ふりながら、なんとかつぶやく。肩と首にのしかかる、倦けん怠たい感かんにも似た空気の重さが、ひどく煩わずらわしいようでいて、それがなくなるのもまた怖くはあった。なにも分からない。なにも決められない。肩かた越ごしに、遠く、谷をはさんだ廃はい城じようを見やる。

（見えるのに、行けない）

　そこに、答えがあるかもしれないのに。

　と、物思いはサリオンの言こと葉ばで途と切ぎれた。意い識しきをもどすと、彼はどこか口くち惜おしげにうめいていた。

「奇妙な気分だよ。生き返る死人がたくさんいるから、今回も、もしやと思ってしまう。良くないことだとは思うけど」

「え？」

　聞き返す。彼は眉み間けんの幅はばを縮ちぢめて、言い直してきた。

「ぼくが村にもどった時、黒こく衣いの死体は四人分しかなかった。あの殺し屋の死体もなかった。死体を隠すような物好きがいたとも考えにくい。じゃあ自分たちで歩いてどこかに消えたのか？　でも、あの状じよう況きようで奴らが生きていたなんて、到とう底てい信じられない」

「…………」

「あの黒衣が言ったこと、君は覚えてるかい？」

　不ふ吉きつな口く調ちようで、彼がうめく──

「運命に許されない限かぎり、決して死ぬことはない、とかなんとか……」

　その内容にも、口調にも、神経のなにかが反発を覚えた。相手の言葉をふさぐつもりで、フリウは告げた。自然と、口が尖とがる。

「そんなの……なにかの呪のろいみたい。気き味み悪わるいよ」

「そうだね。ぼくもそう思う」

　サリオンのつぶやきは、どこか、あきらめにも似ていた。




　道探しは難なん航こうした──というより、好転する材料がなにもないまま時間ばかりが過ぎた。ハンターたちの不平や、それに対するスィリーの無む駄だな茶ちや々ちや入いれなどを聞きながら、目的地への距離は一向に縮まらない。

「どうにもならんな」

　うんざりと、大きな身体からだを──特に、おかげで歩くのに余よ計けいな苦労を背せ負おい込んでいるに違いない太い肩かたを持てあまして、大男が漏もらす言葉は、ここ数時間ほとんど変わっていなかった。

「くそ、こんなもの、手間取るほどのことじゃねぇんだ、本当はよ」

「なにか名案でも？」

　意い外がいと根に持っているのか、サリオンがいつになく険けん悪あくな口調で言い返している。ハンターが即そく座ざにその喧けん嘩かを買って口を開きかけた、その時だった。

「痛いたっ！」

　短い悲ひ鳴めいが聞こえてくる。

「──ったっ、つっ……くそったれが！」

　ひととおり毒どくづいて、アイゼンが声をあげた。

「ちょっと待ってくれ。穴に……つまずいた」

「穴？」

　立ち止まりながら、聞き返す。見ると確かに、片足を膝ひざまですっぽり、小さな穴にはめたアイゼンが、苦痛に顔を歪ゆがめている。

「なんでこんなところに穴が……」

　不ふ思し議ぎそうにうめくラズに、大男が鼻で笑って告げた。

「モグラの穴だろ。ぼんやりしてるからだ」

　とりあえず、自分が一番近い──フリウはアイゼンに駆かけ寄よると、肩を貸そうとした。が、彼はこちらに気づきもしなかったようで、穴にはまったまま動こうとしない。額ひたいに、次々と脂あぶら汗あせが浮うかぶのが見えた。

「……どうしたの？」

　聞く。アイゼンは無む言ごんでかぶりを振ってみせた。

「おい──」

　さすがに異い常じように気づいて、ラズとサリオンが近づいてきた。ふたりがかりで左右からアイゼンの身体からだを支ささえると、野菜でも抜ぬくように、ハンターを穴から引っぱり上げる。

　フリウは、小さく悲鳴をあげた、穴から出されたアイゼンの足には──足の裏から甲こうへ、木の根が突つき刺ささって貫かん通つうしていた。その声につられたというわけではないだろうが、アイゼンがようやく苦く悶もんの声をあげる。

「あっ……く！」

「なんだこれは？」

　サリオンが、アイゼンの足に刺さった根に触ふれようとした。咄とつ嗟さに、告つげる。

「サリオン、触さわっちゃ駄だ目め！」

　彼の手は止まったが、背はい後ごから大男が、馬ば鹿かにするようにまた鼻を鳴らして、わめき立てた。

「安物の靴くつを履はいてっからだ。運動靴か？　木の根っこが刺さるなんざ──」

「違うわ。これ……硝しよう化かの」

「え？」

　疑ぎ問もんの声をあげたのはサリオンだった。彼に向かってうなずいて、続ける。

「硝化した木よ……これ」

　アイゼンの足に突き刺さっていたのは、硝化の森に見られる、結けつ晶しよう化かした木の根だった──これは、並なみ大たい抵ていの靴くつ底ぞこなど簡かん単たんに引き裂さいてしまう代しろ物ものではある。
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「ついてねぇ……な、くそ」

　地面に横たえられたアイゼンが、自分の足を見下ろして、憎にく々にくしげにつぶやいた。

「それなりに北上したからな。硝化の森まで、何十キロかってところだろ。森が広がってるってのは聞いてたが、こんなところまで来てるのかよ」

「よくあることなのか？」

　怖こわ々ごわと、根に視し線せんを下ろしながら、サリオンが聞いてくる。フリウは、曖あい昧まいに首を振ふった。縦たてでもなく、横でもなく。

「森が広がる時は、地下からだんだん硝化していく、っていうのは聞いたことあるけど……」

「故郷がやたらと広がってるってのは、なんだか複雑なもんだ」

　なにやら重々しく、スィリーがうめいている──

「いったいどこで懐なつかしがれって？」

「いくらなんでも遠すぎるだろう。それに、森も、時速何キロで広がってるってわけじゃないんだぜ」

　荷物を下ろし、その口の中を探さぐりながら、ラズ。彼が取り出したのは、手て袋ぶくろだった──硝化の森に入るために必要な、防ぼう護ご服ふくの手袋。それを両手にはめて、アイゼンの足を示しめすと、

「押おさえてくれ」

「あ、ああ」

　慌あわててサリオンが、アイゼンの右足を押さえつける。

「たいしたことだとは思わんな──なんにしろ、あんな精霊がここまで遠出してきた理由にはなるってもんだ。ここも硝化の森になるんだよ。商売できる土地が広がって、結けつ構こうなことじゃねぇか」

　遠とお巻まきに、腕うで組くみした姿勢でこちらを眺ながめながら、大男。少年はその隣となりでつまらなそうに、ぽっかりと地面に開いた穴を見つめている。

　フリウがそちらを見、そしてアイゼンへと視線をもどした時には、もう作業は終わっていた──短刀ほども大きさがある硝化の木と、ついでにそれを摑つかんだせいでぼろぼろに破れた手袋とを適てき当とうに捨てながら、ラズが今度は袋から救きゆう急きゆう箱ばこを取り出している。

　木の根と、そしてブーツに穿うがたれた隙すき間まからは、血の跡あとも見られなかった。というのにサリオンが慎しん重ちような手つきでそのブーツを脱ぬがすと、アイゼンの足は血まみれになっている。唇くちびるを嚙かんでしかめられていた彼の顔が、いっそうの苦く痛つうに変形した。

「もう歩けそうにはないな」

　サリオンが言うまでもなく、それは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。うなずくアイゼンのあごから汗あせが滴したたっている。

　空を見上げて──森の木々の隙間からのぞく空はもう暮くれかかっていた──サリオンが提てい案あんする。

「ここを野や営えい地ちにしよう。こうなったら焦あせっても仕し方かたないし、治ち療りようもしないと」

「すまない」

　アイゼンの声の震ふるえも、ラズに手て際ぎわよく手当てされるうちに多少は落ち着いたようだった。痛いたみが減げんじたわけではないだろうが、傷きずを受けたショックは収おさまったのだろう。

　フリウはようやく正しよう気きにもどった心ここ地ちで、アイゼンの頭のところにかがみ込んだ。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「鋭するどい傷はふさがるのも早い」

　答えてくれたのは、ラズだった。余よ分ぶんな包ほう帯たいをはさみで切って整ととのえながら、

「まあそれでも、明あ日す明後日あさつてで歩けるようになるわけじゃないけどな」

「どうするの？」

「俺たちの狩かりはここで終わりだ。帰き還かんする」

　あっさりと即そく答とうするラズに、アイゼンが抗こう議ぎしようと身を起こしかけたが、それを見み越こしたように剣けん士しは、包帯を巻いたばかりの仲なか間まの足を軽く叩たたいた──潰つぶれるような悲ひ鳴めいをあげて、アイゼンが再び倒たおれる。

　ラズは相あい棒ぼうに見えないように、こっそりこちらに向かって片かた眼めを閉とじてみせた。変な色に染そめられた髪かみが揺ゆれている。

「帰還する。油ゆ断だんしてたこいつが悪い──ま、もともと今回の狩りにはツキがなかったようだしな」

「仕方ないか」

　と、サリオン。ラズが笑いながら、

「ああ。俺らのためにここで野営する必要はない。あんたらは、狩りを続けてくれ」

「当たり前だ」

　言ってきたのは大男だったが、特に誰も相手をすることなく、そのまま聞き流された。

　サリオンが立ち上がり、もう一度聞く。

「本当に、ふたりで大丈夫なのか？」

「あんたみたいに、都会のアクセントでしゃべるような奴やつにゃ分からんかもしれないが」

　きっぱりと、ラズが告げる。

「ハンターを気き遣づかうなんざ、十年早い」

「分かったよ」

　もう既すでに先行しようとしている親子の背中を目で追いながら、サリオン。

　フリウは改あらためてアイゼンの足を見やった。魔ま法ほうのように手際よく、きっちりと包帯が巻かれている。普ふ段だん、硝化の森を歩き回っているようなハンターならばこの手の負ふ傷しようの手当ては日にち常じよう茶さ飯はん事じではあるだろうが。

「あの……」

　気き後おくれしながら、フリウはなんとか声をこぼした。アイゼンとラズが、そろってこちらを向く。彼らに頭を下げて、彼女は告げた。こっそりと、小声で、

「何回か、あたしのことかばってくれてたでしょ？……ありがとう」

　はは、と笑ったのはアイゼンだった。地面に横たわったまま、手だけあげて軽く振ふってみせると、

「気にすんな。どうせなら、あの野や郎ろうに一ひと泡あわふかせてやってくれよ」

　と──巨きよ大だいな武ぶ器きの入った荷に物もつを担かついで親子が歩いていく方向を指さす。

「分かった」

　フリウはうなずくと、立ち上がった。こちらが遅おくれたことを怪け訝げんに思ったのかサリオンが立ち止まって、きょとんとした顔を見せている。

「どうしたんだ、フリウ？」

「なんでもないよ。お礼言ってたの」

　それだけ答えると、サリオンのあとに早足でついていく──普通に歩いているとどうしても遅れてしまうため、自おのずと急ぐことになる。

（父さんと歩いてる時も、そうだったっけ）

　そんなことを思い出しながら──背はい後ごから聞こえてくる会話が、耳に入った。

「……悪かったな」

「ああ、貸しとくが、返すためのいい手があるぞ。ほら、ミメントハンター基地の、アマンダ。彼女と一ひと晩ばん、ふたりきりにしてくれりゃいい」

　ふざけんな──という声と、あと数言の口くち汚ぎたない罵ののしりとが聞こえてきたが、はっきりとは聞き取れなかった。




　その後たっぷり数分も、アマンダに関する警けい告こくは続いた──近づくな、殺す、無む理りに用を作って話しかけるな、殺す、飲めもしないくせにボトルを入れるな、殺す。いくつかの容よう疑ぎをあげられながら、とりあえず分かったのは、自分の相あい棒ぼうは存ぞん外がいに抜ぬけているということだった。彼女にちょっかいをかけているのは自分だけではないのだが、それには気づいていないらしい。

　適てき当とうに受け答えしながらラズは、話題を途と切ぎれさせないように気をつけることにした。アマンダの話題になれば相棒が発はつ憤ぷんするのは分かっていたし、それはこんな時──人里から離はなれた森の中で負傷した時には必要なことだった。アイゼンは歩けない。杖つえを作って無理に歩かせたところで、気力が保もたないだろう。自分が運んでやるしかない。

（傷が深いからな……早く医者に診みせないと。急ぐ必要があるか）

　どう急いだところで数日はかかるだろうが、思し案あんしても距きよ離りを縮ちぢめる方法はない。ラズは、手当てのために出したものをバッグに詰つめ込こむと、アイゼンに向き直った。相棒はいまだにアマンダについて、彼女と彼とが運命の夜に、いかに固く永と遠わの愛を誓ちかい合ったのかを──傍はた目めには勘かん違ちがいとしか思えない哀あわれな思い出話を続けている。

「あー、分かった分かった」

　とりあえずいったん話を遮さえぎって、ラズは相棒に手を差し出した。

「なんにしろ、いつまでも寝ねっ転ころがってんなよ。帝てい都とじゃあるまいし、歩かないでも向こうから医者がやってくるとでも思ってるんじゃないだろうな」

「分かってるよ。死ぬのなら、彼女の部へ屋やでだ」

　ぶつぶつとぼやきながら、アイゼンも起きあがろうと──

　して、こちらを見上げ、そして硬こう直ちよくするのが見えた。

　勘かんとしか言いようがない。相棒からの合あい図ずがあったわけでもなかった。が、アイゼンの察さつした危険はそのまま自分にも伝わってくる。反はん射しや的てきに身をかがめ、横に跳とぼうとした時には、しかし、足首になにかが触ふれるのを感じていた。

　同時に、転てん倒とうする。

　転がりながらも、なんとか受け身を取って跳はね起きた。自分が置いた鞘さやが視し界かいの端はしに映うつるよりも早く、手が拾い上げている。抜ばつ剣けんするまで一ひと呼こ吸きゆうもいらなかった。

　怪け我がをしたまま立ち上がろうとしたアイゼンを、突とつ如じよ現れた人ひと影かげが手しゆ刀とうで打ち倒すのが見えた。小こ柄がらな体格には似に合あわない大きな、地面に座すわっていた相棒の身体からだが一度沈しずみ込んで再び浮き上がるほどの一いち撃げき。背骨を仰のけ反ぞらせて昏こん倒とうするアイゼンを、軽く蹴け飛とばして転がし──恐おそらくこれは、邪じや魔まだったので退どかせただけなのだろうが──、こちらへと対たい峙じしてくる。

　全身、黒くろ装しよう束ぞくに身を包つつみ、顔もまた黒こく布ふを巻まいて隠かくしている。隙すき間まから覗のぞいている眼めだけが、異い様ように鋭するどく意い思しを発はつしていた。第一印象は確かで、背せ丈たけはそれほどでもない。子供ではないだろう。体格はしっかりしている。

　考えよりも、行動が早かった。抜いた剣を閃ひらめかせて、斬きりかかる。

　必殺の軌き跡せきを描えがき、白しら刃はが飛んだ。敵に逃にげ場ばを与あたえない、真ま横よこ一いち文もん字じの一いつ閃せん。が。

　黒装束の男は、飛んできた虫でも避よけるように軽く首をすくめると、あっさりと、剣の支配する領域の内側へと滑すべり込んできた。腹の下方から突つき込まれてくる拳こぶしが、いやらしいほどにゆっくりと見える。衝しよう撃げきはたった一度。骨のひとつひとつから丁てい寧ねいに砕くだかれるような痺しびれと、意い識しきの混こん濁だく。

　息をすることもできず、だが自分の口から言こと葉ばが漏もれるのを、ラズは他ひ人と事ごとのように聞いていた。

「黒こく衣い……!?」

「違ちがう」

　その声は、夢の中で聞いたのか──

「……あんな青あお二に才さいどもといっしょにして欲ほしくはないもんだ」

　意識を失うしなったラズには、よく分からなかったし、二度とそれを思い出すこともなかった。
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　第六章　トラシィ・トラップ

　　　　　（罠の道）







「……どう考えてもおかしくないか？」

　サリオンがそうつぶやいたのは、四度目の異い変へんが起こった後だった。

　なにが、といった異変とも言えない──が、なにかが起こっていることは間ま違ちがいない。

「いちいちうるせぇな、若わか造ぞうが！」

　ハンターが声を荒あららげる。

「ビクついてるから、なんでもねぇことまで気になるんだ。てめぇがどうだろうが知ったこっちゃねぇが、耳みみ障ざわりなんだよ！」

「…………」

　サリオンは黙だまったようだったが、表ひよう情じようはまったく変わっていなかった。冷ひややかに警けい戒かいの視し線せんをゆっくり左右に振ふっている。フリウは立ち止まると、彼が追いついてくるのを待った。もとよりそれほど離はなれていたわけではなかったが、手のとどくところまで近づくと、彼はそっと肩かたに触ふれてきた。耳打ちするように、囁ささやくのが聞こえる。

「気のせいかもしれないけど……危き険けんだ」

「うん」

　彼の手──包ほう帯たいの巻まかれた右手を見ながら、うなずく。

「人生に危険はつきものだ」

　例によって近くを飛んでいた人じん精せい霊れいが、つぶやきながら通り過ぎていく。

「が、危険な人生生きてる奴やつなんざ見たことないな。何な故ぜだろか」

「人生はともかくとして」

　フリウは首を傾かしげた。根こん拠きよのない不安感が、肺はいを圧あつ迫ぱくして呼こ吸きゆうを冷たくするのを感じながら。

「なんかすごく、嫌いやな感じがする」

「気のせいだと言ってんだろ!?　分かんねぇのか」

　憤ふん激げきの顔色で──ハンターがさらに声を大きくする。顔面の髭ひげに隠かくれていない部分は真っ赤に膨ふくれあがって、そのまま沸ふつ騰とうしそうにも見えた。太さで言えばちょっとした木の幹みきほどもありそうな腕うでを大きく振ふり、その拳こぶしを見せつけるようにして、あとを続ける。

「お前らみたいなのが、ことあるごとに立ち止まって腑ふ抜ぬけたことをしゃべくりあってる間にも、時間はどんどん過ぎてくんだ！　じき、日も暮くれる。どうすんだ。ここまで来て、手ぶらで帰るつもりか？」

「帰るつもりなんてないわよ」

　反はん射しや的てきに、フリウは言い返していた。

「あたしだって、この狩かりは……やめるわけにいかないんだから」

「だったら黙ってついてくるんだな」

　行く手に横たわる、巨きよ大だいな古木を蹴け飛とばしながら、大おお柄がらなハンターは言こと葉ばを切った。

　それは、数分前に、いきなり倒たおれ込こんできたものだった──彼が先行して通りがかった瞬しゆん間かんに。こんな山やま奥おくを歩いていれば、木の枝や朽くちかけた幹が割われて倒とう壊かいしてくることなど、それほど珍めずらしいことでもない。

「──だろ？」

　さほど面おも白しろくもなさそうにそう説せつ明めいして、ハンターは担かついでいる荷に物もつを改あらためて肩かたに乗せ直した。隣となりにいるその息子むすこは、なんにしろまったく興きよう味みないのか、上うわの空であたりを見回している。険けわしい視線で。

「でも」

　フリウはなんとか、食い下がろうと声をあげた。

「ちょうどあたしたちが通りかかったところで倒れてくるなんて……変じゃない？」

「人が歩けば地面が揺ゆれる。揺れれば倒れかけていたものが倒れてくる。おかしいことはないだろが？」

「一度や二度じゃないのよ？　最さい初しよのモグラの穴もそうだけど、さっきは木の根の下の地面が掘ほってあって、足引っかけて転ころぶようにしてあったし──」

「山犬が掘ったんだろ──」

「転んだ先に、わざわざ石が突き出していて、サリオンが膝ひざを折っちゃうところだったんだから」

「あれだけでけぇ木が立ってんのなら、その根で地中の石が押おし出されてきて当然だろうが」

　次し第だいに大男の眼めが、険けん悪あくにつり上がっていく。息を吸すって、そのまま──後ずさりしようにも、サリオンが背はい後ごにいるせいでそれもできなかった──フリウは続けた。

「じゃあ、さっき休もうとした小川のところで、巣すが壊こわされてて、出てきた蛇へびがうようよしてたのは？」

「毒どく蛇じやを食う獣けものだっている」

　そろそろ忍にん耐たいが尽つきたのか、ハンターが完かん全ぜんにこちらへと向き直る。今度は息ではなく唾つばを吞のんで、言葉を返すタイミングを失うしなっているうちに、背後から低い羽虫の飛ぶような音が聞こえてきた。一いつ瞬しゆんスィリーかと思ったが、それはさらに低い人間のうめく音だった。

　サリオンが、そのうめきを声へと変える。

「……どれかは偶ぐう然ぜんで、どれかは故こ意いのものなのかもしれない。すべてがそのどちらかかもしれない。なんにしろ、注ちゆう意いをすべきだと思うんですけどね」

「無む警けい戒かいに、ぼけっと歩いてるのはてめぇらだけだ」

　苦にが々にがしい眼まな差ざしで、倒とう木ぼくを見やり、

「だが、このまま進めそうにはねぇな。迂う回かいして──」

　と、大男が巨体を回して、脇わき道みちに足を踏ふみ入れた。刹せつ那なだった。

　その身体からだが消しよう失しつした。突とつ然ぜん、跡あと形かたもなく。

　悲ひ鳴めい。というより罵ば声せいか。呆あつ気けにとられた観かん客きやくを残して、ハンターの巨体は地下に吸い込まれると、派は手でな騒そう音おんを立ててどこかへ転がっていった。二、三度瞬まばたきしてから、フリウは駆かけだした──素そ知しらぬ顔をしている少年の横を通り過ぎて、大男が姿を消した脇道をのぞき込む。

　とりあえず分かったのは、育った下草によって隠れてはいたが、その道の先が急な坂になっていたということだった──ほとんど崖がけと言ってもいい。草を引きむしるように、ハンターの決して少なからぬ体重を支ささえていた靴くつ底ぞこが大きく滑すべった跡が、はっきり残っていた。さらに首を伸のばすと、数メートルほどの坂下で大男が倒れているのがうかがえた。気を失うしなっているのか、動かない。途と中ちゆうで手て放ばなしたらしい荷物が点々と散らばっている。

「……脇道に注意。基き本ほんすぎて誰だれもが忘れている」

　スィリーのつぶやきを聞きながら。フリウは、ため息をついた。




「こんなもんは、ただの偶然だ──それとも俺が、罠わななんぞに引っかかる間ま抜ぬけだとでも言いてぇのか」

　大男の身体を引き上げるのには、ゆうに一時間を必要とした。手て頃ごろな木にロープをかけ、それを伝ってハンターの少年とサリオンとが大男の身体を支えて引き上げた。転てん落らくした男が、いつまでも失しつ神しんしていたわけではない。ただ、立ち上がれないほど手ひどく腰こしを痛いためたらしい。

　少し前に脱だつ落らくしたアイゼンとそっくりの姿し勢せいで──とはスィリーでさえ、あえて口に出さなかったが──地面に寝ね転ころがり拳こぶしを振り上げて怒ど声せいをまくし立てるハンターに、サリオンの声は冷ひややかだった。

「あなたが滑すべった地面の下には、穴を掘ったような跡がありました。踏み入れたら、そこでつまずくようにね」

「だからそんなもんは、モグラの仕し業わざだっつってんだろうが！」

「もうどちらでもいいですよ。立てますか？」

「…………」

　その沈ちん黙もくは、答えと同どう意いだった。振り上げていた拳が、ぱたりとそのハンターの腹の上に落ちるのを見下ろしながら、サリオンが告つげる。

「とりあえず、荷物もなんとか回収できました。でも正直に言いますよ。あなたと装そう備び、両方を担かついで運んでいくことはできそうにありません」

「シケたもんだ」

　なんとか、威い勢せいを失いたくはなかったのだろう──激はげしい吐と息いきとともに漏もらしたハンターの声には、しかしそれほどの力も勢いも残ってはいないように聞こえた。

「こんなチャチな連中ばかりのチームで、精せい霊れいなんざ狩かれるわきゃあねぇと分かっていたさ、くそっ。俺が若い時分、硝しよう化かの森に深入りした時にゃあ、本物のプロのハンターが大おお勢ぜい集まって、どうしようもないトラブルだって楽しんでた。あの連中はどこへ行ったんだ？」

　転落した際さいに切ったのか、唇くちびるに血がにじんでいる。その味を感じたのだろう。口を指でこすり、続ける。

「あれこそ本物の連中だったんだ！　それが、くそ、こんな程てい度どのことで──」

「フリウ」

　嘆たん息そく混まじりに、サリオンはこちらに向き直ってきた。視し線せんでちらりとだけ、寝たきりの大男のほうを指し示しめしてから、

「どう思う？」

「置いてっちゃったら駄だ目めかな。あたしたちだけで進んで──」

「そうじゃなくて」

　答えかけたこちらを制せいして、サリオンがうめいた。

「やっぱり、罠わななんじゃないかな、これは」

「う～ん……」

　腕うで組ぐみして、額ひたいを押おさえる。

「でも、なんだか変な感じがするんだけど」

「変な？」

「俺にも覚えがあるぞ」

　口をはさんできたのは、スィリーだった。無む意い味みにふんぞり返ったいつものポーズそのままで上方からゆっくり下りてくると、

「妙みようにこう、胸が痛むというか、少し遅おくれた春の予感というかだな。ふと朝、目を覚さましたらむずむずそわそわと……まあ、こうしてカマキリに食われかけた経けい験けんを人に話すというのは一度きりにしておきたいところではあるが」

　当然無む視しして、フリウは続けた。訝いぶかしげに目をぱちくりしているサリオンの顔を見上げて、

「すごく無意味な気がして。だって、なんのための罠わななの？」

「なんのためのって、そりゃあ、目的地にぼくらを近づけないための……」

「罠なんかなくたって近づけないじゃない」

「あ」

　気づいたのか、サリオンが口を開けた。

　自分の言こと葉ばに説明された心ここ地ちで、フリウは何度かうなずいた。そのまま続ける。

「罠を仕し掛かける意味なんかないじゃない？　でもこんなにしつこく、仕掛けてある」

「それじゃ浅はかだ」

「うん……そうなのかもしれない」

　あの精せい霊れい使つかい──マリオ・インディーゴの姿すがたを思い浮うかべながら、口の中でつぶやく。突とつ然ぜん、硝化の森に現れた彼女。父に抱だきかかえられていた彼女。家に上がり込んできた彼女。黒こく衣いに叩たたきのめされていた彼女。負ふ傷しようした父をさらって、逃とう亡ぼうしていった彼女……

　そして、数日前に、村長の屋や敷しきに飛び込んできた彼女。

　そもそも、彼女は何者なのだ？　ふと浮かんできた疑ぎ問もんは、自分でも驚おどろくほどに新しん鮮せんだった。

（そうだ。あの子は精霊じゃないんだ）

　村に現れた精霊を狩って欲ほしい──それが、村長の頼たのみだった。そのせいかもしれない。彼女は精霊ではなく、精霊使いなのだということをどこか理り解かいできずにいた。

　精霊は、わけの分からない存そん在ざいだ。人間の理解を拒こばむ。しかし、精霊使いは同じ人間だ。行動するからには、たいてい目的がある。

（あの子が何者で、なんであんなことをしたのか……全然分からない。いろんな人が、父さんを探して村に来たけど、それも意味が分からない）

「まだ……なんにも分かってないんだ」

「フリウ？」

「あ、だから」

　思し索さくを中ちゆう断だんして、言い直す。

「これが罠なら、なにか目的があるんだと思うの。だからよく考えて──」

　と。

　目の前をなにかが通つう過かした。頭上から、足あし下もとへ。瞬しゆん間かん、スィリーかと思ったが、それよりは遥はるかに大きい。虚きよを突つかれて失った言葉を思い出そうともう一度記き憶おくを探さぐり、それよりも先に、落ちてきたものがなんだったのか見なければならないと本ほん能のうが騒さわぐのを自じ覚かくする。

　それは、遥か上方の木の上から落ちてきたもののようだった。朽ち木が倒れた衝しよう撃げきで、遅れて安定を損そこなったのだろう。

　視線を下ろして、足下を見やる。

　とりあえずフリウは、息を止めた。ほかにできることが思い浮かばない。

「……人生ってのは、いつだってそうだが」

　スィリーが、ぽつりとつぶやくのが静かに響ひびく。

「じっくりいこうと思ってると、必ずなにかが急せかすんだぁな」

　地面に落ちて転がったのは、丸い塊かたまりだった。決して重量はないのだろうが、目に入った印いん象しようはそれ以上に軽けい薄はくで、言ってしまえば益やく体たいもない代しろ物ものに見えた。

　じわりと鼓こ膜まくに触ふれるのは、低音の──そして高音に変じる──うなるような音。

　それはどう見ても、蜂はちの巣すだった。
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「逃ににげろー！」

　誰だれが叫さけんだものか。

　巣から無む数すうの黒い羽虫が飛び出すのを確かく認にんするより前に、フリウはその場から逃げ出した。




　どれほど走ったものか。

　それを測はかれるものは、破は裂れつしそうなほどに伸しん縮しゆくを繰くり返す肺はいと、跳はね回る心しん臓ぞうと、混こん乱らんして切れ切れになった記き憶おくと──つまりは、そんなものしかなかった。怒おこった蜂を振り切るほどに走ったのだから、それなりの距きよ離りを逃げたことになるだろうが。

　その間、罠にかからなかったのは運が良かったのか、あるいはかかっていたのに自覚するだけの余よ裕ゆうがなかったのか。それは自分でも分かりかねたが。ともあれ体力が尽つきて、木の陰かげにへたり込んだ時、五体が無ぶ事じだったのは間違いなかった。服の下に巻まいている包ほう帯たい──だいぶ前に黒衣に刺された傷だが──も、大きくは解ほどけていない。

　森の中が無む音おんになるなどということはあり得ない──硝化の森なら話は別だ──が、あたりはそれなりに静まりかえっていた。風の音。風による葉ずれの音。自分の呼吸。頭に上った血けつ液えきが巡めぐる脈みやく動どう。いくら鳴っても騒がしくはならないそれら静せい寂じやくの騒そう音おんの中で、フリウは地面に座すわり込こんだまま、あたりを見回した。

　ひとつ分かったことは。

　誰もいない。自分はひとりだということだった。

（どうしよう）

　逃げてきた方向を、見やる。

　空を埋うめ尽つくすほどに湧わいて出た──ように思えた──蜂たちは、どこにも見えない。

（みんなちゃんと、逃げられたのかな）

　慌あわてて飛び出してしまったため、サリオンらがどうしたのか、どちらの方向に逃げたのかすら確かく認にんできなかった。倒れたままのハンターがどうなったのかも分からない。人じん精せい霊れいは……心配しても意い味みのないことだとは分かっていたが。

　と、雑ざつ音おんに意味のある音が混じった。草を踏ふみ分ける音。

　足音に、振ふり返る──

　が。

（……よりによって）

　フリウは頭を抱かかえそうになって、思いとどまった。険けわしくなりかけた顔も眼がん帯たいに隠かくすようにややうつむき、声をかける。

「……あー……」

　もっとも、実際に喉のどを震ふるわせてから、自分が相手の名前を知らないことを思い出し、そこで口を閉じるよりほかにない。

　結けつ局きよくは、そのせいなのだろう──相手の舌した打うちを聞く羽は目めになったのは。

「お前かよ」

　吐はき捨てるような少年の声に、反はん射しや的てきに飛び出しかけた言葉はなんとか吞のみ込み、フリウは腰こしを上げた。相手は草むらから姿すがたを見せたまま、こちらを見下ろしている。

「ほかの人は？」

　聞くと、彼は襟えりのよれたシャツをうるさそうに手で整ととのえながら──そんなことをするから伸のびてしまうのだろうが──、自分の服に向けるのと大差ない眼まな差ざしをこちらにも投げてきた。自分もだが、あの場に荷物を放ほうり出してきてしまった。彼も手ぶらになっている。

　なんにしろ、答えは明めい快かいだった。

「知らねぇよ」

　ついでに、わきを向いて唾つばを吐はく。

　そのことは見なかったことにして、フリウはうめいた。

「でも、あなたのお父さん、動けなかったんでしょ？　蜂に襲おそわれたら──」

「なら、てめぇが担いで逃げりゃ良かっただろ。知ったことかよ」

「…………」

　いちいち会話が続かないのは、なにが悪いのか。具体的には、恐おそらくなにもないのだろうな、と胸きよう中ちゆうでつぶやく。きっとなにもない。ただ、理由もなにもなく深い溝みぞがあるだけだ。

（……理由があるよりたちが悪いじゃない）

　とも思うが。

「みんなと合流しなくちゃ」

「なんでそう思うんだ？」

　少年はにべもない。さっさと身を翻ひるがえすと、また茂しげみの中にもどっていこうとする。

慌てて、フリウは追いかけた。

「ち、ちょっと！　どこ行くの？」

「足手まといがないに越こしたこたぁねえだろ」

「足手まといって……」

　思い浮かんだのは、どうしてかサリオンの顔だったが──スィリーは役にも立たない代わりに邪じや魔まにもならず、あのハンターは他人であってどうでもいい──、すぐに彼の言っているのが、誰だれがどうだというわけではなく自分も含ふくめて全員のことなのだと気づく。ほとんど反射的にではあったが、フリウは声をあげた。

「あんたひとりで、なにができるっていうのよ」

「あの精せい霊れいを狩かるのさ。決まってんだろ」

　と言って彼が取り出したのは、例の水すい晶しよう檻おりだった──握にぎり拳こぶし大だいの。門は開きっぱなしで、水晶玉は自みずから純じゆん白ぱくの輝かがやを発している。

「ずっと黙って、隙すきをうかがってきたんだ。この機きを逃のがすかよ」

「あんたひとりなら、あの城に行けるってわけじゃないでしょ」

「そう思うのはてめぇらだけだ。いつまでも、落ちた橋にこだわってろよ」

「え？」

　聞き返しているうちに、少年はまた懐ふところに水晶檻をしまい込んだ。半分下がったまぶたをほんのわずかだけ余よ計けいに開いてこちらを見ると、ほとんど独ひとり言ごとのようにぼそりと、つぶやいてくる。

「浅はかだとか言ってたな」

「？」

　言っていることが分からずに見つめ返していると、彼は表ひよう情じように不ふ機き嫌げんな皮をもう一枚重ねた。

「自分で言ったことくらい覚えてろよ。罠わなだろ。誰が仕し掛かけたんだか知らねぇが、そんなに広こう範はん囲いを罠だらけにできるわきゃねぇんだ」

「う、うん……」

「じゃあどうするのかってぇと、近づいて欲ほしくないあたりに重点的に仕掛けるのさ。かえって目め印じるしみたいなもんだ。確かに浅はかだよ。賭かけてもいいが、このあたりに隠かくされた通路があるんだと思うぜ」

　手品の種でも解かい説せつするように、得とく意いげに鼻を上げる仕し草ぐさは、どこか人精霊によく似ていた。スィリーならばその口く調ちようで人生を語り、この少年はもっと実用的なことを口にする。

　それでも、フリウはうめいた。

「でも、罠なのかどうかなんて分からないし……って、そりゃ確かにあたしが言ってたことなんだけどさ。でも、なんていうか人に言われてみるとすごくうさんくさいって」

「考える必要なんかあるかよ」

　少年が即そく答とうしてくる。

「こいつは罠だよ。それも素人しろうとまるだしの、へたくそな代しろ物ものさ」

「……どうしてそう思うの？」

「あのなぁ。もの考えるのに、いちいち根こん拠きよが要いるのかよ」

　呆あきれ返ったのか、鼻を鳴らして、彼。

「一応は事故に見せかけていやがるが、あの城に近づいた途と端たんにノロマがひとり怪け我がして倒たおれた。今度は馬ば鹿か親おや父じだ。奴ら底そこ抜ぬけのうすのろだが、それでも硝しよう化かの森を歩き慣なれてるようなハンターだぜ？　不ふ自し然ぜんなんだよ。いいか？　どんなことでも、不自然なことが立て続けに起これば罠なんだ。誰かが仕組んでるのさ」

「それ、おおざっぱ過ぎない？」

　それは正直な感想だったのだが、少年は感かん情じよう的てきな反発と受け取ったらしい。さっさと打ち切ってきた。

「別にお前なんかが信じようとどうだろうと関係ねぇよ」

「……じゃあ、素人っていうのはなんで？」

「こんだけ罠にかかってるってのに、俺おれたちは全ぜん滅めつしてねぇ。間ま抜ぬけ以外のなんだってんだ？」

「それもおおざっぱだよ」

「だから関係ねぇって言ってんだろ」

（……どうすりゃいいんだろ）

　少年の吐はき捨てた言葉に、軽く頭を抱かかえる。彼くらいの年ねん齢れい──つまりは同年齢──は、どうにも苦にが手てだった。なにを話せば良いのか分からない。もっともそういった意味では、ここ数年、父以外の人間とはほとんど話したことがなかったのだから、特にこの少年だけが苦手というわけでもなかったが。

　こちらが黙っていると、それはそれで間まが悪いと感じたのか、少年は続けて言ってきた。歩きながら後ろを向いて、

「いいか、俺おれは一人前のハンターだ。あのくそ親父、俺の取り分まで当然じみた顔して自分のものにしやがるが、俺だってコツコツくすねて、水すい晶しよう檻おりを手に入れたんだ。今度の狩かりで、こいつに本物の精せい霊れいを閉とじ込めれば、俺はあいつから独どく立りつできる。あのガラクタみてぇな武ぶ器きで貴き重ちような精霊をぶっ飛ばそうとしている馬鹿親父とは違ちがうんだよ。いいか、足を引っぱるんじゃねぇぞ」

「引っぱらないけど」

　嘆たん息そく混じりに、フリウは告げた。

「あの精霊は……そんなに簡単に捕つかまえられないよ」

「なんでそんなことが分かるんだ？」

　興きよう味みを引いた──わけではないだろう。少年の声には、嘲あざけりが含ふくまれているのが知れた。やっかみから絡からんでくる無む知ちな娘むすめに対する口く調ちようと思うと、それはどうしようもなくしっくりくるように思えてならなかった。実際、彼がそう思っているのは疑いないところだろうが。

　フリウはかぶりを振ってみせた。

「だってあれは──」

　精霊使いが手て懐なずけている精霊なのだ。

　そう言いそうになって、口をつぐむ。

　説せつ明めいしたところで、この少年の返事は予想できた。考えるまでもない。つまり──関係ねぇ。知ったこっちゃねぇ。

（……この子にしてみれば、本当にどうでもいいことなんだろうね）

　軽い落らく胆たんを味付けにしながら言こと葉ばを吞のんで、フリウは独ひとりごちた。

（ハンターは、精霊の怖こわさを知らないもの）

　ハンターでない者は、精霊を恐おそれる。それはあまりに理り不ふ尽じんで、無む意い味みな存在であるから。

　ハンターはその精霊を狩る。精霊を知っている。だから恐れない──精霊の脅きよう威いを知りながら、知っているがためにその恐きよう怖ふを麻ま痺ひさせている。

　だからなのだ、ということは分かっていた。なんとはなしに、眼がん帯たいの上から左ひだり眼めに触ふれる。自分がハンターとしかつき合えないのは、彼らが精霊を恐れないからにほかならない。もっとも、

（あたしの眼の中に、どんな精霊がいるのか知ったら、ハンターたちだって同じなんだろうけどさ……）

　と。

　少年が立ち止まっていることに気づいて、踏ふみ出しかけた足を慌あわてて止める──不必要に近づくことは、なんとはなしに抵てい抗こうを感じた。が、そもそも彼はこちらのことなど気にしてもいなかったようではある。視し線せんは行く手の方向を向いていた。

「……どうしたの？」

　なにかを警けい戒かいしているらしい少年の背せ中なかに、フリウは問いかけた。しっ、と声で制してから彼が答えてくる。

「なにかいる」

「なにって？」

「……俺は鼻が利きくんだ。人の気け配はいがする」

「サリオン？」

　思わず安あん堵どして、フリウはその少年の向こうに、元警けい衛えい兵へいの姿すがたを見つけようと身を乗り出した。が、目の前に手のひらが差し込まれるのを見て躊ちゆう躇ちよする。

　少年の手に行く手を遮さえぎられ、フリウは顔をしかめて声をあげた。

「なに？」

「違う。あんな間ま延のびした野や郎ろうが、足音消して歩けるもんか」

　少年は言いながら手を引っ込めて──こちらが嚙かみ付くとでも思ったのだろうか──、さらに草むらに隠れるように体たい勢せいを低くしている。それに倣ならって身をかがめたのは、彼の声に含まれていた危き機き感かんに同どう意いできたというよりは、単たんに相手の話を聞くために視線の高さを合わせたに過すぎなかった。聞く。

「じゃあ、誰が──」

「決まってんだろ。罠を仕掛けた野郎さ」

　言うが早いか。

　彼は、草むらから飛び出していった。一いつ瞬しゆんで姿を消すと、さほどの物音もなく数秒後たった一回だけ、激はげしい衝しよう突とつの音だけが聞こえてくる。

　フリウも遅おくれて、そのあとに続いた──踏み分けた跡あとすら残っていない下草をかき分けて、恐おそらく彼が駆かけていったと思おぼしき方向へとついていく。一歩を進むごとに、驚きよう愕がくが胸の中に広がった。あの少年は、思った以上に長い距きよ離りを駆けていったらしい。そのわりには足音も足跡もなく、いつまで経たっても彼の姿を見つけられない。

　はぐれたかもしれない。と、覚かく悟ごを決めかけた瞬間、見覚えのある背中が視し界かいに入った。少年が、戦う姿し勢せいのようなものを取ったまま立ち尽くしている。右の拳こぶしに引っかかるようにして、黒い布ぬのが垂たれ下がっていた。

（黒い布……？）

　数秒前までは、少年はそんなものは持っていなかった。なにかと接せつ触しよくしたのならば、それから奪うばい取ったものだろう。黒い布を身に着けた相手から。連想するものは、ただひとつだった。

「黒衣……？」

　声が漏もれるのを止められない。と、その声に反はん応のうして、少年が振ふり向いてきた。

「なんだ？」

「あ……いえ、なんでもないの」

　手を振って、取り消す。たった一瞬のことだったが、冷ひや汗あせがかえって体温を上げていた。訝いぶかりながら少年が、手に引っかかったその黒こく布ふを足あし下もとに捨てる。

　拾い上げる気にはならなかった──それに毒どくが塗ぬってあるというわけでもないだろうが。だがよくよく見てみれば、それは数週間前に見た黒衣が着けていた装しよう束ぞくとは、まったく異なるものではあった。

　再びあたりを警戒しながら、少年が言ってくる。

「やっぱり、誰かいたぜ。すぐ逃げちまったけど、その布だけ剝はぎ取ってやった。顔に巻いてやがったんだ」

「…………」

「ちらっとだけど顔が見えた。たいした奴じゃねぇ。すぐにとっつかまえて、通路の在処ありかを吐はかせてやる」

「……あ、あのさ」

　気になって、フリウは問いかけた。

「どうして、その……あなた、だんだん……座すわってくの？」

「座ってる？　誰がだ」

　本気で気づいていないのか──

　少年は、ゆっくりと地面にひざまずきながら、そんなことを聞き返してきた。顔面に、流れるほどの脂あぶら汗あせを浮うかべている。見ているうちにも、膝ひざが震ふるえて、身体からだを支ささえられなくなっているのか、だんだんと身体を沈しずめていく。やがて地面に手を突ついて、ようやく彼も自じ覚かくしたようだった。

「な、なんだ……動け……ねぇ」

「あ、足！」

　フリウは叫さけんだ。指さして、駆け寄る。が、彼女が触ふれるより先に、彼が自分でその傷きず口ぐちを両手で包み込む。再び少年が手を広げた時、手のひらには血がついていた。

　彼のズボンに、黒い模も様ようが広がっていく。ぽっかりと、直ちよつ径けい一センチほどの穴が腿ももに開いているのが見えた。

「噓うそ……だろ？　あの野郎、武ぶ器きなんか持ってなかったのに……あの一瞬で？」

「どうしたの？」

「ほんのちょっと、触れられただけなんだ……のに、くそ、指を突き刺した？　そんなことができるのか？　くそ、くそ──」

　舌した打うちを繰くり返して毒どくづく少年に、フリウは手を差し出した。熱に浮うかされたように、彼は不ふ信しんを訴うつたえている。自分の身に起きたことに対する不信。が、かまってはいられない。

「摑つかまって。逃げないと。あ、傷の手当てが先かも……」

「そんな暇ひまあるか。敵がすぐ近くにいるんだぞ」

　半なかば以上やつあたりだろうが、凶きよう暴ぼうな光を映うつした少年の眼めがこちらを向く。それを睨にらみ返して、フリウはうめいた。

「どうしようっていうのよ」

「お前、念ねん糸し使つかいなんだろ？　だったらなんか役に立ってみろよ」

「そんなのって──」

　言い合っている暇がないことは分かっていた。彼が飛び出し、そして負ふ傷しようしてから、まだ一分と経たっていない。

　敵は近くにいる。しかも──

（マリオ……じゃないよね？）

　あの精せい霊れい使つかいの少女に、こんな手て際ぎわの良い真ま似ねができるとは思えない。そもそも、その必要もないだろう。精霊を使ったほうが手っ取り早い。

　が。

（それって、わけが分からないじゃない）

　父をさらっていったのはマリオ・インディーゴ。村に姿すがたを見せたのも彼女。それは間ま違ちがいない。

　当然、このあたりに罠わなを仕し掛かけたのも彼女だと思っていた。なにかの妨ぼう害がいがあるのならば、彼女に違いないはずだった。

「あの……」

　混乱した頭をなんとか元にもどそうと、フリウは声をあげた。苦く痛つうにうめく少年に、

「あなたをそんな目にあわせた相手って……どんな人だったの？」

「どんなもこんなも、ちらりとしか見えなかったって言っただろ」

「女の子……だった？」

「ああ？」

　その発想は、よほど意外だったのか、少年は声を裏うら返がえらせた。

「んなわけがねぇだろ。でも、そうだな。それほどでかくはなかった。おかげで油ゆ断だんしちまった……」

（誰よ）

　まったく分からない。

（ひょっとして……あたし、まったく見けん当とう違いのものを追いかけてるの？）

　なんとはなしに、地面に落ちた黒こく布ふに手を伸のばす──一度戸と惑まどいはしたものの、フリウはそれを拾い上げた。なんの変へん哲てつもない、ただの黒布に過ぎない。黒衣の仮面ではなく、無む論ろんのこと鋼こう精霊でもない。

　音が響ひびいた。

　ぞっとして、振ふり向きそうになる。が、音を立てたのは少年の身体だった。痛みと出血で気き絶ぜつしたのか、完全に倒れて呼吸だけを荒あららげている。窒ちつ息そくしないうちに、フリウはうつ伏ぶせの彼の身体を仰あお向むけに転ころがした。これで当面問題はないだろうが、止し血けつだけはしたほうがいいだろう。もっとも、そのための道具がないが。

（……せめて、はさみくらい持ち歩いてれば良かった）

　そうすれば、傷きず口ぐちの周りの布を裂さくことができる。複ふく雑ざつな装そう備びベルトを外して、彼のズボンを脱ぬがせることは難むずかしいし、そもそも気が引けた──もっとも仮にどうできたところで、傷口をふさぐあて布も包ほう帯たいもないが。

「どうすれば……」

　どうしようもなく、ただアイゼンが負傷した際さいに手て際ぎわよく手当てをしていたラズのことを思い出す。たいていのハンターならば、あの程てい度どのことはできるのだろうが。

　とりあえず、手に持っていた黒布を傷口の上にきつく縛しばり付けることにした。うわごとか、ただのあえぎ声か、意味不明のつぶやきを発している少年に告つげる──

「サリオンを捜さがしてくるね。すぐにもどるから」

　無む理りだ。

　自分の声が、自分を諭さとすのがはっきりと聞こえた。

「あんたのお父さんでも、もしかしたらアイゼンでも、ラズでもいいや……スィリーじゃ駄だ目めだけど。とにかく誰か見つけて、連つれてくるから。あたし……あたしじゃ、なにもできないから」

　なにもできない。

　実際、ここ数日──いや、そもそも生まれてからこの方かた、なにもしていないような気もする。狩かりは父に頼たよっていた。村にあの異い変へんが起こった時、助けてくれたのはサリオンだった。その後、自分を助けてくれたのもサリオンだった。今回の行こう程ていも、人についてきただけで、なにもしていない。

（なにも……）

　拳こぶしを固めて、立ち上がる。底そこ冷びえのする気け配はいと、衝しよう動どうとが背せ骨ぼねを這はい上がってくるのを感じながら。

（あたし、なにもできない）

　せめて──

　せめて、得え体たいの知れない敵がいる場所から逃げ出して、誰かを見つけてもどってくる。その程度のことはしなければならない。

　その程度のことができないのであれば、自分はいったい、なんなのか。

　駆け出す方向は、勘かんで選んだ。どのみち方向感かん覚かくは、とうに失うしなっていた──蜂はちから逃げ出した時、どちらから走ってきたのかまったく分からない。その敵とやらが、どこに隠れているのかも探さぐりようがない。すべて出で会あい頭がしらにうまくいってくれることを祈いのるしかなかった。あるいは。

「誰かー！」

　走りながら、渾こん身しんの力で叫さけぶ。

「誰か、来て！　怪け我が人にんがいるの！」

　仲間が誰か、聞きつけてくれれば──

　刹せつ那な。

　視し界かいをなにかが横切った。いや、目の前に数本の線が波打つように走るのが見えたというほうが正しいか。銀色に輝かがやく細い線が、複雑に脈みやく打うって膨ふくれあがる。フリウは咄とつ嗟さに身をかわそうとしたが、無む駄だであることは分かっていた。この線からは逃のがれられない。人間より遥はるかに速いスピードで自分の身体に巻まき付くと、余よ計けいなほどに揺ゆれていたその線が、一直線に伸のびきって弛ゆるみをなくす。

（……念ねん糸し……！）

　触ふれることも振ふり解ほどくこともできない思し念ねんの通路が、背の高い下草の向こうから彼女の身体を捕とらえていた。

　対たい抗こうは、自じ覚かく的てきなものより速かった。可か能のうな限りの速さで、自分も念糸を解とき放はなつ。念糸によって相手を捕つかまえるのには、五感は必要ない。特に、敵が自分を念糸で捕らえているのならば、その念糸を逆ぎやつ行こうして自分もまた相手を捕らえることは容よう易いだった。

　草むらの向こうに彼女の念糸が突き刺さるように伸び、そして何者かの身体を摑つかんだ感かん触しよくが──五感にではなく──伝わってくる。

（向こうのほうが先だった……ってことは、こっちがやられるほうが早い……？）

　念糸に念を注ぎ込む。そしてなんらかの結果をもたらす。それには少なからぬ意い志しの力と、ほんのわずかな時間とを要する。

　だが、それこそ迷っていられる時間などはなかった。相手の念糸が、自分の身体にどのように作用するのかは分からないが、万に一つ、それに耐たえられる可能性もないわけではない──頸けい骨こつが砕くだけても生きていられる可能性を信じるようなものだが。それでもそれを信じて、フリウは最大の力で念糸に命じた。

　結果を見ることはできないかもしれない。きつく眼めを閉とじて、力を込め続ける。草むらの向こうで、念糸の先で、相手の身体が大きくねじり上げられ、変形していく感触、その不快感に、指先が震ふるえる──

（……違ちがう!?）

　唐とう突とつに、フリウは悟さとった。まぶたを開けると、行き場を失った彼女の念糸が、あたりを漂ただよっていた。夢でも見ていたように、彼女を捕まえていたはずの念糸も消え失うせている。

　その代わりに、眼がん前ぜんに男が立っていた。

　老人だった。それほど身体は大きくない──少年の言っていたことを思い出す。傷のように鋭するどい眼まな差ざし、引き結ばれた口元。黒くろ装しよう束ぞくに身を包んだその老人は、厳きびしくこちらを見つめてきていた。

　金きん髪ぱつと白はく髪はつの中間ほどだろうか。短く刈かり上げられた髪かみは、風にも揺れない。森の中で、その老人だけが静止した絵画のように動きを止めていた。その拳は腰こしのあたりにあって、先せん端たんをこちらに向けている。

　身を固めて、フリウにできたのは、たったみっつのことでしかなかった。ひとつは、敵が自分の身体のどこに風かざ穴あなを開けるつもりなのかと心配すること──ひとつは、それに備そなえて覚かく悟ごを決めること。

　そして最後にひとつ、逃げだそうとすることだが、それはまったく間に合わなかった。老人の手の先が一いつ瞬しゆんでかき消えて、

（……死んだっ!?……）

　と思った瞬間には、右手首をひねり上げられ、身動きが取れなくなっていた。

「痛い痛い痛い！」

　悲ひ鳴めいをあげるが、老人はまったく頓とん着ちやくしない冷れい静せいな声こわ音ねで、

「わしに、お前の念糸は通じない。抵てい抗こうはするな、フリウ・ハリスコー」

「…………!?」

　脈みやく絡らくもなく名前で呼ばれ、聞き返す間もなく老人は続けてきた。

「お前には選せん択たく肢しがある。黙だまってわしについてくるか、わしに無理やり連れて行かれるかだ。どちらの道も、あの救いがたいドアホウのもとへと続いている」

「ドア？」

「ベスポルト・シックルドのことだ。ほかに誰がいる？」

　そう言って──

　老人は、手を放してくれた。







　第七章　ブレスレス・トーキング

　　　　　（誘い）







　それで結けつ局きよく、自分というのはこんなところで溺おぼれ死じにするわけだ。

　サリオン・ピニャータの、それが人生の最さい期ごに思いついた言こと葉ばだった。

　走そう馬ま灯とうというのは噓うそだ──そう思う。なにも浮うかんでなどこない。ただあるのは、冷たい水の中でもがく圧あつ迫ぱく感かんと恐きよう怖ふ、いや畏い怖ふか？　なんにしろ手足は痺しびれ、もう自分が思っていたほどに動いていなかった。単たんに、水に流れているだけなのか。頭の上に光が見える。光とともに揺ゆれる、水面みなもの裏うら側がわ。

　噓だ。そんな深さがあるわけがない……なんでこんなところで死ななけりゃならないんだ！

　憤ふん懣まんが爆ばく発はつする。もう動くまいと覚かく悟ごしていた腕うでが、新たに水を搔かきむしった。死ぬわけにはいかない。自分ひとりではないのだから、死ぬわけには。

　なにかに引き上げられた。すさまじい轟ごう音おん──あとにして思えば、それは水を割わる小さな音でしかなかったのだろうが──に押おし上げられ、首を伸のばす。喉のどが膨ふくれて、酸さん素そを求めて肺はいがあえいだ。が、多少水を飲んだせいか、うまく空気が吸すえない。咳せき込こみながら、なんとか目を開いて意い識しきを保たもとうとする。

「……ったくよ」

　聞こえてきたのは、呆あきれ果はてたような、そんな声だった。

「腰こしをやっちまった俺おれが、どうして溺でき死しする若わか造ぞうを助けられると思う？　まあそれが、ハンターだってことだ。分かったか若造」

「…………」

　その頃ころには、なんとかまともに話ができるようになっていた──これは異い常じような早さではないかと自分では思えたのだが、こちらの腕を引っぱり上げながら俯ふ瞰かんしている呆れ顔の大男の表ひよう情じようからすると、それほどのことでもなかったのかもしれない。あるいは自分の知らないうちに、かなりの時間が経たったのか。後こう者しやなのだろう。

　サリオンは、まだ下半身は川にはまったままで、なんとか身体からだの平へい衡こうを取ろうと足を突つっぱった。深度はやはり、たいしたことはない。足が着きさえすれば、水すい面めんは腰までしかなかった。顔の滴しずくを拭ぬぐって、うめく。

「……蜂はちは？」

　ようやくなんとか、臨りん死し体たい験けん前まえの記き憶おくが蘇よみがえってきていた。岸きしに寝ねそべるような姿し勢せいでこちらの腕を取っていたハンターは、鼻をこするような音を立てると、その手を放した。

「なんとかあきらめてくれたようだぜ。てめぇが水死体になる前で良かったな」

　腰を痛めて、動けなかったはずだ──

　腑ふに落ちない心ここ地ちで、サリオンは独ひとりごちた。見るとハンターは自分と同じくずぶ濡ぬれで、彼もまた川の中にいったん逃げ込んだのは間ま違ちがいない。だというのに、彼だけはさっさと岸に上がって自分のことまで助けてくれている。

（ハンター、か）

　どういう身体の造つくりをしているのかは分からないが、確かに自分とは違うらしい。

　腰が動かないのは今でも変わらないはずだ──当たり前だが。地面に寝ね転ころんだまま、大男は言ってきた。

「ほかとははぐれちまった。俺たちだけだ」

「フリウは？」

　ぎょっとして、聞く。大男は肩かたをすくめてみせた。怪け我が人にんの限げん界かいと言うべきか、前のように大おお仰ぎようにとはいかなかったようだが。

「はぐれたと言っただろ」

「はぐれたって──どっちに逃げたんだ」

「分かるかよ。俺はてめぇに担かつがれてきただけだ。むやみにぐるぐる逃げ回ってくれたおかげで、もときた方角もよく分からねぇ。地図もなくしたな？」

「……ああ」

　懐ふところを探すまでもなく認みとめて、サリオンはうなだれた。

　なんとか川から這はい上がりながら、あたりを見回しても位置の手がかりひとつない変わらぬ森の中だった。手の打ちようもない。

「最さい悪あくだ」

　水で湿しめった土に爪つめを立て、身体を引き上げ、毒どくづく。腕に入りかけた力はすぐに抜けた。浮ふ力りよくを感じながらも、体重を持ち上げられない。水に濡れた服のせいではないと、それは分かっていた。

「最悪だ。はぐれるなんて。あの子は……病人なんだ」

　それが適切な言い様であるかどうか、確信はなかったが、自分でも不ふ思し議ぎなほど口く調ちようだけはしっかりと彼はうめいた。

「ひとりじゃ、まだ自分の面めん倒どうも見られない。誰かついてないと」

「それが、てめぇか？」

　ハンターの気のない返事に、再び沈しずみかけた身体がぎりぎりで止まる。

　奥おく歯ばを摺すり合わせる不ふ快かい感かんに耐たえてから、サリオンは言い返した。

「そうだ」

　今度は、ぬめるような──だが冷たい──水から抜け出すことができた。川岸の草の上に身体からだを倒して、なんとか息を整ととのえる。疲ひ労ろうは激はげしかったが、まだ身体が動かなくなるほどではない。

　眼を開けると、大男と視し線せんが合った。

「別に、てめぇらなんぞに興味があるわけじゃないが」

　と、冷れい淡たんな相手の声に歯がみする程てい度どの体力もなく、サリオンは黙だまって聞いた。ハンターが続けてくる。

「一応聞いとくぜ。なんなんだお前らは、ハンターじゃねぇってのは、見りゃ分かるが。しかも念ねん糸し使つかいのガキかよ。わけが分からんが、ただごとじゃねえな」

「つまり、ただごとじゃないのさ」

　吐はき捨すてる。

　サリオンは上半身をひねると、なんとか起き上がろうとした──相手が殴なぐりかかってくることを警けい戒かいしてのことだったが。

　大男には、その気はないようだった。寝転がったまま、声だけ投げてくる。

「ただの狩かりのはずが、このざまだ」

　野の太ぶとい声こわ音ねは、気落ちした気け配はいよりも、うなるような険けん悪あくな響ひびきのほうが勝まさって聞こえた。

　が、いちいち口こう論ろんしている場合ではない。サリオンは濡れた髪かみに引っかかった水草を引き剝はがしながら、うめく。

「ぼくはフリウを探す。もとの場所にもどるのに手を貸してほしい。あんたを村まで運んであげられないのは悪いけど……」

「俺がいつ、あのしみったれた村にもどりたいなんぞと言ったよ？」

　ハンターはあくまで、どうとでも取れそうなぶっきらぼうな声音で言ってきた。

「それに、てめぇがあのガキを探すってんなら、俺は俺で、マデューを探してやらにゃならんからな」

「マデュー？」

「俺の息子むすこだ。名前がないとでも思ってたのか？」

　あんたに名前があるかどうかも知らなかったよ──

　口に出しかけた言葉を吞のみ込んで、サリオンは曖あい昧まいに苦く笑しようした。




　ひどく汚よごれたアルコールランプを、その老人がどこから取り出したのか。それは見なかった。恐おそらくは、どこかの隠かくしポケットなのだろうが、そもそも気を失うしなった少年の身体を抱かかえていて両手に自由はなかったはずだ──が、老人はこともなげに、そのランプをこちらに放ほうってきた。

　それを受け取ると、続いてマッチ箱が飛んでくる。そちらは受け取り損そこねた。アルコールランプの取っ手を持って蓋ふたを外し、もう一方の手でマッチ箱を拾い上げて、そこで、マッチを擦するには腕がもう一本足りないことに気がついた。

　老人のほうを見やると、彼は少年の身体を肩かたに担かつぎ直して、

「……別に、無む理りして片手でマッチを擦る必要はないわな。ランプを下に置けばいい。考えれば分かるもんだろう」

「いや、そりゃまあ、そうなんだけど」

　口ごもってフリウは、近くにあった岩の上にランプを置いた。地面から削けずり取られたような、険けわしい岩の群むれ。その隙すき間まのひとつの前に、いる。

　マッチ箱を開けると、乾かわいた発はつ火か剤ざいと焦こげ跡あとのある木もく片へんが一個入っていた。木片に慎しん重ちように発火剤をのせて、その先せん端たんを岩に擦こすりつける。

　火は一回で点ついた。その火をランプに移してから、木片のほうの炎は吹ふき消す。木片を箱にもどし改あらためて見やると、老人の姿すがたは消えてなくなっていた。

「……あれ？」

「早く来い」

　声は、岩の隙間の奥おくから聞こえてきた。

　灯あかりを穴の暗がりに注ぎ込むような手つきでランプを掲げると、そこに黒くろ装しよう束ぞくの背せ中なかがあった。外からでは分かりにくくなっていたが、地下道になっているらしい。

「ここが……あのお城に続いてるの？」

　フリウは疑ぎ問もんを声に出して聞いてみた。

　老人は振り向きもせずに、ただひたすらに感動のない答えを返してくるだけだった。

「だいぶ下ることになるぞ。わしは既すでに一往復しているからな。お前がちゃんと歩いてついてこられるのなら助かるのだがな」

「大だい丈じよう夫ぶだよ……多分」

　とはいえ、その老人の言うだいぶ、というのがどれほどのものなのか、想像がつかなかった。

（地形を考えたら、お城に行くのに邪じや魔まだった、あの谷の下をくぐるわけだから、崖がけを全部下りるよりもっと潜もぐるわけだよね。何メートルくらいなんだろ）

　それはどう考えても、ぞっとしない話ではあったが──

　老人はさらに、少年の身体からだを担いでいくという。

　改めて、その老人がきっちりと応急手当てしてくれた少年の足の傷きずを見上げて、フリウは嘆たん息そくした。

（なんなんだろ、この人……ちょっと普ふ通つうじゃないよね、どう考えても）

　考えているうちに、老人は進み始めていた。通路はすぐに下りに──かなり急な下り坂になっているらしい。すぐに老人の頭が自分の足あし下もとより下に消えていくのを、フリウは慌あわてて追った。ランプの炎ほのおが揺ゆれる。

　当たり前ではあったが、通路は真まっ暗くら闇やみだった。アルコールランプの炎は簡かん単たんには消えないだろうが、もしなにかで灯りを失えば、手て探さぐりで再び火を灯ともすことは不ふ可か能のうだろう。ランプの取っ手を両手で握にぎり直す。

　と。

　唐とう突とつに、老人が言ってきた。

「名乗ろう」

「え？」

「わしは、リス・オニキス」

「あ、あたしは──」

　自分も名乗りかけて、思い出す。この老人は自分の名前を知っていた。

　質しつ問もんに切り替かえる。

「いったい、何者なの？」

「それは、わしが何者かということかね？　それとも言こと葉ば通り、自分が何者かと聞いているのかね？」

　リスと名乗ったその老人は、なにやら面おも白しろがって、肩かたを震ふるわせたように見えた。ランプの炎が踊おどって、そう錯さつ覚かくしただけかもしれないが。

「どちらを答えれば良いものか分からんが、とりあえず、わしは……あるお方のために働いている者だ、とだけ答えておく」

「誰のため？」

「あるお方さ。聞いてどうする？」

　答えてはくれないらしい。質問を切り替えることにして、フリウは続けた。

「父さんとは、どういう関係なの？」

「ふん。ベスポルトか……戦友さ。手ひどく裏うら切ぎられたとしても、それは変わらん」

「え？」

　特別に足がかりがあるわけでもない下り坂を──しかも地下道を──下りていくためには、会話は上うわの空にならざるを得なかった。足を踏ふみ外せば、一生分は転ころがり落ちることになる。が、それでも聞くことをやめるわけにはいかない。

「父さんの、古い知り合い？」

「古い……か。たった八年だが」

　リス老人の後ろ頭は、微び動どうだにしていなかった。歩いていても、人をひとり肩に担いでいても。

　それはなんとはなしに、別の人物を連れん想そうさせた──どう考えても、似ているとは言えないが。父の歩き方によく似ている。

　今度は、リス老人のほうが聞いてきた。

「お前は、ベスポルト・シックルド打だ撃げき騎き士しのことをどの程てい度ど知っている？」

「その呼び名……村に来た殺し屋が言ってたわ」

　苦い唾つばが口こう腔くうに広がり、舌したを圧あつ迫ぱくした。

「父さんに聞いたけど、教えてくれなかった」

「ではつまり、なにも知らんということだな。奴やつは、八年前まで帝てい都とで軍ぐん籍せきに身を置いていた。軍属精せい霊れい使つかいの直ちよく護ご衛えいとして、な」

「精霊使い……」

「これは噂うわさでもなんでもないが、イシィカルリシア・ハイエンドが近きん隣りんに発はつ揮きする最さい大だいの脅きよう威い力りよくは、精霊使いの存そん在ざいだ。軍属精霊使いは、軍でも特別の待たい遇ぐうを与あたえられる。士し官かん以外の地位だ。常時、数人の直護衛を持つことが許される」

　老人の声は淡たん々たんと、解かい説せつを続けた。景け色しきを変えない地下道を進みながら、

「八年前、とある出来事をきっかけに、ベスポルトは帝都から姿を消した。帝ていは奴の地位を解かい任にんし、黒こく衣いにも放置を命じた。これは異い例れいの措そ置ちだった。軍からの脱だつ走そう者しやを咎とがめなしとしたわけだからな。だが最さい近きんになって、突然に帝はその処分を覆くつがえした」

「じゃあ父さんは、その罪で追われてるの？」

「黒衣を使ってベスポルトを捕とらえる。そのための表向きの理由は……そうだな。そういうことだ」

　淡たん泊ぱくに語っていた老人の口く調ちようが、ほんのわずかにだけ変化していた。背はい後ごからではその表ひよう情じようはのぞけないが、その口くち振ぶりは、自じ嘲ちようを含ふくんでいるようにも聞こえる。

「そして、わしが動く理由はだ」

　それは、一度は答えることを拒きよ絶ぜつした言葉であったはずだ──そのことに気づいてフリウは、背せ筋すじに冷ひえた糸が通るのを感じていた。ほんの数秒でしかない。ほんのわずかのことでしかないのは分かっているが。

　自分はそのほんのわずかを、深入りしたのだ。突然に、それを自じ覚かくする。

　扉とびらが開くように、リス老人の言葉は闇の中に広がった。静かに、染しみ渡わたるように。

「その裏うら向むきの理由を知る者のひとりとして……そうするよりほかなかったからさ」

　その声は、自嘲だとは聞こえなかった。




　地面に転がった蜂はちの巣すには、まだ蜂が群がっていたものの、大多数はどこかに出で払はらっているようだった。いずれはもどってくるのだろうか──それとも、散り散りになってしまうものなのか？　蜂の習性など、サリオンには見当もつかなかったが、肩を貸してやっているハンターに聞くのも躊躇ためらわれた。わざわざ罵ば倒とうされるために口を開くのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいうえに、重い巨きよ体たいをここまで支ささえてきてやるのに疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている。

「とりあえず、もどってこれたようだな」

　言わずもがなのことを大男がつぶやく。

「ええ」

　素す直なおに返事をしたのは──

　つまるところ、ここにもどってくるのにこの大男の記き憶おく力りよくに頼たよらなければどうしようもなかったのは間違いなく事実だったからだった。どれだけいい加か減げんに歩いているように見えても、やはりハンターであるということなのだろう。目め印じるしをひとつふたつ見つけると、たちまちに現在位置を割わり出してしまった。途と中ちゆう、罠わなに注意しながら、動けないこの男を運ぶのには手て間ま取どったが、位置を回復するのにほんの二、三時間しかかからなかったというのは舌を巻まくしかない。

　蜂の巣が落ちている近くには行けないが、荷に物もつだけは拾い集めることができた。もっとも、このハンターを含ふくめて、それを全部自分ひとりで運うん搬ぱんするのは不ふ可か能のうだろうが。

「さて──」

　蜂の羽音が聞こえないあたりにまで避ひ難なんしてから、その場に荷物を積み重ねて、サリオンは声をあげた。

「どうしたもんでしょうね。ひょっしたら、フリウたちももどってるかもと期待していたけれど」

「虫が良すぎるな」

　木の根に腰こしを下ろした体たい勢せいで、例の巨大な射しや出しゆつ兵器を準備しながら、大男がうめく。

「ガキどもの分ふん別べつなんぞ期待するな。こっちで足あし跡あとを追つい跡せきしていくほかはない」

「……できるのか？」

「少なくとも、てめぇのほうのガキのはな。まるで暴あばれ牛うしだ」

　と、男が指さした土の跡も──

　見下ろしたところで、特に靴くつの跡がはっきりしているわけでもなく、わずかに草が折れているのがうかがえた程てい度どだったが。言っている以上は、その通りなのだろう。

　サリオンは、顔をしかめながら聞いてみた。

「あなたの息子むすこさん──マデュー？　彼のは？」

「見つからねぇな。痕こん跡せきを消しながら歩いてやがるのか？　こんな時にまで。なんのつもりだかは知らねぇが」

「じゃあとりあえず、フリウなら追いかけられる？」

「恐おそらくな」

「……どうして武ぶ器きを準備するんだ？」

　気になって、問いかける。

　ハンターは、釘くぎほどもある金きん属ぞく製せいの針を束たばねたものを慎しん重ちような手つきで装そう塡てんしながら、目玉の向きだけをこちらに向けた。

「別に、罠だなんだとかいう話を真まに受けたわけじゃねぇぞ」

　負まけ惜おしみなのか、あるいは本気で強ごう情じようなのか、判はん断だんつきかねる押おし殺した声こわ音ねで、言ってくる。

「勘かんだよ。こいつが必要になる。そう思ったなら、準備だけはしておくもんだ」

「でも、その武器とあなたとは、同時に運ぶのは無む理り──」

　言いかけた言葉は。

　すっくとその場に、なにごともなかったかのように立ち上がった大男の返事の前に途と切ぎれた。

「どうした？」

　にやにやと笑えみを浮うかべるハンターに、サリオンはなんとか声を絞しぼり出した。

「……いつから自分で動けたんだ？」

「さぁな。お前さんが溺でき死ししかけてるあたりかね」

　と答えながら、武器と、そして自分とマデューの荷物とを担かつぎ上げ、大男がさらに笑みを大きくしてみせる。

「楽ができそうな時には無理をしない。そいつがハンターだ。覚えときな」

　死ね。

　声には出さず、ただサリオンは、それだけをつぶやいた。




　地下通路はひどく長かったが、単たん調ちようさが感かん覚かくを麻ま痺ひさせたのだろう。気がつけば下りの道は水平になり、そして登りに転じていた。相当にきつい道だが、登りはそれほど長くはない。せいぜいが、下りの一割ほどか。

　理由は、考えるほどのこともなかった。単に地形の問題だろう。廃はい城じようは、切り立った岩山の上に位置している。地下道の下りのように、延えん々えんと掘ほり下げられるわけがない。どれだけ急きゆう勾こう配ばいにしても、途と中ちゆう、崖がけから飛び出してしまうことになる。

　なんにしろ登りの道は、石いし垣がきで組まれた、井戸の底のような場所に突つき当たって終わっていた。垂すい直ちよくの縦たて穴あなである。はっきりと人工物と分かる、きっちり組まれた石の壁へき面めんに、鉄てつ製せいの梯はし子ごが固定されている。見上げると遠く頭上に丸い光の円が見えた。その上に空がある。

　かなりの高さではあったが、リス老人は怪け我が人にんを担かついだまま、信じられないような速いペースで登っていった。なんとか置いていかれないようについていく。と、やがて、ランプの炎ほのおが小さくなっていることに気づいた。いや、頭上が明るくなったせいで光が小さくなったように感じられただけだったが。

　出る前に、なんとなくフリウはランプの蓋ふたを閉とじて炎を消した。ランプの揺ゆれる炎ではなく、太陽の真まっ直すぐな光が視し界かいを開けてくれている。

　梯子を登り切ると、そこはやはり古井戸のようだった。そこから顔だけ出して、左右を見回す。少なくとも三方を高い石いし壁かべで囲まれ、残った一方にも細い出口があるだけだった。壁は古く、材ざい質しつが分からないほど苔こけの色に染まっている。崩くずれた破片か、地面にも同じ色の石が転がっていた。

「……着いたの？」

　聞く。老人は声を出さず、浅くうなずいただけだった。

「じゃあここが、あのお城なんだ」

　井戸の縁ふちを越こえながら、独ひとりごちる。そこは中庭のような位置になるのか。顔を上げて内側から見る限かぎりでは、壁もあちこちが崩くずれて、遠くから眺ながめた際さいに思ったほど、原形をとどめているわけではなさそうだった。大きさも、それほどはない。

「こっちだ」

　既すでに歩き出しているリス老人に促うながされ、ついていく。老人は無む駄だのない足取りで、一番近い壁の裂さけ目めから城の中へと入っていった。

　思いのほか中が明るかったのは、ところどころ天てん井じようがないせいだった──あたりを見回しているうちに、老人はまたも、いつの間にか距きよ離りを開けて先に進んでいる。彼はそのまま奥おくの部へ屋やに姿すがたを消した。

　早足になって、後を追う。自分でもなにを期待していたのか分からなかったが、目的地に着いてみて感じたのは軽い失しつ望ぼうだった。あまりにも静かで、なにもない。見た通りの、ただの廃はい城じようである。だが、

（それでも……父さんが、ここにいるんだよね？）

　胸きよう中ちゆうでつぶやくと、フリウはその薄うす暗ぐらい部屋をのぞき込んだ。この部屋には一応、屋や根ねがあるらしい。

　が、内ない装そうらしい内装はなかった。砦とりでなのだから当たり前なのかもしれなかったが──見事になにもない。ただ石造りの壁と床ゆかと天井の、四角い密みつ室しつに過ぎない。扉とびらはなかった。見ると、蝶ちよう番つがいの痕こん跡せきだけが壁に残っている。床には数枚、毛もう布ふが敷しいてあって、それは恐おそらくリス老人が持ち込んだものなのだろう。まっさらとは言えないまでも、この廃城とは明らかに年代を隔へだてて新しいもののように見えた。そして老人が、その毛布の一枚の上に、ここまで運んできた少年の身体を置いている。

　敷いてある毛布は、ひとつではなかった。そして、見覚えのある人間がふたり横たえられている。

「……え？」

　思わずうめくと、老人はこちらを向いて、言ってきた。

「先に運んでおいた。若いくせに脆ぜい弱じやくだな。まだ意い識しきを取りもどさんとは」

「アイゼン、ラズ？」

「もっとも意識がもどったところで、しばらくは身体からだが動かんだろうが」

　リス老人はそれだけ言うと、新たに横たえた少年の傷きずを診みるために、その場に座すわり込こんだ。既に一度止し血けつのための手当てはしてあるが、その包ほう帯たいを外して、また結び直す。運んでいるうちにゆるんだのだろう。

　フリウは部屋に入ると、熟じゆく睡すいしているようにも見えるアイゼンとラズのもとへと近づいた。彼らの荷に物もつもまとめて、脇わきに置いてある。このふたりともを、老人はここまで運び込んだらしい──

「あの……えっと」

　言いかけてフリウは、言葉を止めた。改あらためて言い直す。

「爺じいちゃんって呼んでいい？」

「ん？」

　意味が分からなかったのか、リス老人は妙みように整ととのった眉まゆを眉み間けんに寄よせた。

「村に、セヘクの爺ちゃんっていうのがいて、あたし、その人のこと爺ちゃんって呼んでたの。ほかに、爺ちゃんみたいな人のことどう呼んだらいいのか分からないから」

「……まあ、構かまわんよ」

　それほど気に召めしたわけではないだろうが、老人はこだわらずにうなずいてみせた。

「じゃあ、爺ちゃん。ひょっとして、ものすごい力持ち？」

「なにがだ？」

「だって、大人おとなふたりをここまで運んだんでしょ？　ひとりで」

「まあな」

　彼はもう一度うなずくと、少年の近くから一歩退ひいて、そこで居場所を整えるように姿し勢せいを正した。足を組んで床に腰を下ろしたまま、あごに手をやるような姿勢で言ってくる。

「……そこには、数日前までベスポルトが寝ていた」

「えっ？」

　不ふ意いを打つように出てきた名前に、フリウはぎょっとしながらアイゼンとラズのふたりを見やった──無む論ろん、ふたりが父に変わっていたりはしなかったが。

　老人へと向き直り、聞き返す。

「じゃあ、父さんはどこに──」

　リス・オニキスは、さほど感動もなく鼻を鳴らすだけだった。

「ふん。ここにおらん養よう父ふのほうが気になるか？　まあ、そこの若わか造ぞうなんぞお前にとっては行きずりのハンターに過すぎんのだろうが」

「そういうわけじゃ……」

　一言で勢いを消され、フリウは身を縮ちぢめてうつむいた。そのまま、老人はあとを続ける。

「昨日から、お前たちを見み張はっていたよ。あの馬ば鹿かげた罠わなを外しておこうと思って歩き回っていたら見かけたのでな」

「それで、このふたりを襲おそったの？　ふたりとも帰るところだったのに。なんで？」

「馬鹿を言え。このまま引き返して、ここに向かっている黒こく衣いどもと鉢はち合あわせしたら可哀かわい想そうだと思って保ほ護ごしてやったんだ」

　またもや、それは不意打ちだった。聞くとは思っていなかった単語に、喉のどの奥おくが絞しまるような、不快な渇かわきが突つき刺ささる。

　その渇きそのものを言葉にして吐き出すように。フリウは繰くり返した。

「……黒衣？」

「奴やつらはどこにでもいるし、どこにでも来る。当然、奴らはここに近づいてきている。日一日とな。奴らを倒たおすことはできん」

　呪のろいのようにつぶやくと、老人はあごから手を離はなした。その手を、どうするでもなく広げて、付け加える。

「奴らは怪かい物ぶつだ」

　彼の口く調ちようには確かく信しんが込められていた。それはすぐに知れる。絶ぜつ望ぼう的てきな確信が。だが。

「爺ちゃんも敵かなわないの？　あんなに……強いのに？」

　どうしても理り解かいできずに、フリウは声をあげた。

「アイゼンやラズだって。普ふ通つうの人なんかじゃないんだよ。その子──名前は聞いてないけど。その子のお父さんだって、すごい武器を持ってて」

「そんなことは関係がない」

　あっさりと、彼はかぶりを振ふってみせた。

「人は、怪物には立ち向かえない。それがこの世の決まりなのさ」

「村に来た殺し屋が、黒衣を殺してた……何人も殺したって言ってた」

「…………」

　石に化ばけたとでもいうように、老人が動きを止めた。もともと、あまり表ひよう情じように動く部分もなかったが、呼こ吸きゆうすらも止めたらしい。瞳ひとみの色が、鋭するどく温度を下げたことを除のぞけば、数秒間微び動どうだにしない。

「どうしたの？」

　聞くと、彼の石せつ化かはそこで解とけた。瞬まばたきを一度だけしてから、ゆっくりと答えてくる。

「怪物は怪物同士、殺し合う」

「どういうこと？」

「お前には関係がない」

　彼は言こと葉ばのリズムと同じく、ゆっくりと──ことさらにゆっくりと立ち上がった。それがなんのためなのかは、不ふ意いには思い浮うかばなかったが。それでも真正面からその老人の姿を見ると、その黒くろ装しよう束ぞくの身体からだが、鍛きたえ上げられた兵士のものだと感じずにはいられない。フリウは先刻の、ほんの一いつ瞬しゆんの接せつ触しよくを思い出して、我われ知らず握にぎっていた拳こぶしを解といた。

（そうだ……そういえばこの爺ちゃん、あの時、念ねん糸しを使ってた……間ま違ちがいない）

　相手の念糸を捕とらえられた時、同時に自分の念糸も相手を捕らえていたはずだった。が、気がつけば彼女の念糸は目標を失うしなって、彼に取り押おさえられていた。具体的に、どんなトリックだったのかは分からない。分からない限り、この老人は何度でも同じことができるのだろう。そんなことを意い識しきする。

「あの罠もだ」

　彼の言動は、いちいち唐とう突とつだった。分からずに視し線せんで問いかけると、老人は続けて言ってきた。

「マリオめ。黒衣への恐おそれに負けて、調子に乗ってこのあたりを罠だらけにしちまいおった。こんなつまらない罠が通用する相手でもないというのに」

「…………？」

「あいつは、自分が敵対している相手が何物であるのか分かっていない。黒衣の接近を知って、調子に乗って飛び出していったよ。倒たおせはせんと言ったのだがな。生きてもどってこられるかどうか、半々というところか」

　と、遠い目で横を向く。そうすれば、なにかが見えるとでもいうように。

「マリオにしろ、お前にしろ、精せい霊れい使つかいとしては未み熟じゆくすぎる。実じつ戦せんなど論ろん外がいだ」

「あたし……が、精霊使い？」

　意い外がいといえば、それが最も意外な言葉ではあったかもしれない。聞き返すと、老人は首を縦に振ってみせた。

「学びさえすれば、な」

　短いが嚙かみしめるようなそのひとことと、続いた滑なめらかな説せつ明めいとは、ほとんど長さに違ちがいがないように感じられた。

「ランプに火を点つけるのと同じだ。どんなことにも順序がある。戦うのなら、戦う術すべを学べ。それだけのことに過ぎん。逃にげられはせんよ」

　一いつ拍ぱく。長い一拍。息いき継つぎのためではない、思し考こうの沈ちん黙もく。

「人は、逃げられない。正体も知れぬ怪物への恐怖から。お前は、どうなのだ？」

「なんの話……？」

「養父から聞かされなんだか？」

　と、老人は唇くちびるを歪ゆがめた。

「黒衣は、人間ではない。訓練によって鍛きたえられた力、天てん性せいの能のう力りよく……そんなことを言っているのではないぞ。だがそれですら、究きゆう極きよく的てきに恐れるべき相手と比べたら、どうということはない。黒衣はしょせん人間より皮一枚分、あれに近いというだけでしかないのさ」

「そんなことは──」

　どうでもいい。聞かされた話は、すべて──結けつ局きよくのところ、どうでもいいことだ。聞きたいのは父のことだった。

　が、彼は気にした様よう子すもなく続ける。

「生きていて、最さい初しよに──そして最後に相あい対たいするものとはなにか。決して越こえることのできない壁かべとはなにか。それを知らねば、奴やつらのことは理り解かいできん」

「なにか……怖こわい、怪かい獣じゆうみたいなのがいるっていうこと？」

「未知の精せい霊れいアマワ」

　リス老人は、それだけをつぶやいた。いや、そこで言こと葉ばを切り──なにかを言いかけてやめたことは間ま違ちがいない。だが、かぶりを振ふって短い沈黙を挟はさみ、

「いつか分かる。それが……御み遣つかいの言葉だ」

　小さく付け加えてきた。内ない緒しよ話ばなしのような、小さな声。ほかに誰も聞いている者などいない。それを分かっていないわけではないのだろうが。

「理解するということは、なによりも強力な武器となる」

　彼の声は、かすれるほどに小さくなっていった。最後のつぶやきは、なんとか聞き取れるだけだった。だが、確かに聞こえた。

「分からなければ、お前は負けるだけだ」

　その何秒かの言葉。老人の暗い瞳ひとみに、震えのようなものがのぞいていた。だがそれも、その時限りのことだった。ふっと顔を上げると、彼の表ひよう情じようにあったのは平へい坦たんな平へい静せい。それだけ。

「ベスポルトはマリオが運んでいった。お前らが、あの村に現れたという夜にな。移い動どうさせたよ」

　と、静かに、

「……どこへ運んだか、教えてやっても良い。が、条じよう件けんがある。交こう換かん条件だ」

　冷たく、

「学べ」

　厳げん然ぜんと。

「精霊を御ぎよす方法をだ」

　彼の声に縫ぬい止められるように、フリウはただ立ち尽つくしていた。眼がん帯たいの下にある左ひだり眼めが、はっきり疼うずいたと感じる。それが錯さつ覚かくであると知りつつも、それは確かなことだった。




「さてもまあ、人生とは出会いと別れ。しかし、蜂はちに追われたくらいで離り散さんするこたないわけだが」

　無む抵てい抗こう飛行路から飛び出して、人じん精霊はつぶやいた。高空。というほどの高度でもないが、今までのろのろと彷徨さまよっていた森は遥はるか眼がん下か、平へい坦たんな緑の縞しまにしか見えない。風に吹ふかれ、腕うで組ぐみしながら、

「あいつらが木より目立たないってのは、今度会った時に断だん固ことして抗こう議ぎすべきかね。頭の直ちよつ径けいを三メートル、色を蛍けい光こうオレンジあたりにしといてもらえば、この高度からでも楽に見つけられるんだが……と？」

　気づいて、首を伸のばす。遠くから、なにかが飛来してくる気け配はい。

　水平方向に距きよ離りを隔へだてて、遠くから黒い点が──

　気づいた時には、轟ごう音おんを立てて通り過ぎていった。と同時に、顔面に何かがぶつかる。衝しよう撃げきはそれほどのものでもなかったが、危あやうく落下しかけてなんとか持ち直した。首を百八十度回してみると、飛行物体は谷に囲まれた廃はい城じようの方角へと飛んでいったらしい。

　精霊であったことは、間違いようがなかった──無抵抗飛行路を亜あ音速で飛べる物体が、精霊でないはずがない。視し界かいにわずかに残った姿すがたにも、見覚えがある。

　人間を中に入れた、例の鋼こう精霊だった。それが全速力で、城に飛び込んでいった。すれ違ちがいざまに、なにか液体のようなものをこちらにぶつけて。

「……おんや？」

　スィリーは、べったりと顔面に張はり付いた液体を手でぬぐった。

「妙みようにべたべたして、生なま臭ぐさく、ぬるい。人生の凝ぎよう縮しゆくのごときものではあるな。しかし、ひらたく言うとだ」

　それはすぐに乾かわき、こすると粉のように崩くずれて、簡単に剝はがれた。

「血か？　これ」

　鋼精霊が飛び去っていった方角を、改あらためて見やって──

　スィリーは、首を傾かしげた。







　第八章　ストロー・ガール

　　　　　（彼女の決断）







　ようやく見えた。

　暗くなる視し界かいに遥はるか遠く、見えたものは石いし造づくりの建けん築ちく物ぶつだった。古くなり、崩くずれかけた砦とりで。いつの時代のものだろう──百年前か？　千年前か？　高度を不安定に変えながら、彼女は薄うすれゆく意い識しきに疑ぎ問もんの泡あぶくをにじませた。寒い。精せい霊れいの鎧よろいに守られ、気温気圧の変化など感じるはずがないというのに、身体からだの震ふるえが止まらない。完かん璧ぺきな守しゆ護ごの内にあって、身体だけがゆっくりと、じっくりと滅ほろびていく。その感かん触しよくに、彼女は喘あえいだ。

　飛行経けい路ろは精霊任まかせだったが、どこへ向かっているのかは理り解かいしていた。視界の中、一向に大きくなろうとしない廃はい城じよう。いつまで飛べばたどり着くのか。安全な無む抵てい抗こう飛行路にいるというのに、落ち着かない。帰らなければ……

（死ぬもんですか！）

　胸きよう中ちゆうに、叫さけびを吐はく。

　眼がん下かに広がるのは森だった。日は暮れかかり、夕ゆう陽ひと夜の影かげとが混ざり合い、木々の濃こい緑に複雑な陰いん影えいを落としている。空から地上を見下ろすことなど見慣れていたが、それでも改あらためて美しい光景だった。浅い呼吸を繰くり返して、認める。美しい光景だった。
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　彼女は顔を上げた。

　そして、知らぬ間に眼前に迫せまっていた石造りの壁かべに激げき突とつし、意識を失った。




　崩れかけた建物を揺ゆり動かすように鳴り響ひびいたその爆ばく音おんは、瞬しゆん間かんに巨きよ大だい化かすると、すぐに消えた──すべてを壁に叩たたきつけて。暴あばれる地面を押おさえつけるような心持ちで、地面に手をつく。実際には地面が揺れたわけではなく、激突音は壁を砕くだいたにとどまったらしいと、顔を上げて、フリウは悟さとった。目の前にいるリス・オニキスは、直立したままバランスを崩してもいない。

「な……なに？」

　あたりを見回して、フリウは疑問の声をあげた。

　暗い空間に陽の光が斜ななめに差し、その輝かがやきの中を雪のように埃ほこりが舞まっている。リス老人が、小さくつぶやくのが聞こえてきた。

「……帰ってきたようだ」

　くるりときびすを返し、さほど慌あわてる様よう子すもなく部へ屋やを出ていこうとする老人の背せ中なかを追いかけて、フリウは立ち上がった。小走りになって問いかける。

「帰ってきたって、誰だれが？」

「聞き分けのない猫ねこがさ」

　彼が足を向けたのは、アイゼンやラズたちが寝ねかされている部屋を出て、すぐ隣となりの広間だった──ここもほかと同じように崩ほう壊かいしているが、先ほど見た時よりひときわその破は壊かいの程てい度どを強めている。なにか砲ほう弾だんのようなものに撃うち抜ぬかれて、壁と天てん井じようとを削けずり取られたらしい。中は瓦が礫れきと建材、もうもうたる埃で、ひどい有あり様さまになっていた。

「うわ」

　フリウは、身み構がまえてうめいた──感じたことがそのまま声になって出る。

「ひどいねこれ。でもどっかで見たことあるような感じだけど」

　既き視し感かんか。そう片づけかけて、思い出したのは数日前のことだった。村長の屋や敷しきを破壊して現れた精霊……

「マリオ・インディーゴ！」

　その時に発した叫さけびと同じものを叫んで、フリウは瓦礫の間からのぞく銀色の物体へ駆かけ寄よろうとした──破壊された広間の中へ。が、横から肩かたを摑つかまれ、動きを止める。リス老人の低い声が、制せい止ししてきた。

「精霊が興こう奮ふんしている。近寄るのはやめたほうがいい」

「え……？」

　言われて、見やる。崩れた壁や折り重なった天井に埋うもれて、そこから突つき出しているのは腕うで一本だけだった。銀色の鋼こう精霊に守られた鋼はがねの腕。そこから手て放ばなされたものだろう。近くに、同じ金属の長なが槍やりが床に突き刺さっていた。沈ちん黙もくを守っていたそれらが、一いつ斉せいに耳みみ障ざわりな振しん動どう音おんを立て始める。

（……今度は、硝しよう化かの森とおんなじだ）

　両手で耳をふさいで、フリウは独ひとりごちた。森に、マリオが現れたあの時。マリオ・インディーゴは意識を失っており、主あるじの制せい御ぎよを失った鋼精霊は主人を守るために無差別に暴れ回った。

　自由な右眼だけで周囲を見回す。逃にげるにも、ここはせますぎた。

「爺じいちゃん、外に出ないと危な──」

「ふん」

　が、リス老人は、つまらなそうに鼻を鳴らすと、

「未み達たつな連中は、いちいち騒さわぎをでかくする。くだらんよ」

「でも……」

　フリウが差し出した手は空くうを切った。もとより、なにに触ふれようと思ったわけでもなかったが。なんにしろ、老人は既すでにひとりで部屋に踏ふみ込こんで、もう手がとどかないところにいる。無む造ぞう作さな足取りで、広間の中心でうなりをあげる長槍へと近づいていき──

「爺ちゃん！」

　警けい告こくを発するつもりで、フリウは叫んだ。硝化の森での経けい験けんでいえば、鋼精霊は一いつ瞬しゆんで脈みやく絡らくなく変化する。

　長槍は、自らの発する振動音を除のぞけばそれらしい音も合あい図ずもなく、真まっ直すぐに空中に浮き上がった。瞬間、飴あめのように形状を変えて──これが基本形なのだろう──見覚えのある三角形が現れる。

　老人は気づいてもいないようだった。歩調を変化させることも、そちらを見やることもない。

　精霊にも、躊ちゆう躇ちよなどはない。

　鋼精霊がその三角形の先せん端たんを老人へと向け、そして動き出した時には、フリウは確信を持って悲ひ鳴めいをあげた。

（死んだ！）

　実際、老人の小こ柄がらな身体が両りよう断だんされ、ばらばらに砕くだけるのが見えたとすら思えた。

　が。

　瞬まばたきを一度だけ。その場に残っていたのは、悠ゆう然ぜんと歩くリスの後うしろ姿すがたと、その真横で動きを止めた鋼精霊だった。鋼精霊は空中で静せい止しし、振動音も止めている。目を凝こらすと、老人の身体から伸のびた念ねん糸しが精霊に巻まき付いているのが見えた。

「……え……？」

　拍ひよう子し抜ぬけした心ここ地ちで、フリウはうめいた。意い味みが分からなかった。老人は鋼精霊に殺されたはずなのだ。が、結果はそれを無む視ししている。

　精霊を念糸で止めることは、危険を伴ともなう──精霊もまた念の通路を逆ぎやつ行こうして術じゆつ者しやを破壊することができるからだ。が、老人はなんの痛つう痒ようも感じることはないのか、ろくに足音も立てずに瓦礫の山へと取り付いた。そこから突き出しているマリオの腕を摑むと、そのまま野菜でも引っこ抜ぬくように力を入れる。

　鋼精霊の鎧に包まれた黒髪の少女が、姿を見せた。ぐったりと気を失っている。老人は、彼女の髪を無む造ぞう作さに摑むと、それを引っぱり上げてなにかを探さぐった。マリオの耳に輝かがやいている、丸い水すい晶しようのイヤリングに、指先を触れる。

　そして、もう一方の手を、背はい後ごで静止している鋼精霊へと向けた。念糸を解とき、改めてイヤリングへと念を伸ばす。

「封ふう緘かん」

　そのたった一いち語ごが、閉へい門もん式しきであるらしい。

　イヤリングの水晶檻おりが輝きを増し、そして光を消すまで一瞬もかからなかった。同時に鋼精霊の姿がかき消える。

　放ほうり投げるようにマリオを床に手て放ばなすと、リス老人は厳きびしい眼がん光こうをこちらへと向けた。

「精霊は御ぎよせる」

　静かに言ってくる。

「わしを信じろ。わしの言こと葉ばをな」

　言葉もなく、それを聞く。

　立ち尽つくしてフリウは、老人の目を見返した。信じる……？

「……とはいえ」

　すぐに老人はこちらから目を離はなし、床に倒れるマリオを見下ろした。続けてうめく。

「精霊が、理り解かいできんことをするのも事実だ。こいつはどうして封じられんのだ？」

　彼が言っているのが、一対の鋼精霊のもう一方──マリオの鎧となっているほうの鋼精霊のことであるのは、すぐに見当がついた。リス老人はそちらも水晶檻に封じようとしたらしい。が、精霊の鎧は今でもマリオを覆おおって動こうとしていなかった。

　フリウはなんとはなしに、足音を忍しのばせて部へ屋やに入った。どやされることを警けい戒かいしながら近ちか寄よるが、リスはこちらを見もしない。

　いや、こちらが近づくのを待っていたのかもしれない。すぐ近くまで寄ると、老人がぽつりとつぶやくのが聞こえてきた。

「なるほど」

「え？」

　ひとりで納なつ得とくの声をあげる彼に、聞き返す。リスはにこりともせず、自分の手のひらをこちらに掲かかげてみせた。

　べっとりと、血で汚よごれている。

　驚おどろいて見下ろすと、マリオの鎧の隙すき間まから血がにじんでいるのが分かった。意識を取りもどさないのも当たり前かもしれない。

「どんな傷きずをつけられたのかは知らんが、深手だな。精霊が傷を押さえてくれなんだら、とっくに死んどるだろ」

　と、マリオの上半身を抱かかえ上げると、

「足を抱えてくれんかね？　引きずると、足がちぎれるかもしれんしな」

「あ……う、うん」

　冗じよう談だんなのか本気なのかは分からないが、それがあながち噓うそとも思えなかったのも事実だった──慌あわてて、マリオの鎧よろいに包まれた両足を抱だき上げる。かなりの重量を予想していたのだが、反して、精霊使いの身体は奇き妙みようなほどに軽かった。人ひとり分の重さすらないのではないかと思えるほどに。これも、鋼精霊の力なのかもしれない。

「精霊に触さわるの……なんか変な感じ」

　運び出しながら、フリウはつぶやいた。特に意味があって言ったわけでもなく、感じたままを告つげたに過すぎない。直接触ふれた鋼精霊は、冷たいわけでもなく、熱いわけでもなく、人ひと肌はだのように温あたたかいわけですらなく、肌に伝えるべき触しよつ感かんを持っていないようだった。金属なのは間ま違ちがいない。いや、金属に似ているが、それとは違う。似ているという程度にしか似ていない。重さもなく、実感もない。もっともそれは、スィリーも似たようなものか。

（精霊って、みんなこんな感じなのかな）

　実態のない無む形けい精霊は、文字通り触れることもできないが。実体化し、強大化した精霊は、すべてこうなのかもしれない。存そん在ざいしているようで、存在していない……

　と。

「未知のものに触れる時」

　リス老人が、唐とう突とつにつぶやいてくるのを、フリウは聞いた。

「最さい初しよに感じることは誰だれもが同じだ──これは本当に実在しているのかどうか」

　答えずに──なにを答えればいいのか分からずに、フリウは無む言ごんのままマリオの身体からだを運んでいった。アイゼンらが寝ねているもとの部へ屋やにもどり、空いている場所に少女の身体を横たえる。

　まじまじと見やると、蒼そう白はくになったマリオの顔はひどく危あぶなげなものに思えた。が、

「そう案ずるほどのことでもないさ」

　リス老人は焦あせる様よう子すもなく、部屋の隅すみから鞄かばんを持ち出してきた。開けっ放しの鞄から、布ぬのの切きれ端はしが見えている。鞄を床に投げ出すと、彼は指先で軽く、マリオの鎧を叩たたいてみせた。

「本当に致ち命めい傷しようなら、こいつらもわざわざ主人の亡なき骸がらを運んだりはせん。見込みがあるからここに逃にげてきたんだろうさ」

「……こいつらって、精せい霊れいのこと？」

　聞き返す。リスはうなずいた。

「とまれ、これじゃ手当てもできんな。エング、防ぼう御ぎよを解とけ」

　と、マリオに向かってつぶやく彼に、フリウは首を傾かしげた。

「爺ちゃん？」

　老人は無視して続けた。鎧に包まれたマリオの胸の上に手を置いて、聞き取りにくい低い声こわ音ねでなにかを命じている。

「……解け。お前は十分に主を守った。あとは違ちがう者の役やく割わりだ」

「爺ちゃん、精霊に話しかけてるの？」

　驚いて、フリウは声をあげた。

　リスは怪け訝げんそうにこちらを見たが、またすぐに視し線せんをもどして、

「解け」

　瞬しゆん間かん。

　マリオの身体が、小さく跳はねた。同時にあの長なが槍やりと同じように、精霊の鎧が溶とけて巨きよ大だいな三角形へと変化する。せまい部屋の限られた空間にそれが現れたほんの一瞬で、リスのつぶやきがその存在を禁じるのを聞いた。

「封ふう緘かん」

　鋼こう精霊が消える。マリオのイヤリングへと封印されて。

　鎧を失った少女の身体は、確かに手ひどく傷つけられているようだった──服がどす黒く血で汚よごれている。その汚れは、今もまだ広がりつつあるようだった。

　リス老人が、苦く笑しようしてみせる。

「己おのれの精霊を過か信しんした精霊使いの運命が、これさ」

「……爺ちゃん？」

　鞄からはさみを取り出す老人の顔には、無ぶ様ざまな精霊使いを蔑さげすむのとは別種の、自じ嘲ちようじみたものが浮かんでいるように見えた。が、それも長続きはせずに消える。無む表ひよう情じようでマリオの服を切り開くリスに、フリウは問いかけた。

「爺ちゃんも、もしかして、精霊使い？」

「精霊の制せい御ぎよをお前に教えようとするわしが、精霊使いでなかったとしたら、なんなのだね？」

「いや、それは……そうだけど」

　老人の手は休まずに、マリオの手当てを続けている。服を開いて、彼が探さぐり当てた患かん部ぶは、少女の腹だった──脇わき腹ばらに、なにかを突つき刺さしたような大穴が開いている。傷に貼はり付いて止し血けつの役を果たしていた服を剝はぎ取られて、傷きず口ぐちが再び血液を外に吐はき出すことを思い出したらしい。

　それを見下ろしていると、突とつ然ぜん、リスに手を摑つかまれた。

「えっ？」

　訊たずねる間もなく、彼にその手を無む理りやりに引っぱられる。半なかば引きずり倒たおされるように、リスはフリウの手のひらをマリオの傷口に当てさせた。冷えた血の感かん触しよくに、ぞっとしながら彼を見上げていると──

「押おさえていろ」

　老人はそれだけを言って、鞄の中から薬くすり瓶びんを何本か取り出した。

「たいした手当てができるわけではない。消しよう毒どくして、傷口を縫ぬう。こいつがどこかから盗ぬすんできた道具くらいしかないがな。まあ、ベスポルトの時はうまくいった。なんとかなるだろう」

　聞きながらフリウは、手のひらににじむ傷口の感触に肌が粟あわ立だつのを感じていた。皮ひ膚ふを剝はがされた肉に触ふれる不ふ快かい感かんが背せ筋すじを駆け上る。血の海に手が沈しずむ。悪あく夢むのような光景から目を背そむけて、彼女はうめいた。

「爺ちゃんは……自信たっぷりなんだね」

「うん？」

　それほど気にとめた様子もなく聞き返してくる彼に、フリウはあとを続けた。血の感触にではなく、忍しのび寄ってくる得え体たいの知れない悪お寒かんに、声が震える。

「ひとりで……なんでもできるしさ。迷わないし。爺ちゃんにいろいろなこと教われば、あたしも、同じようになれる……のかな」

「わしのように？　無理だな」

　あっさりと彼は言ってきた。

「なってどうする？　わしとて、後こう悔かいがないわけではないぞ」

「そう……かもしれないけどさ。でも」

「手をどけろ。消毒する」

　瓶の蓋ふたを開けて、そう言ってくるリス・オニキスの声はひどく酷こく薄はくだった。

「あとは必要ない。治ち療りようの邪じや魔まだ。血を見て卒そつ倒とうする前に、どこかに行っていろ」




　結けつ局きよくのところ、自分で決めるしかないのだ。

　殺さつ到とうしてくる言こと葉ばに、なにかを返さなければならない。

（もう自分に関かかわってはならない）

　──父の発した言葉──

（失うせろ、子供）

　──真しん紅くのマントを翻ひるがえして、赤い髪かみの殺し屋の後ろ姿すがたが発した言葉──

　そして。

（どこかに行っていろ）

　──たった今、正体不明の老人に聞かされた言葉──だ。

　なにかを返さなければならない。

　乾かわいた血にこわばった手を腹と膝ひざに挟はさんで、膝を抱かかえて座すわり込み、フリウは独ひとりごちた。森の風が心ここ地ちよい。血の臭においにむせた鼻び孔こうに、鼻薬のように効きく。

　見上げれば廃はい城じようは、巨きよ大だいな怪かい物ぶつのようにそびえている。動くはずもない、危険もなにもないはずのただの建物だが。暮くれかかった陽ひの光に、威い圧あつ的てきな影かげの濃こさを増している。

　倒れた建材のひとつ──それが城のどの部品だったのかは分からないが──に腰こしを下ろして、彼女はぼんやりと崖がけの向こうの森を眺ながめていた。昼まで、あの森の中を彷徨さまよっていたのだ。

　眼がん帯たいの上から、左眼に触れる。左肩の傷、ふさがりかけた刃は物ものの傷が、鈍にぶくうずいた。すべて、ここ何週間かで変わってしまった。ほんの数週間前までの自分は、こんな廃城のことなど知らなかった。なにも決めなくて良かった。

　なにかを返さなければならない。それを決めなければならない。

　と。

「悩なやんでいるな小こ娘むすめ。これをひとつ、小娘シンキングターイムと名付けて、俺おれの人生指針力をいかんなく発はつ揮きしてみようと思うわけだが、どうだ」

「いらない」

　即そく座ざに、フリウは告げた。いつの間にか人じん精せい霊れいが漂ただよい出て、視し界かいの前に回り込んできている。特に驚きはしなかった──はぐれはしたものの、そのうちどうせまた出てくるだろうと思っていたのだ。精霊に道どう理りを求めるのは意い味みがない。そうあるものは、そうあるものとして受け入れるしかない。

　スィリーもまた再会の挨あい拶さつもなく、当然のような口く調ちようで続けてきた。

「そうか？　人生の指針とかはあると便利だぞ。悩まんで済すむし、なにより、どーというほどもない瓦かわら石いしのごとき生き様を多少なりと見み栄ばえのするもんにしてくれっのは高たかの知れた信しん念ねんなわけで」

「だからいらないから」

　ちょろちょろとうるさく漂う人精霊を、手を振って追い払はらう。と、その手についた血けつ痕こんにスィリーが気づいて声をあげた。

「お？　血か。奇き遇ぐうだな。そいえば俺も、なにやら血まみれのものがこっちに飛んでたよーなので来てみたわけだが」

「マリオなら、向こうにいるよ」

　指さして、告げる。スィリーはそちらを向いたが、特にそれでどうということでもないのか、そのまま話題を変えてきた。

「まあ良し。ところで、日が暮くれるな」

　腕うで組ぐみして、もっともらしい口く調ちようでわけの分からない切きり替かえをする人精霊を、フリウは見上げた──スィリーにとっては、そんなものなのだろう。自分がこうして森を眺ながめていることも、人生の指針も、大おお怪け我がをしたマリオ・インディーゴも、日が暮れるということも、どれも同どう程てい度どの問題でしかない。

「日が暮れるね」

　虚むなしい味を嚙かみしめながら、フリウもつぶやいた。

　もとより、自分で決めるしかない。




「どこへ行く？」

「あ」

　多少なりと夜が更ふけてから　足音を忍しのばせて歩いていたというのに、それでも見つかってしまうものらしい。それは不ふ条じよう理りなようでもあり、当たり前のことにも感じられた──なんにしろ、背はい後ごからこともなげな口調で言ってくるリス老人を見ていると、疑っても詮せん無ないことだとは知れた。

　足を止めて言こと葉ばを探し、ようやくフリウは口を開いた。

「……マリオの手当てをしてるのかと思ったんだけど」

　老人は、にこりともせずに答えてきた。

「とっくに済すんだ。死にはしないようだ」

「そ、そう」

　口ごもる。

　近くを飛んでいたスィリーが、言い置いて通り過ぎていった。

「弁べん護ご士しどもは個人の権利とうるさいくせに、当人の許可もなく勝手に生命を延長させちまう暴ぼう挙きよが取り締しまられないのはどういうことなんだろか」

　リスは相手にしなかった──人精霊がいることを不ふ思し議ぎにも思わなかったらしい。そのまま、スィリーの言葉をなかったものとして続けた。

「意い識しきはもどっとらんが、うわごとで言っとるよ。どうやら、ミズー・ビアンカ──お前さんの言う〝殺し屋〟──と黒こく衣いがここへ近づいているらしい」

「……え？」

　ぎょっとして、聞き返す。

「な、なんで？」

　が、人精霊の言葉と同じく、老人はそれを無視したようだった──意味のない質問だったからだろう。確かに意味はない。

　改あらためて、聞いてくる。

「どこへ行くつもりだった？」

　フリウは、わずかにうつむいた。なにが後ろ暗いというわけでもなかったが。言葉に迷いながら、なんとか探さぐり当てる。

「ちょっといろいろ考えようと思って」

　言いながら、相手を見やる。

　リス・オニキスの黒くろ装しよう束ぞくは暗くなった夜空を背後に、闇やみのすべてと同化して巨きよ大だい化かしたようにも見えた。なにを語るでも、非ひ難なんするでも、叱しかるわけでもない無む表ひよう情じような眼がん光こうが、こちらを見み据すえている。

「例の通路を使う気だったのか？　灯あかりがないと通れんぞ」

　物静かに言ってくる彼に、フリウはポケットからランプを取り出してみせた。

「勝手に借りちゃった。ごめんね」

「……次からは、断ことわってから持っていけ」

　老人はそれだけ言うと、身体からだを反はん転てんさせた。廃はい城じようの中へともどりながら、

「黒衣が来ている。早いうちにここを引き払はらわなければならん。もどる気があるなら、すぐにもどってくることだ」

「……？　でも、こんなに怪け我が人にんばっかりなのに」

「全員の回復を待つわけにもいかん。精霊を使って運ぶ」

　足を止め、彼は夜空を見上げた──月を見たのだ、とフリウは気づいた。

　リスはこちらを一いち瞥べつし、告げてきた。

「真夜中にはここを発たつ。念ねんを押おしておくが、ともに来ることが、ベスポルトの居場所を教える交こう換かん条じよう件けんだ」

「……分かってるよ」

　うなずく。去りゆく老人の後うしろ姿すがたを見送って、フリウは自分も彼に背を向けた。




「どうして話題が人生のことばかりになるのかってーと、語ってもきりがない話題なんてもんが、ほかにそうそうあるもんじゃないからだぁな」

　スィリーの声を聞き流しつつ、通路から抜ぬけ出す。ランプの灯りを消すと、小さな丸い光源に慣れていた視界が夜色に染まった。が、次し第だいにすぐ、枝葉の隙すき間まから降り注ぐ月の銀光が、新たにあたりを浮うかび上がらせる。

「前に一度、俺の親しん戚せきだが、語ることをやめちまった奴やつがいてな。村中大おお騒さわぎになった。おいおい、まさかお前、人生を語りきっちまったんじゃなかろうな？　騒そう然ぜん騒然だ」

　森は静かだった。リスの話では、このあたりはマリオの仕し掛かけた罠わながあちこちにあるはずで、油ゆ断だんはできないが。昼間の経けい験けんからいけば、かなり危険な仕掛けも多かった。一応、気をつけて足あし下もとを見やる──もっとも、昼間からずっと罠を見抜けたことは一度としてなかったのだから、あてにはならないが。

　フリウは嘆たん息そくをひとつ挟はさんで、歩き出した。人精霊の声が追いかけてくる。

「だんまりを決め込むそいつに、誰も彼もが質問責めだ。だがなんにも答えやしない。騒動騒動だ。しまいには、これこそ神の降こう臨りんと担かつぎ出す奴まで出始めて、とうとうご神しん体たいにされちまった」

　急ぐわけでもないが、足が浮うわつく。どこへ向かうか見当もついてはいなかったが。適てき当とうに歩き回る以外にどうしようもないと決心をつけた。

「しかしそいつの今いま際わの際きわの一言ってーのが『いや、オチはないぞ』で、これはどうしたものかと──」

　と。

　スィリーの無む駄だ話ばなしが、そこで止まった。のみならずフリウも足を止める。草を踏ふむ音。大おお仰ぎような足音が夜の静せい寂じやくに響ひびき、気け配はいの接近を告げてくる。深い下草の向こうから、携けい帯たいランタンの灯りが近づいてくるのが見えた。

　暗い木々の陰かげの隙すき間まから、姿を見せたのはふたりの男だった。

「フリウ？　やっぱり！」

　スィリーの声を聞きつけて近づいてきたのだろう。知った顔の男は、驚おどろきと安あん堵どが混じった声で呼よんできた。

　夜気はそれほど冷たくはなかったが、喉のどの奥おくに溜たまっていたなま暖あたたかい塊かたまりに比べれば刺さすように清せい涼りようだった。その息を吞のみ込み、喘あえぐ。

「サリオン？　どうやってここに来たの？」

　不ぶ器き用ように転びそうになりながら前に進み出て、その男──サリオンが答えてくる。

「君の足あし跡あとをつけてきた。いや、まあ、あの、彼がね」

　と、彼が示しめしたのはもうひとりの男、髭ひげ面づらの大男だった。例の武ぶ器きを担かついで、相変わらず不ふ機き嫌げんに目玉をぎょろつかせている。

　その表情に、挨あい拶さつを期待していたわけでもなかったが、実際、開口一番そのハンターが発してきたのは、詰きつ問もんだった。

「お前だけか？」

「え？──あ、あの子？　あの、あのお城にいるんだけど」

「どうやって行ったんだ？」

「そこに地下道が」

「精霊は？」

「ええと、いない……かな」

「じゃあ、あいつはあの城でなにやってんだ？」

「気き絶ぜつしてる。足に穴が開いて。あ、足に穴っていえば、アイゼンとラズもあそこにいるの」

「…………」

　矢や継つぎ早ばやに一通り訊たずねてきてから、ハンターは不ふ思し議ぎそうに沈ちん黙もくした──その横で、サリオンも似たような顔をして聞いてくる。

「なにがあったんだ？　フリウ」

「ええと、どう説明したらいいのか分からないんだけど」

　困り果てて、口ごもる。と、

「ったく、ガキってのはどうしてこう、ものを説明できねぇんだよ」

　ハンターが鼻を鳴らした。その鼻の尖せん端たんにしわを寄よせて、馬ば鹿かにするように言ってくる。

「大事なことだけを言やぁいいんだ。危険はあるのか？　ないのか？　てめぇが愚おろかでそれが分からんってのなら、誰に聞きゃ分かるんだ？」

「……危険なんかないよ。あの城に黒い服着た爺ちゃんがいるけど、脅おどして締しめ上げればきっと全部説せつ明めいしてくれると思う」

「分かった」

　武ぶ器きを担かつぎ直し、地下道のほうへと去っていくハンターの背せ中なかに、フリウは舌を出した。

　ランタンを持っていたのはハンターだったため、あたりは再び自然光だけの闇やみに覆おおわれた。月光は強かったが、森の中は木々の枝が天てん蓋がいのように組み合わさり、存ぞん外がいに暗い。

　呼こ吸きゆうの音。見るとサリオンが嘆たん息そくしたらしい。彼は軽く、微笑ほほえんでみせた。

「なんにしろ、無ぶ事じで良かったよ。いろいろあったみたいだね」

「いろいろなことを学びながら転落していく。それが人生なんだが、別に学ばんでも転落していくのなら大差ないと誰も気づかないのが不思議だと思わんか？」

「あんたちょっと黙だまっててよ」

　割わり込こんで話し出したスィリーに、フリウは告げた。人精霊が素す直なおにうなずいてくる。

「分かった。いいと言うまで口をきかん」

「あのね、サリオン──」

「それは『いい』と同じ意味かどうか聞いてもいいか？」

　間かん髪ぱつ入れずに聞いてくる。

　人精霊に、フリウは無む言ごんのままポケットから取り出した輝かがやく球体を押おしつけた。ふっと光が消え、そしてスィリーの姿すがたも消える。

　手にした球体の中で蠢うごめく緑色の靄もやを確かく認にんしてから、彼女は水すい晶しよう檻おりをポケットにもどした。これもあの少年の持ち物を無む断だんで借りてきたのだが、思った通り役に立った。

「これ、便利かも」

　つぶやきながら、サリオンへと向き直る。元警けい衛えい兵へいの青年は、じっと言こと葉ばを待ってくれていたようだった。彼を見上げて、フリウは口を開いた。

「話したいことがあるの」




「じゃあ、君の父さんは……生きているわけだ」

　一通りのことを話し終えて、サリオンのうめいた口く調ちようには、どこか複ふく雑ざつなものが混じっているように聞こえた──それがなんなのかは分からないが。こちらの視し線せんに気がついたのだろう、はっとしたようにこちらを向くと、

「おめでとう、でいいのかな。それで彼はどこにいるんだ？」

「教えてもらえなかったの。教えて欲ほしければ、その爺ちゃんとかマリオと、いっしょに来なくちゃ駄だ目めだって」

「ふうむ」

　彼は口元を押さえて、そのまま黙り込んだ。獣けもの道みちの脇わきの、土手のようになった土の塊かたまりの上に、並ならんで腰を下ろしている。虫の声が、それほど遠くもなく聞こえた。背はい後ごの茂しげみの中に巣すでもあるのだろう。

　もう話せることがなくなって、フリウは彼の言葉を待った。小さくかぶりを振って付け加える。

「……分かんないの。どうしたらいいか。自分で決めなくちゃいけないんだろうけど、でも」

「ぼくが反対だと言ったら、それを聞くのかい？」

　囁ささやくように言ってきた彼の言葉に、フリウは出しかけた声を吞のんだ。彼はこちらを見ずに、あとを続けた。

「ぼくの意い見けんは変わらないよ。国こつ境きようを越こえて逃にげるのが一番だと思う。ベスポルトの探たん索さくなら、向こうで人を雇やとって、それにさせればいい」

「サリオン……」

「ベスポルトが帝てい都とに運ばれたんでもない限り、それほど難しいことじゃないだろう。ぼくも一応警けい衛えい兵へいだったから知ってるけど、辺境はアスカラナンのスパイだらけだよ。つまりは、潜せん入にゆうできるし、脱だつ出しゆつできるんだ」

　呼びかけを無む視しして、彼はなにかの手本でもそらんじるようにそう言った。が、言い切ったところのわずかな隙すきに、フリウは彼の袖そでを摑つかんで引いた。声をあげる。

「父さんは、きっと──その帝都に行くつもりなのよ！」

　サリオンの目が、こちらを向いた。完全に振ふり向いたわけではなかったが。

　後ろ暗い心ここ地ちで、フリウはつぶやいた。

「多分、そうなんだと思う。もう二度と会えないって、そう書いてあったの」

「彼の手紙に？」

　問い返してくるサリオンに、フリウはうなずいた。

　彼が、苦く笑しようのようなものを浮うかべるのが、月の光とその影かげの隙間にのぞく。彼は、こちらには見えないと思ったのだろうか。

「帝都……イシィ・ハイエンドには黒こく衣いがいる。こちらから出頭するというのは、合理的ではないよ。そうだろう？」

「分かんない」

　フリウは、うつむいて両手の中に顔を埋うずめた。うめく。

「分かんないよ……どうしたらいいのか分かんない」

「悩なやんでいるうちは、分からないだろうね。分からないから決められないんじゃないよ。決めたあとに、分かるんだと思う」

　サリオンの声は、いつになく冷れい淡たんだった──そう聞こえた。隣となりで動いた気け配はい。立ち上がったのだろう。顔を上げると、彼の背せ中なかが見えた。

「サリオンは、もう決めたの？」

　問いかけると、彼はそのまま答えてきた。

「そうだね。君がなんと言おうと、それに反対して国境越ごえを勧すすめる」

　なにかに背中を押おされたように。フリウも立ち上がった。跳はね上がったといったほうが近いかもしれない。その勢いのまま、声をあげる。

「なんでよ！」

　喉のどになにかが詰つまり、声がかすれた。が、詰め物は言葉を押しとどめる役には立たなかった。

「どうしてサリオンが、あたしのことを決めるのよ！」

　彼は答えてこなかった。こちらを向きもしなかった。立ち上がっても、伸び上がっても、まだ彼の背の高さに足りない。
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　振り向かない彼を見上げて話すのは、天に向かって叫さけぶのにも似ていた。

「サリオンは……あたしが、どこへ行くって言っても、なにをするって言っても、いっしょにいてくれるの？　そんなことは、できないでしょ。どんなに優やさしくしてくれたって、サリオンは、あたしの父さんじゃないもの」

　胸に手を当てる。激はげしい鼓こ動どうを期待していたのだが、心臓は思いのほか冷淡だった──のみならず、身体からだ中じゆう悪お寒かんに震えている。

　彼が振り向いた。目に見えて、どうという表ひよう情じようを見せてくれたわけではない。だがその無表情さが、なによりも肌を粟あわ立だたせた。自分が、今まで開けずにいた箱を開けてしまったのだと気づかせた。

　だが、だからといって途と中ちゆうで止まるわけでもなかった。続ける。

「あたしは、逃げられないよ。どこまで逃げたって、逃げられないって分かるもの」

　彼から目をそらしてしまったため、彼の表情は見えなくなった。うつむいて、フリウはさらに声を大きくした。

「サリオンだって、結局、昔あったことから逃げられなかったから、あたしの前に現れたんでしょう？　自分で、そう言ってたくせに。あたしには逃げろなんて、そんなこと押しつけるのはずるいよ！」

　そろそろなにかを言って欲しい──

　沈ちん黙もくを続けるサリオンにそう願いながら、その言こと葉ばを自分が聞きたいのかどうか、それは自信が持てなかった。数秒。数十秒。数分。あるいは、数分ほどにも思えた数秒でしかなかったかもしれないが。

　だが彼からはなにもなかった。耐たえきれなくなって、フリウは口を開いた。

「八年も前のことなんて、あたしよく覚えてもいないの。許してくれなんて言われたって、なにをどう許したらいいのかも全然分かんないよ……」

　足から力が抜ぬけたが、へたり込むことはなかった。が、膝ひざが震えているのは見えた。

「いろいろ助けてくれて、感謝してる。でもサリオンがあたしになにをして欲しいのか、なにを言ってもらいたがってるのか、分かんない」

「ひとつ噓うそをついた」

　唐とう突とつに聞こえてきたサリオンの声は、予想もしていない言葉だった。不ふ意いを突つかれる形で、顔を上げる。彼は笑っていた──いや、苦く笑しようになにかを隠かくしている、そう見えた。

「え？」

　聞き返すと、彼は嘆たん息そくしてみせた。疲つかれたように、言ってくる。

「決めたつもりでいたって、本当は分からないことだらけだ。ぼくだって、これからどうしたらいいのかなんて分からないよ」

　と、こちらを真まっ直すぐに見つめ直して、

「ぼくの贖しよく罪ざいのために生きてくれなんて思ってない……そこまでぼくは図ずう々ずうしくない」

　それほどわたしは図々しくない。

　父も手紙でそう言っていた。

　だが逆に言えば、紛まぎれもなく彼らは自分になにかを望んでいる。

　サリオンの顔を見返しながら、フリウは胸きよう中ちゆうでつぶやいた。

（リス爺じいちゃんも、あたしになにかをさせようとしてる）

　咳せき払ばらいの声が聞こえてきた。振り向くと、まるでこちらの心を読んだようなタイミングで、茂しげみから黒くろ装しよう束ぞくの老人が姿を見せる。

「爺ちゃん」

「盗ぬすみ聞ぎきをわびるつもりはないぞ。話の向き次し第だいでは、飛び出して拉ら致ちせにゃならんかったからな」

　実際、悪びれない調子でリスはそう言ってきた。服についた葉や汚よごれをはたき落としている。虫の巣すを突つっ切ってきたのか、何なん匹びきかくっついているのが見えた。

「彼が……？」

　サリオンが、聞いてくる。フリウはうなずいた。と、思い出して、訊たずねる。

「爺ちゃん、さっき髭ひげ生はやしたでっかい人とすれ違わなかった？」

「知り合いか？　変に脅きよう迫はくめいたことを言ってきたんで大人しく寝ねかしつけておいた。なにか妙みようなことを吹ふき込こんだんじゃないだろうな」

「さあ？」

　空そらとぼけて、あさってのほうを向く。

　真夜中ではないが、もう真夜中がそれほど遠くない時間になっているのだろう。リス・オニキスが、飾かざり気けもなく聞いてくる。

「それで、結けつ論ろんは出たか？」

「行く」

　フリウは、ゆっくりと向き直って、告げた。

「あたしを精霊使いにして。爺ちゃん」







　エピローグ







　マデュー・マークスは目を覚さまして、そしていつものように跳はね起きた。目覚めれば、寝床から飛び出すのに躊ちゆう躇ちよするのは時間の無む駄だだ──その信念が変わることはない。だが飛び起きてから、腿ももに走った激痛に悲ひ鳴めいをあげて転倒する。怪け我がをしたことを思い出したのは、たっぷり数秒ほどうめいてから後のことだった。

（そうか……くそ、あの黒ずくめにやられたんだっけか）

　勝ったと思ったのだが、負けていた。こんなことは今さら初めてというわけでもないが。

　痛みは慣れれば、歩けないこともなかった。傷きず口ぐちに完かん璧ぺきと思える手当てもしてある。あの眼がん帯たいの娘むすめがやったのか──と思いかけて、彼は鼻で笑った。あり得ない。あれはなんにもできない素人しろうとだ。なにもできない素人は、誰だれにでもできそうなことすらなにもできない。ハンターのことわざを信じれば、そういうことになる。もっとも。

（ま、悪人じゃなかったようだが）

　あの少女の顔を思い出し、それだけは加点しておく。記憶にあったのは、意識が途と切ぎれる前──こちらをのぞき込む、混乱したあの娘の顔だった。あれは傑けつ作さくだった。気を失わなければ、もう少し見ていたかったが。

（しかし、どうなったんだ？）

　彼はなんとか身体からだを起こすと、首を左右に振ふった。夜。空を丸ごと暗くするトリックでもないのなら、疑いなく夜なのだろう。森の中だった。はっきりとした位置は頭に浮かばない。見覚えのある地形──星の形、遠くに見える丘きゆう陵りようのシルエットからでもなにか手がかりを得られないか、見える風景を観察する。曖あい昧まいな結論ではあったが、ひとつの安心は得られた。さほど離れてもいないところから、覚えのある大いびきが聞こえてきている。父親のものだった。地形からはなにも分からなかったものの、近くにあのろくでなしがいるらしい。

（安心？　なんでだ）

　舌打ちして、つまらない感想を持ってしまったことを叱しつ咤たする。あの男を頼りにするなどとんでもない。自分は自立したハンターなのだから。

　よくよく見回してみれば、ほどなくあのいけ好かない若いハンターふたりに、もっといけ好かない素人の男の姿もあった。毛布にくるまって眠ねむっている。安あん眠みんしているのか、なにか打だ撲ぼく傷しようでも負って気絶しているのか、半々くらいのようだった。空からの毛布がひとつある。そして、いけ好かないというほどでもない娘の姿はない。

　マデューは、一番離れたところに転がっている父親のところへ近寄った。大の字になって眠っている彼の、脂あぶらぎった鼻の先端をつまんでやって、いびきを止める。一瞬の静せい寂じやくに、泣き声が聞こえてきていた。

（こんなこったろうと思ったぜ。ったく）

　ホームシックだろう。

　そうに決まっている。やはりいけ好かない部類に成り下がったその娘の姿を探そうと思ったのは、好奇心のようなものだった。マデューは父親らのいる場所から歩み出ると、かすかな泣き声を頼たよりに進んでいった。山の中を、泣いた子供がそれほど歩けるはずがない。それほどの困こん難なんもなく、マデューは娘の後ろ姿を探り当てた。

　泣いている。泣き声が聞こえているのだから、当たり前だが。地面にうずくまり、肩かたを震ふるわせて嗚お咽えつしている。

　理由など知りようもないし、知る気もなかった。ただ、娘は泣いている。こちらに気づくこともなく泣いている。

　と。

「よぉ」

　いきなり呼びかけられる。

　マデューは驚きよう愕がくして、後ずさりした。思っていた以上に、娘にばかり注意し過ぎていたのかもしれない。気づかなかったがすぐそばに、あの人じん精せい霊れいが飛んでいた。

　捕まえるチャンスだった──が、懐ふところに手を入れても、なぜか水すい晶しよう檻おりがない。わけが分からず身体からだ中のポケットを叩たたいているうちに、人精霊が続けて言ってくる。

「夜に泣く。誰もが泣く。人生は秘密ばかりだ。だが誰かに知ってもらわないことには秘密も価値はないものだわな。そう思わねっか？」

「……泣かねぇよ、ハンターは」

　水晶檻は、どこかに落としてしまったらしい。あるいは倒された際に奪うばわれたのだろう。人精霊の戯ざれ言ごとよりも、そのことのほうが気がかりだった。何度も舌打ちして、地面を蹴ける。

　人精霊は青い羽をゆったりと上下させつつ、風と同じ軽さで空気を泳いでいる。精霊らしい、どの動物にも、昆虫にも似ていない動き。人がまったく同じ形に人精霊の模型を作ったところで、浮きも飛びもしない。精霊とはそういったものだった。

「泣いたことのねぇ奴やつは、人が泣くのを見た時に驚かないようにしないとな。いや、意外と泣いてるんだぞ、誰も」

「泣くのはガキだろ。俺は関係ねぇ」

　吐はき捨すてて、マデューはきびすを返した。まったく関係ない。泣くのは弱者だ。自分は関係がない。

　足音を立てて立ち去る。背後から、変わらない娘の泣き声と、人精霊のつぶやきと、ともになんの役にも立たないものが聞こえてくる……

「泣くのに理由がいるわけでもないだろが、だが泣いてるうちに理由は思いつくもんだ。あまりにたくさん思いついて、気がつくとなにがなんだか分からないってこともある。それで泣きやむんだ。そんなもんだな」

　人精霊こそ、なんのためにつぶやいているのか。聞かせる相手もいないというのに。ただひたすらにしゃべり続けている。

「見てる奴が余分に考えてやったっていいんだぜ？　誰か、あの小娘が泣いている理由を考えてやってくれんかね？　いや、俺よく分からねぇんだ」

（知るか）

　マデューはそのまま、もといた場所にもどっていった。







　あとがき







①　今日、あったこと




　床とこ屋やに行ったわけです。偉えらぶるわけではありませんが、ぼくだって髪かみくらい切ります。なんか理り容よう師しの兄ちゃんたちがみんな革かわパンツはいてるお店です。制服なんだかなんなんだか知りませんけど、妙みようなプレッシャーあります。てまあ、そんなことはどうでもいいんですが。

　床屋そのものに特に問題はありません。散さん髪ぱつが終わって外に出ると、お店の前で携けい帯たい電話で話をしている男の人がひとり。これもまあ、問題ありません。

　気にせず通り過ぎようとしたその時です。

　その人が携帯電話に向かって叫びました。

「教団はどうなるんだよ!?」

　…………

　まあ事情はよく分からないし追究する気にもならないですが。

　とりあえず、なんか大たい変へんそうだなぁと思ったのでした。




②　今回の巻かん末まつのこと




　というわけで、決して行数稼かせぎなどではありません。秋田です。

　とうとう四冊目の巻末です。いきなり窮きゆう地ちです。前の巻末であんなことを書いたせいなのか、いきなり今回あとがき用に十一ページも余ってしまったのでした。

　なんていうか控ひかえめに言って悪あく夢むです。

　ないです普ふ通つう。十一ページのあとがきなんて。かなり狼狽うろたえてます。なんかもうただ一行「広告万ばん歳ざい」とだけ書いて、残り全ページ広告入れてもらおうかと思ったほどでした。ていうか十六ページ余ったって言われたらそうするつもりでした。中ちゆう途と半はん端ぱです十一ページ。困ります。

　いや、誰だれのせいかって自分のせいなんですけど。

　しかし、そう言ったところで十一ページが埋うまるわけでもなく……って、かなり埋まってるよ、おい。そうか。あとがきで言い訳すればあとがきが埋まるわけですな。こりゃ一本取られました。ううむ。

　こうなると調子に乗って、さらにポエムでも書いてごまかしたくなります。




　　　健けん康こう魂だましい




　生活習しゆう慣かん病の本を読む男。その横顔は真剣。

　健康第一。血液はサラサラ。

　栄養の偏かたよりもなく、鍛きたえた腹ふつ筋きんは銃じゆう弾だんをも跳はね返す。

　無む敵てき。超人。恐おそれるものなどなにもない。

　知性あふれる眼まな差ざしは未来を見つめ、おはようからおやすみまで監かん視しの目は怠らぬ。

　そのパワーは宇宙の王。最終段階のフリーザくらい。

「よくもクリリンをー！！！！！！」

　ナメック星爆発まであと三分。




　……数日前に駅で電車を待っていて退たい屈くつだった時、目の前で真剣に健康の本を読んでる男を見つけたので作ったポエムです。その場で携帯電話から友人にメールで送ったのですが、反はん応のうは素す敵てきな苦笑いでした。

　苦笑いといえば代よ々よ木ぎのフリマで（検けん閲えつ）




③　ちょっとヤバかったこと




　マジまずいことを言いそうになってしまったようで、削さく除じよされてしまいました。仕し方かたないので別のトピックで埋めます。

　いいですかみなさん。こういうのを内うち輪わネタといいます。

　ごめんなさい許ゆるしてください。




④　ポエム機のこと




　ポエム機って便利ですよね。いや、携帯電話のメール機能のこと独自にそう呼んでるんですけど。

　こんな仕事してると、あまり使い道ないじゃないですか。ｉモード。ぼくも携帯電話買ってからほとんど使ったことありませんでした。

　で、なんとか使ってやろうと思いまして。考えたわけです。いつでも使えて、片手で文章を入力できる。これは便べん利りなのだけど、かといって長文を打てるわけでもない。

　ようやく思いついたのは、ポエムです。なんか思いついたものを無差別に友人に送りつける。反応はやっぱり苦笑いなんですけどね。

　いいですかみなさん。こういうのをスパムメールといいます。

　いいんです負けません挫くじけません折れません。退ひかないし媚こびないし省かえりみないです。そんな生き方です。

　苦笑いといえば渋しぶ谷やの駅前で（検閲）




⑤　しかし十一ページというのは本当に長いなぁと思いつつあること




　ようやっと五ページ目です。だいたいいつも書いているあとがきはこのへんで終わりです。

　癖くせで、もう身体からだがあとがき終わらせにかかってるところが我ながら驚きです。また次の巻末でお会いしましょうとか書こうとしてます。

　思えばもうそろそろ年末です……本書が発売されてるのはもう一月の下げ旬じゆんでしょうから、なにを今さらと思われるでしょうけれど、このあとがき書いている時点ではまだ十二月だったりします。

　自分は今年なにをしたか。空気を入れ換かえるため開け放した窓から外を眺ながめ、そんなことを考えます。

　練習しようと思っていたハーモニカは見事に埃ほこりをかぶり、料理教室にでも通おうかと買ってみた習ならい事ごと情報雑誌は何ど処こへ埋うもれたのか。ていうか部屋の片づけをしようと考えたのは、いつのことだったか。買ったまま封ふうも開けずにほったらかしのゲームは数知れず。この頃はもうゲーム屋に足を運ぶこともなく。

　デジカメも充電器つけたまま放ほう置ち。ＤＶ編集に手を出すものの、己おのれの無計画さに見事玉ぎよく砕さい。本も、買ってきて読まないまま本ほん棚だな行きのものが増えました。通かよおうかなーと目をつけていた近所のアスレチッククラブ、いざ行ってみたら潰つぶれてたし。

　そこそこ遊びに出かけたりもしていたと思うのだけど。考えてみたら今年、まるっきり映画館にも行っていない。最後に劇場で観みた映画が『○ャーリーズ・エンジェル』だというのはどういうことですか。

　いかん。遊びが足たりない。仕事をしないと心が枯かれるが、遊ばなければ身体からだが腐くさる。というわけで、緊きん急きゆうに遊び計画を立てることを己に命じる。

　とりあえず思いつくのはこんなところなのです。




・ハーモニカ

　いや、分わかっている。みんなが言わなくても俺も分かっている。確かにハーモニカを買ったと言いふらしていた時期、友人一同が浮かべた苦笑いは忘れない。

「三日だね」

「全部の音おん階かい吹ふかずに終わるね」

「教本四ページくらいが限界じゃない？」

　ちなみに半日だった。確かに第二オクターブまでしか吹いていない。教本は八ページまでが目次だったのでそれはクリアーした。分かっている。負けは認める。完かん敗ぱいだ。好きなだけ俺を罵ののしるがいい。石を投げるがいい。ただし罪つみなき者から。

　だけど……だけど！　うわーん！




・料理教室

　いや、泣きながら走り去っている場合ではない。

　というわけで第二案。これは結構現実的なのでは？　と自じ画が自じ賛さん。今の仕事スケジュールだと週一とかで通うのは無む理りだろうから、月一くらいで。

　もともと料理などまったく不ふ得え手てのわたしである。高たか望のぞみはしない。臆おくすることなく揚あげ物ができるようになるくらいで十分。こんな時、ハードルが低いというのは心強いものなのだ。

　最近では、おっさんのための初心者用料理教室などというのもあるという。そういうとこなら、「あらなにこの男。こんな時間から料理教室？　なに、無む職しよく？　ヒモ？　ナンパ目的？　キショ。警備員さん、警備員さーん！」とか言われなくて済すむ。どうせろくに包ほう丁ちよう持ったこともないような男が集まるのだろうから、似にたようなレベルのぼくでも気き後おくれしないでいい。

　しかも身につくものは実用的。

　なんだ。良いことづくしではないか。にじゅうまるをつけたいところである。素す晴ばらしい。びば料理教室。ていうかこれも去年の暮くれくらいから行きたいな～とか言っておきながら実現してないネタなんだよなぁ。結局は、当人のやる気次し第だいということなのだよね。とほ。




・旅

　そうだ。旅行。すっかり忘れてた。

　いつぞや、

「三十歳になるまでに、日本の全県を制せい覇はするぞー」

　とか言ってモバイルまで買って準備しておきながら、そのパソコン担かついで事務所から歩いて五分のファミレスにこもって仕事してるだけってどういうこと？　意志の弱さをいかんなく発はつ揮きしております。

　だいたい三十歳になるまでにって、あともう十五ヶ月弱しかないんだけど。行ってない県って、どれくらい残ってたか……うわ。目標達成用に未み踏とうの県を書き出したファイルももう見つからないし。




・動画を作ろう

　いや、旅に絡からんでなのだけど。

　そんなことも考えて、デジカメとかデジタルビデオカメラまで買っていたわけですね。んで、各地で気になるものをデータに収おさめて、編集しようかなと。

　結けつ構こうはまりそうではあるのだけど、これも手て間まがかかりすぎてどうかなぁという感じではあるのかな。

　もうちょっと仕事に余よ裕ゆうができてからだねぇ。




　……って、気がついたらネガティブになってますし……

　いや、これじゃいけないわけですよ。時間なんて根こん性じようで作って遊ぶくらいでないと。

　ポジティブ・シンキング・ターイムなわけですよ。十秒以内に答えないと床ゆかが開いて水すい牢ろうに落らつ下かですよ。いや、もうよく分かんないですけど。




⑥　そしてようやくエンジェル・ハウリングのこと




　にやり。

　だいぶページも進んで参まいりました。いや本当に一時は、いっそのこと急きゆう遽きよあとがき短編『愛・そして生きるために　～暗あん黒こく大たい帝ていギガビームの逆ぎやく襲しゆう～』でも書かないといけないかと思いましたが。なんとかなりそうです。

　というわけで、このシリーズもとうとう四巻目。偶ぐう数すう巻ということで、月刊ドラゴンマガジンに連れん載さいされたものの二期目にあたります。

　雑誌では既すでに三期目が進行しています。今のペースだと、五巻の発売前に三期目（つまり六巻収しゆう録ろく分）が終わってしまいそう。このへんのタイムラグがちょっとややこしいです。まあ、読んで支し障しようないように書いてるつもりではいるんですけれど。

　もう少しタイミング良く刊行していけるはずだったのですが、ちょっとぼくが体調を崩くずしてしまったりしたせいで、待っていてくださる読者の方々にはご迷めい惑わくをおかけしてしまったものと思います。というわけでその反省もあって、今後の刊行スケジュールについてはあえてここでは述べません。これはさっきのような冗じよう談だんではなく不ふ甲が斐いないところではありますが、申し訳ありません。

　というところで。

　また次回の巻末でお会いしましょうぞ。

　ではではー。




二〇〇一年一二月──


秋田　禎信　
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